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表
紙

両
神
山
麓
花
の
郷
ダ
リ
ア
園

特　集 ワーカーズコープで活性化する地域コミュニティ

9２０２１-

1 巻頭エッセー／「誰一人取り残さない自立分散型社会」の実現を目指して 山本一太（群馬県知事）

（
埼
玉
県
小
鹿
野
町
）

小
鹿
野
町
は
、
埼
玉
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
秩
父

市
と
群
馬
県
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
秩
父
多
摩
甲
斐
国

立
公
園
、県
立
西
秩
父
自
然
公
園
な
ど
の
自
然
公
園
や
、

日
本
百
名
山
の
『
両

り
ょ
う

神か
み

山さ
ん

』
を
は
じ
め
、
日
本
の
滝
百

選
の
『
丸ま

る

神が
み

の
滝
』、平
成
の
名
水
百
選
の
『
毘
沙
門
水
』

な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
町
の
花
で
あ
る

節
分
草
を
は
じ
め
、
福
寿
草
、
花
菖
蒲
、
ダ
リ
ア
な
ど
、

四
季
折
々
に
咲
き
誇
る
花
々
も
楽
し
め
ま
す
。

特
に
ダ
リ
ア
は
、
平
成
21
年
よ
り
『
両

り
ょ
う

神か
み

山さ
ん

麓ろ
く

花は
な

の

郷さ
と

ダ
リ
ア
園
』
と
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
丹
精
を

込
め
て
植
栽
か
ら
管
理
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
開
園
期

間
は
、
毎
年
９
月
１
日
か
ら
11
月
３
日
で
、
現
在
は

３
５
０
種
類
・
５
０
０
０
株
・
１
０
０
０
０
平
方
㍍
と
、

関
東
地
方
最
大
級
の
規
模
で
ダ
リ
ア
の
花
が
咲
き
誇
り

ま
す
。
２
カ
月
で
約
２
０
０
０
０
人
も
の
大
勢
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
お
り
、
ダ
リ
ア
園
を
見
る
た
め

に
初
め
て
小
鹿
野
町
を
訪
れ
る
方
も
多
く
、
地
域
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
小
鹿
野
町
役
場
お
も
て
な
し
課

（
０
４
９
４
‐
７
９
‐
１
１
０
０
）

（
写
真
提
供
＝
小
鹿
野
町
お
も
て
な
し
課
）

レギュラーリポート

2 ワーカーズコープと地域づくり 広井良典（京都大学こころの未来
研究センター教授　 ）

6 宮城県登米市 多様な人たちの働く場をつくる 竹森幸太

8 広島県広島市 「協同労働」ってなに？ 末松宏一郎

10 持続可能で活力ある地域社会の実現へ 古村伸宏（日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）
連合会 理事長 ）

基調論文

副基調論文

2020年度 国内調査報告①
愛媛県今治市、広島県呉市
地域課題を資源とした産業創出
2020年度 国内調査報告②
島根県大田市、京都府舞鶴市、長野県伊那市
MaaSの活用による地域課題の解決
トピックス
地域での学び通じステップアップ 川島志月

移住・定住・交流推進支援事業　奈良県奈良市
オンライン移住相談で移住満足度を最大化する

高松明弘

2021年度 地方創生セミナー
マイクロツーリズムのすゝ め

●北海道札幌市 みんなの「やってみたい」がかなう場所 石本依子
●埼玉県ふじみ野市 人、しごと、支え合いでつながる地域 牧野　玲
●千葉県船橋市 働く場創出から困窮者支援まで 菊地　謙
●東京都新宿区 まち全体を学びの場へ 長井　岳
●愛知県豊田市 外国人と共に生きる地域 藤井克子
●兵庫県豊岡市 若者主体の持続可能な地域づくり 上村俊雄
●兵庫県尼崎市 仕事と遊びで商店街に賑わいを 馬場義竜
●鳥取県鳥取市 仕事おこしと居場所づくり 株本俊夫
●愛媛県西予市 移住した若者たちによる共同農業 村上尚樹
●鹿児島県霧島市 地域の困りごとを地域の人たちと 瀬戸口麻弥

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

14

16

18

20

22

書籍紹介　「福祉と住宅をつなぐ」
まちづくりコラボ　大日本印刷株式会社
心のバリアフリーをDXで見える化する！

松尾佳菜子

全国過疎問題シンポジウム2021 in こうち
センター通信
集落単位の人口推計や地域経済の「見える化」を！
首長の思い

新しい仕組みづくりによる教育改革
 読谷山洋司（宮崎県延岡市長）

23

24

26

27

28

山々を背景に、地域住民が
丹精を込めたダリアを楽しめる

グラビア

手前みそですが… 【福島県会津若松市】

会津若松市

福
島
県

271

会津若松市は福島県の西部に位置し、
磐梯山や猪苗代湖など豊かな自然に

囲まれ、自然景観に恵まれたまちです。会
津松平氏二十三万石の城下町として発展
し、鶴ヶ城をはじめとする多くの史跡、
「ならぬものはならぬ」に代表される精神
文化など、先人たちが守り続けてきた歴史
文化が今も色濃く残されています。
会津漆器や絵ろうそく、酒造などの伝統
地場産業や、汁物の郷土料理「こづゆ」やニシンの山椒漬けなど盆地ならではの食
文化が受け継がれています。
また、「スマートシティ会津若松」を推進しており、ICT（情報通信技術）や環
境技術などを、健康や福祉、教育、防災、さらにはエネルギー、交通、環境といっ
た生活を取り巻くさまざまな分野で活用し、将来に向けて持続力と回復力のある力
強い地域社会と、安心して快適に暮らすことのできるまちづくりを進めています。

█若松っつん
市の公認キャラクター。会津若
松の PRに日々奮闘中でっす！
ぜひ応援してくなんしょ～！

█会津清酒
全国新酒鑑評会で史上初の8年
連続金賞を受賞。会津盆地の肥
沃な大地だからこそできるおい
しいお酒

█会津三十三観音巡り
「仏都会津」と呼ばれるほど多くの寺院や仏像
が残っており、日本遺産にも登録されている

█鶴ヶ城
1868年の戊辰戦争の際、新政府軍の猛攻に耐え
「難攻不落の名城」と呼ばれた、赤瓦の天守閣

█白虎隊士の墓
戊辰戦争で戦った16～ 17歳の少
年たち。内20名は飯盛山から火に
包まれた鶴ヶ城を望み、自決を図る

█赤べこ
張り子の玩具。その昔、赤
べこを近くに置くと「流

は
行
や

り病」に感染しなかったと
いう伝説が残っている

█起き上がり小
こ
法
ぼ
師
し

転んでもすぐに立ち上が
ることから、粘り強さと健
康のシンボル

█会津まつり
会津最大のまつり。先人への鎮魂と感謝、会津藩復権の祝と喜びを継承している

歴史と文化のまち、
会津若松市

若松っつん
フェイスブック
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群
馬
県
は
、
草
津
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
有
数
の
温
泉
地
、
尾

瀬
に
代
表
さ
れ
る
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
見
せ
る
豊
か
な
自
然
環

境
、
優
れ
た
農
畜
産
物
な
ど
、
様
々
な
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
代
の
絹
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
世
界
文
化
遺
産
「
富

岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
を
有
す
る
ほ
か
、
綿わ

た

貫ぬ
き

観か
ん

音の
ん

山や
ま

古

墳
か
ら
出
土
し
た
多
数
の
埴は

に

輪わ

や
副
葬
品
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。「
日
本
一
の
埴
輪
県
」「
東
日
本
最
大
の
古
墳
大
国
」で
あ
り
、

古
代
か
ら
の
歴
史
的
文
化
資
源
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
全
世
界
に

想
像
を
超
え
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
働

き
方
や
教
育
を
含
む
私
た
ち
の
生
活
様
式
は
、
抜
本
的
な
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
へ
の
転
換
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
県
で
は
、
20
年
後
の
目
指
す
姿
を
描
く
「
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
10
年
間
に
重
点
的
に
取
り

組
む
具
体
的
な
政
策
を
体
系
化
し
た
「
基
本
計
画
」
か
ら
な
る
、

「
新
・
群
馬
県
総
合
計
画
」
を
令
和
２
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
20
年
後
の
姿
と
し
て
「
年
齢
や
性
別
、
国

籍
、
障
害
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
県
民
が
、
誰
一

人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
思
い
描
く
人
生
を
生
き
、
幸

福
を
実
感
で
き
る
自
立
分
散
型
の
社
会
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
原
動
力
と
な
る
柱
の
一
つ
が
「
官
民
共
創

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
す
。

今
後
、
地
域
社
会
の
課
題
が
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
、
ニ
ー
ズ
も

多
様
化
す
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
、「
公
共
」
と
「
行
政
」

は
イ
コ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
と
企
業
や
研
究
機
関
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
地
域
団
体
、
県
民
な
ど
様
々
な
主
体
が
交
わ
り
、
解
決
の

た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
共
に
創
り
だ
し
実
行
す

る
、官
民
共
創
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

昨
年
末
に
群
馬
県
庁
32
階
に
官
民
共
創
ス
ペ
ー
ス
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
（
ネ
ツ
ゲ
ン
）」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、

新
し
い
官
民
共
創
の
〝
熱
源
〞
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
分
野
の
人

た
ち
が
集
ま
り
、地
域
課
題
を
解
決
す
る
モ
デ
ル
を
生
み
出
す「
官

民
共
創
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
中
核
と
な
る
施
設
で
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
官
民
共
創
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
市
・
町
・

村
全
域
型
、
一
部
の
エ
リ
ア
型
、
広
域
連
携
型
な
ど
、
様
々
な
サ

イ
ズ
、
場
所
が
あ
る
ほ
か
、
市
町
村
と
の
連
携
も
地
域
経
済
循
環

の
促
進
や
、
地
域
の
共
助
促
進
な
ど
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
と
も
連
携
し
て
、
地
域

課
題
解
決
へ
新
た
な
挑
戦
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
課
題
に
対
し
て
、
県
は
市
町
村
等
と
情
報
や
問
題
意
識
を

共
有
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
て
地
域
創
生
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
、
今
年
度
、
地
域
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
組
織
を
整
備

し
ま
し
た
。
特
に
、
県
庁
及
び
振
興
局
（
地
域
機
関
）
に
よ
る
地

域
支
援
機
能
を
拡
充
・
強
化
す
る
た
め
、
地
域
・
市
町
村
の
サ
ポ

ー
ト
役
と
し
て
「
地
域
支
援
員
」
を
新
設
し
て
い
ま
す
。
地
域
支

援
員
は
、
県
や
国
の
施
策
に
関
す
る
情
報
を
市
町
村
に
提
供
す
る

こ
と
に
加
え
、
振
興
局
に
駐
在
し
て
、
地
域
の
課
題
や
市
町
村
の

将
来
構
想
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
の
解
決
や
実
現
に
向
け
て
、
県

庁
各
部
局
等
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を

展
開
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
と
す
る
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
社
会
へ
の
転
換
は
、「
群
馬
県
に
と
っ
て
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
前

向
き
に
捉
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に
お

い
て
は
群
馬
県
の
価
値
は
再
定
義
さ
れ
、首
都
圏
に
あ
り
な
が
ら
、

豊
か
な
自
然
と
空
間
に
恵
ま
れ
た
強
み
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
知
事
と
し
て
「
県
民
の
幸
福

度
の
向
上
」
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、全
力
疾
走
で
取
り
組
み
ま
す
。

山本　一太群馬県知事

「誰一人取り残さない自立分散型社会」の
実現を目指して
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特 集
基調論文は

じ
め
に

「
労
働
」
と
「
地
域
」
の
融
合

本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性

化
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
あ
る
が
、
最
初
に
若
干

個
人
的
な
思
い
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
は
こ
う
し

た
テ
ー
マ
が
「
地
域
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
す
る
本
誌
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
自
体
に
、
大
き
な
感
慨
を

抱
い
て
い
る
。

昨
年
12
月
の
臨
時
国
会
で
、
労
働
者
協
同
組
合
法
が
全

会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
た
。
同
法
は
「
出
資
・
経
営
・

労
働
」
が
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
組
織
形
態
を
通
じ
、「
多

様
な
就
労
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
当
該
組
織
を
通
じ
て
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に

応
じ
た
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
促
進
し
」「
も
っ
て
持

続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
う
た
っ
て
い
る
（
傍
線
引
用
者
）。

こ
の
よ
う
に
今
回
成
立
し
た
労
働
者
協
同
組
合
な
い
し

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
に
関
す
る
法
律
で
は
、「
地
域
」
と

い
う
も
の
が
、
協
同
労
働
に
お
い
て
重
要
な
軸
と
な
る
理

念
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
労
働
」
と
「
地

域
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
明
確
に
融
合
し
て
い
る
の
が
こ
の

法
律
の
特
徴
な
の
だ
。
実
際
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
こ

れ
ま
で
も
「
地
域
づ
く
り
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
介

護
、
福
祉
、
若
者
支
援
、
農
業
、
環
境
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
多
様
な
領
域
に
お
い
て
多
く
の
実
績
を
上
げ
て
き

て
い
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
地
域
再
生
に
お

け
る
、
き
わ
め
て
重
要
な
主
体
な
い
し
担
い
手
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
従
来
型

の
発
想
や
経
済
社
会
の
流
れ
か
ら
は
大
き
な
飛
躍
な
い
し

転
換
を
遂
げ
た
考
え
方
な
い
し
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
言
え
る
。

す
な
わ
ち
旧
来
の
発
想
で
は
、「
労
働
」と
い
う
概
念
は
、

た
と
え
ば
労
働
組
合
と
い
っ
た
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
基
本
的
に
「
地
域
」
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
職
域
」

に
関
わ
る
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
ら
は
「
雇
用

（
賃
労
働
）」「
都
市
」「
工
業
化
」
と
い
っ
た
領
域
に
親
和

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
と
地
域
づ
く
り

︱
自
律
分
散
的
な
働
き
方
と
「
生
命
経
済
」
の
時
代
︱

広
井
　
良
典

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

筆者プロフィール

広井 良典氏
（ひろい・よしのり）
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的
で
、
逆
に
言
え
ば
「
自
営
」「
農
村
」「
農
業
」
と
い
っ

た
領
域
と
は
対
照
的
な
位
置
づ
け
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
な
い
し
協
同
労
働
の
場

合
、
そ
れ
は
「
労
働
」
や
「
職
域
」「
都
市
」
と
も
重
な

り
つ
つ
、
同
時
に
先
ほ
ど
の
法
律
第
１
条
の
理
念
が
う
た

う
よ
う
に
、「
地
域
」
と
深
く
関
わ
り
、
し
か
も
そ
の
事

業
領
域
は
農
業
や
環
境
な
ど
に
も
広
く
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
な
い
し
協
同
労
働

の
理
念
と
そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
職
域
と

地
域
」「
都
市
と
農
村
」「
雇
用
と
自
営
」「
工
業
と
農
業
」

「
産
業
と
環
境
」
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
枠
組
み
を
乗

り
越
え
る
よ
う
な
、
新
た
な
時
代
の
労
働
形
態
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
文
字
通
り
〝
新
し
い
働
き
方
〟
を
提
示
す
る

も
の
な
の
で
あ
る
（
以
上
に
つ
い
て
は
︿
図
１
﹀
参
照
）。

私
の
理
解
で
は
、
今
回
成
立
し
た
法
律
で
は
、
協
同
労

働
の
こ
う
し
た
現
代
的
性
格
︱
︱
特
に
「
地
域
の
持
続
可

能
性
」
と
の
密
接
な
関
わ
り
︱
︱
が
国
際
的
に
見
て
も
明

確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
関
係
者
の

方
々
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
や
実
践
に
立
脚
し
た
、
い
わ
ば

〝
協
同
労
働
の
日
本
的
進
化
〟
と
い
う
面
を
も
っ
て
い
る

と
同
時
に
、
あ
る
意
味
で
幸
い
な
こ
と
に
、
法
案
成
立
の

過
程
に
お
い
て
、
近
年
の
「
地
方
創
生
」
の
流
れ
と
合
流

し
た
こ
と
も
関
与
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

日
本
に
お
い
て
協
同
労
働
に
つ
い
て
の
一
般
法
の
成
立
が

遅
れ
た
ぶ
ん
、
か
え
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
も
通
じ
る

よ
う
な
先
駆
性
を
も
つ
に
至
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

組
織
形
態
の
進
化
と

ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
根
本
的
に

新
た
な
働
き
方
な
い
し
労
働
の
形
が
現
代
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
︿
図
２
﹀
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
、
17
世
紀
頃
か
ら
資
本
主
義
が
展
開
し
進
化
し
て

い
く
中
で
の
「
組
織
」
の
あ
り
方
を
概
観
し
た
も
の
だ
。

そ
の
最
初
期
に
は
い
わ
ゆ
る
東
イ
ン
ド
会
社
（
１
６
０
０

年
）
が
創
設
さ
れ
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
欧
米
列
強
は
ア
ジ
ア

等
と
の
商
業
貿
易
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
が
、
産
業
革
命

を
受
け
て
19
世
紀
以
降
、
工
業
化
が
進
展
し
ま
た
大
量
の

工
場
労
働
者
が
生
ま
れ
る
中
で
、
組
織
に
つ
い
て
も
様
々

な
形
態
が
〝
模
索
〟
さ
れ
た
。
実
際
、
そ
こ
で
は
株
式
会

社
や
協
同
組
合
な
ど
の
多
様
な
形
態
が
現
出
し
た
が
、
や

が
て
20
世
紀
以
降
、
金
融
市
場
が
大
き
く
拡
大
し
て
い
く

中
で
、
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
株
式
会
社
と
い
う
組

織
形
態
だ
っ
た
。
実
際
、20
世
紀
は
「
株
式
会
社
の
世
紀
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
人
々
の
物
質
的
な
需
要
が
徐
々
に
成
熟
な
い
し

飽
和
し
、
ま
た
地
球
環
境
や
資
源
の
有
限
性
が
自
覚
さ
れ

て
い
く
中
で
、
経
済
は
次
第
に
構
造
的
な
低
成
長
時
代
へ

と
移
行
し
て
い
く
。
並
行
し
て
「
情
報
化
・
金
融
化
」
の

流
れ
も
成
熟
し
、
現
在
の
私
た
ち
は
「
ポ
ス
ト
情
報
化
」

の
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、経
済
の
拡
大
・

成
長
と
一
体
に
展
開
し
て
き
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
先

に
開
け
て
い
く
の
は
、「
ロ
ー
カ
ル
化
（
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
）」
と
い
う
方
向
に
他
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
い
わ
ば
経
済
や
労
働
の
〝
地
域
へ
の
着
陸
〟
と

呼
べ
る
状
況
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
構
造
変
化
の
中

で
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
「
労
働
、
職
域
」
と
「
地
域
」

の
ク
ロ
ス
・
オ
ー
バ
ー
と
い
う
新
た
な
展
開
が
生
ま
れ
る
。

今
回
成
立
し
た
法
律
で
の
協
同
労
働
な
い
し
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
は
、
他
で
も
な
く
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
対

応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

労
働
者
協
同
組
合
の
意
義
と

「
分
散
型
社
会
」

以
上
、
労
働
者
協
同
組
合
な
い
し
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が

時
代
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
現
代
的
意
味
を

図２

図１

労働者協同組合は
上記の双方の性格を併せ持つ。

新しい時代の組織形態としての
労働者協同組合

職域 地域
～コミュニティ

都市 農村
～自然、環境

工業化・情報化 農業・生命

賃労働（雇用） 仕事（自営）

特 集
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も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
以
下
で
は
も
う
少
し

個
別
的
な
論
点
に
そ
く
し
て
そ
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

現
在
と
い
う
時
代
状
況
に
お
い
て
、
労
働
者
協
同
組
合

が
も
つ
意
義
に
つ
い
て
、
私
自
身
は
特
に
、

⑴
自
律
分
散
的
な
働
き
方
を
支
え
る
組
織
形
態

⑵
格
差
社
会
を
生
ま
な
い
組
織
形
態

⑶
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
な
る
組
織
形
態

⑷
「
生
命
経
済
」
を
支
え
る
組
織
形
態

と
い
う
点
が
現
代
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
法
案
成
立
に
至
る
途
上
で
の
関
連
の
勉
強

会
等
で
も
述
べ
る
機
会
を
得
た
。

そ
し
て
、
以
上
に
挙
げ
た
４
つ
の
点
は
、
実
は
「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
」
の
日
本
社
会
に
お
け
る
課
題
と
も
重
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
特
に
⑴
と
⑷
に
つ
い

て
、
最
近
行
っ
た
研
究
や
私
見
な
ど
を
交
え
な
が
ら
議
論

を
展
開
し
て
み
た
い
。

ま
ず
⑴
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
勃

発
し
た
際
、
私
が
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
こ

で
示
さ
れ
た
状
況
や
課
題
が
、
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
２
０
１
７
年
に
公
表
し
た
、
日
本
社
会
の
未
来
に
関
す

る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
と
大
き

く
重
な
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
広
井
２
０
１
９
）。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
都
市
集
中
型
」
社
会
の
脆
弱
性

と
い
う
点
に
関
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
私
た
ち
の
上
記

研
究
で
は
、
日
本
社
会
の
現
在
そ
し
て
未
来
に
と
っ
て
重

要
と
思
わ
れ
る
約
１
５
０
の
社
会
的
要
因
か
ら
な
る
因
果

連
関
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
に

向
け
て
の
２
万
通
り
の
未
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
す
る
と
、
日
本
社
会
の
未
来
の
持
続
可
能
性
に
と
っ

て
、東
京
一
極
集
中
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
都
市
集
中
型
」

か
「
地
方
分
散
型
」
か
と
い
う
分
岐
が
も
っ
と
も
本
質
的

で
あ
り
、
し
か
も
人
口
、
地
域
の
持
続
可
能
性
や
格
差
、

健
康
、
幸
福
と
い
っ
た
観
点
か
ら
は
、「
地
方
分
散
型
」

の
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
が

出
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
う
し
た
後
戻
り
で
き
な
い

分
岐
が
２
０
２
５
年
か
ら
２
０
２
７
年
頃
に
生
じ
る
可
能

性
が
高
い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

生
じ
た
。
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
感
染
症
の
災

禍
が
特
に
大
き
い
の
は
東
京
を
含
め
、
人
口
の
集
中
度
が

高
い
数
百
万
人
規
模
の
大
都
市
圏
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
極

端
な
「
都
市
集
中
型
」
地
域
は
、
他
で
も
な
く
〝
３
密
〟

が
常
態
化
し
、
感
染
症
の
拡
大
が
容
易
に
生
じ
や
す
く
、

現
に
そ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
だ
。

以
上
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
る
と
、
私
は
「
都
市
集
中

か
ら
地
方
分
散
へ
」
と
い
う
方
向
こ
そ
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
社
会
を
考
え
て
い
く
上
で
も
っ
と
も
重
要
な
軸
に
な

る
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
今
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
生
じ
た
状
況
を
受

け
て
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
日
本
社
会
の
未
来
」
に
関
す

る
分
析
が
新
た
に
必
要
と
考
え
、
再
び
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、今
年
２
月
に
公
表
し
た（
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
「
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

望
ま
し
い
未
来
に
向
け
た
政
策
を
提
言
」
参
照
）。

そ
こ
で
示
さ
れ
た
の
は
、
い
わ
ば
包
括
的
な
意
味
で
の

「
分
散
型
」
社
会
へ
の
移
行
と
い
う
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
コ
ロ
ナ
前
の
Ａ
Ｉ
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
示
し
て
い
た
の
は
、
東
京
一
極
集
中
の

是
正
な
ど
に
関
わ
る
「
都
市
集
中
型
」
か
「
地
方
分
散
型
」

と
い
う
意
味
で
の
（
空
間
的
な
）「
分
散
型
」
だ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
今
回
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
関
す
る
分

析
で
示
さ
れ
た
の
は
、そ
う
し
た
空
間
的
な
意
味
で
の「
分

散
型
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
女
性
活
躍
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
い

し
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

展
開
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
や
男
性
の
育
児
参
加
と
い
っ

た
点
な
ど
、
働
き
方
や
住
ま
い
方
、
生
き
方
の
全
体
を
含

む
包
括
的
な
「
分
散
型
」
社
会
へ
の
移
行
が
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
持
続
可
能
な
日
本
社
会
の
実
現
に
と
っ
て

何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
大
き
く
言
え
ば
、「
人
生
の
分
散
型
」
社
会
と

呼
べ
る
よ
う
な
社
会
の
あ
り
よ
う
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り

〝
昭
和
〟
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
人
口
や
経
済
が
拡
大

を
続
け
、
並
行
し
て
「
す
べ
て
が
東
京
に
向
か
っ
て
流
れ

る
」と
と
も
に
、〝
集
団
で
一
本
の
道
を
登
る
〟よ
う
に
人
々

が
単
一
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、〝
男
性
は
カ
イ
シ
ャ
人
間

と
な
り
、
女
性
は
専
業
主
婦
と
し
て
家
事
に
専
念
す
る
〟

と
い
う
モ
デ
ル
が
強
固
に
な
っ
て
い
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
の
「
単
一
ゴ
ー
ル
・
集
中
型
社
会
」
か
ら
の
根
本
的
な

転
換
を
そ
れ
は
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

山
登
り
に
た
と
え
る
な
ら
ば
、〝
昭
和
〟
に
代
表
さ
れ

る
高
度
成
長
と
人
口
増
加
の
時
代
と
は
、
上
記
の
よ
う
に

〝
集
団
で
一
本
の
道
を
登
る
〟
時
代
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
は

一
つ
だ
っ
た
。
し
か
し
山
頂
に
立
っ
て
み
れ
ば
、
視
界
は

３
６
０
度
開
け
、
し
た
が
っ
て
各
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

選
び
つ
つ
、
従
来
よ
り
も
自
由
度
の
高
い
か
た
ち
で
自
ら

の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
創
造
性
を
発
揮
し
て
い
け
ば
よ

い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
方
向
は
、
ま
さ
に
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
な
い
し
協
同
労
働
が
体
現
す
る
よ
う
な
「
自
律
分
散
的

な
働
き
方
」
と
重
な
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
同
法
１
条
が
指
摘
し
て
い
る
「
各
人
が
生
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活
と
の
調
和
を
保
ち
つ
つ
そ
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
て

就
労
す
る
機
会
が
必
ず
し
も
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い

現
状
」
か
ら
出
発
し
つ
つ
、「
組
合
員
が
出
資
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
を
反
映
し
て
組
合
の
事
業
が
行
わ
れ
」
と
い

う
原
理
、
そ
し
て
「
多
様
な
就
労
の
機
会
を
創
出
す
る
こ

と
を
促
進
」
し
、「
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
資
す
る
」
と
い
う
目
的
は
、
他
で
も
な
く
「
自
律

分
散
的
な
働
き
方
」
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
生
命
経
済
」
の
時
代
と

労
働
者
協
同
組
合

地
域
に
お
け
る
「
自
律
分
散
的
な
働
き
方
」
と
い
う
点

と
並
び
、
も
う
１
点
述
べ
て
お
き
た
い
の
が
、
先
ほ
ど
⑷

と
し
て
挙
げ
た
「﹃
生
命
経
済
﹄
を
支
え
る
組
織
形
態
」

と
い
う
論
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
般
的
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
い
う
点
を
含
め
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
は
、「
生
命
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
が
社
会
の
中
心
的
な
概
念
と
し
て
重
要
に
な
る
と

私
は
考
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
新
型
コ
ロ
ナ
そ
れ
自
体
が
す
な
わ
ち
感
染
症

で
あ
り
、人
の
生
命
や
健
康
に
直
接
関
わ
る
現
象
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
世
界
規
模
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
た
背
景
に
は
、
同
じ
く
近
年
顕
著
な
異
常
気
象
な
い

し
気
候
変
動
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
人
間
と
自
然
あ
る

い
は
生
態
系
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
根
本
的
な
レ
ベ
ル
で
揺

ら
い
で
い
る
と
い
う
状
況
が
背
景
に
あ
る
。

こ
う
し
て
お
の
ず
と
「
生
命
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
が
、
重
要
な
点
と
し
て
、
こ

の
場
合
の
「
生
命
」
と
は
、
生
命
科
学
と
い
っ
た
狭
い
意

味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
英
語
の
「
ラ
イ
フ
」
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、「
生
活
、
人
生
」
と
い
っ
た
意
味
を
含
み
、
ま

た
生
態
系
や
地
球
の
生
物
多
様
性
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
の
意

味
も
含
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
は
、い
わ
ば
「
生

命
関
連
産
業
」
あ
る
い
は
「
生
命
経
済
」
と
呼
ぶ
べ
き
領

域
が
、
社
会
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
い
う「
生
命
関
連
産
業
」

と
は
、
具
体
的
に
は
少
な
く
と
も
次
の
５
つ
の
分
野
を
指

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
健
康
・
医
療
②
環
境
（
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
）
③
生
活
・
福
祉
④
農
業

⑤
文
化
︱
︱
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
先
ほ
ど
述
べ

た
広
い
意
味
で
の
「
生
命
」
に
深
く
関
連
し
て
い
る
。
最

後
の
「
文
化
」
は
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
て
も
「
文
化
」
に

関
す
る
活
動
は
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
し
、〝
文
化
は

生
命
の
維
持
に
不
可
欠
〟
と
い
う
印
象
的
な
言
葉
を
残
し

た
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
生
命
関
連
産

業
（
生
命
経
済
）」
は
、
い
ず
れ
も
概
し
て
比
較
的
小
規

模
で
、「
地
域
」
に
密
着
し
た
〝
ロ
ー
カ
ル
〟
な
性
格
が

強
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
分
野

を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
他
で
も
な
く
「
地
域
づ
く

り
」
あ
る
い
は
地
方
創
生
の
流
れ
と
も
呼
応
す
る
と
同
時

に
、
ロ
ー
カ
ル
な
経
済
循
環
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
、
介
護
、
福
祉
、
環
境
、

農
林
業
な
ど
こ
れ
ま
で
実
績
を
積
ん
で
き
た
事
業
が
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
地
域
密
着
型
の
「
生

命
関
連
産
業
（
生
命
経
済
）」
と
大
き
く
重
な
っ
て
い
る
。

振
り
返
れ
ば
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
高
度
成
長
期

を
中
心
に
〝
工
業
化
を
通
じ
た
経
済
成
長
〟
と
い
う
発
想

が
根
強
く
、し
か
も
そ
れ
が
相
当
な
成
果
を
収
め
た
た
め
、

そ
の
「
成
功
体
験
」
に
と
ら
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
〝
重
厚
長

大
型
の
経
済
発
展
モ
デ
ル
〟
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
ま
ま
現

在
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
し
た
思
考
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
し
、
以
上
の
よ
う

な
比
較
的
小
規
模
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
性
格
を
も
つ
「
生
命
」

中
心
の
経
済
な
い
し
産
業
構
造
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
主
要
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
―
―
地
域
再
生
の
主
体
な
い
し

受
け
皿
と
し
て
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

本
稿
で
は
労
働
者
協
働
組
合
の
も
つ
現
代
的
な
意
味
を

幅
広
い
視
点
か
ら
考
え
て
き
た
。
思
え
ば
こ
こ
し
ば
ら
く

の
間
、
地
方
創
生
の
流
れ
も
含
め
、
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
様
々
な
取
り
組
み
が
各
地
に
お
い
て
活
発
に
な
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
の
主
体
な
い
し
〝
受
け
皿
〟
と
な
る
組
織
の

仕
組
み
な
い
し
社
会
シ
ス
テ
ム
は
必
ず
し
も
十
分
に
整
備

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
面
が
あ
る
。

こ
こ
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
労

働
者
協
同
組
合
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
場
面
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
う
新
た
な
組
織
形
態
で
あ
り
、「
相
互
扶
助

の
経
済
」
の
担
い
手
と
も
言
え
る
。
成
立
し
た
労
働
者
協

働
組
合
法
の
浸
透
と
、
各
地
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
の
展

開
が
一
体
と
な
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
大
い

に
期
待
さ
れ
る
。

文
献

テ
ツ
オ
・
ナ
ジ
タ
（
２
０
１
５
）﹃
相
互
扶
助
の
経
済
﹄、

み
す
ず
書
房
。

広
井
良
典
（
２
０
１
９
）﹃
人
口
減
少
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
﹄、

東
洋
経
済
新
報
社
。

特 集
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特 集
震
災
復
興
の
中
長
期
的
な
役
割
を

登
米
地
域
福
祉
事
業
所
が
あ
る
登
米
市
は
宮
城
県
の
北

部
に
位
置
し
、
２
０
０
５
年
に
９
町
が
合
併
し
現
在
の
形

に
な
り
ま
し
た
。
人
口
は
７
９
０
３
２
人
、
10
年
間
に
約

８
０
０
０
人
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は
32
・
９

％
で
、
と
り
わ
け
後
述
す
る
中
山
間
地
域
の
鱒
淵
地
区
は

42
・
２
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
で
活
動

し
て
き
ま
し
た
が
、
被
災
沿
岸
部
は
震
災
か
ら
10
年
が
経

過
し
て
、
震
災
直
後
に
外
部
か
ら
入
っ
て
き
た
多
く
の
支

援
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
が
撤
退
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
団
体
は
、
緊
急
的
な
一
次
支
援
と

し
て
の
役
割
は
果
た
し
た
も
の
の
、
中
長
期
的
・
継
続
的

な
仕
組
み
や
成
果
は
残
せ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
も
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が

取
り
組
む
仕
事
お
こ
し
・
地
域
づ
く
り
は
、
効
果
的
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

被
災
者
の
仕
事
お
こ
し
目
指
し
ス
タ
ー
ト

登
米
地
域
福
祉
事
業
所
（
以
下
、
登
米
事
業
所
）
は
、

震
災
後
に
日
本
労
協
連
と
セ
ン
タ
ー
事
業
団
が
立
ち
上
げ

た
東
北
復
興
本
部
の
第
１
号
の
事
業
所
で
す
。
２
０
１
１

年
10
月
か
ら
起
業
型
人
材
育
成
事
業
（
緊
急
雇
用
創
出
事

業
）
の
枠
組
み
を
活
用
し
て
、
共
生
型
福
祉
の
担
い
手
づ

く
り
と
南
三
陸
町
か
ら
の
被
災
求
職
者
の
就
労
支
援
の
２

点
を
中
心
と
し
、
持
続
可
能
な
仕
事
お
こ
し
を
目
指
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
20
代
か
ら
70
代
の
組
合
員

が
福
祉
、
林
業
、
就
労
支
援
、
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
は
登
米

事
業
所
は
３
つ
に
分
割
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
登
米
事
業
所
の
仕
事
は
表
の
通
り
で
す
。

拠
点
は
次
の
４
つ
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

⑴
米
山
町
善
王
寺
地
区
で
は
、
廃
校
に
な
っ
た
幼
稚
園
を

活
用
し
た
共
生
型
の
福
祉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
児

の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
の
通
所
介
護
、
障

◆◆◆

が
い
者
の
生
活
介
護
を
行

っ
て
い
ま
す
。

⑵
米
山
町
西
野
地
区
で

は
、
障
が
い
者
就
労
支
援

事
業
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
）、
農
カ
フ
ェ
で 

野
菜

栽
培
や
惣
菜
、
お
弁
当
の

製
造
・
販
売
な
ど
の
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑶
市
街
地
域
の
迫
町
佐
沼

地
区
で
は
、
生
活
困
窮
者

が
行
政
や
市
民
の
依
頼
を

受
け
て
ゴ
ミ
屋
敷
の
片
付

け
や
援
農
な
ど
に
携
わ
る

生
活
支
援
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

⑷
山
間
部
に
あ
た
る
東
和

町
鱒
淵
地
区
で
は
、
林
業
を
８
人
の
メ
ン
バ
ー
が
行
っ
て

い
ま
す
。

登
米
事
業
所
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
い
る

仲
間
が
働
い
て
い
ま
す
。
障
が
い
児
を
育
て
る
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
、
高
校
受
験
に
失
敗
し
た
が
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
願
う
若
者
な
ど
で
す
。
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
の
事
業
は
、
こ
う
し
た
働
く
人

た
ち
の
背
景
や
身
の
回
り
の
困
難
を
仕
事
に
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
仲
間
と
協
同
し
て
仕
事
を
起
こ
す
に

は
、
ど
こ
か
で
他
者
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
話
し
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
互
い
の

違
い
を
受
け
止
め
合
う
こ
と
に
は
苦
労
を
し
ま
す
が
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
、
こ
の
働
き
方
の
意
味
や
価
値
が
表

宮
城
県
登
米
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
被
災
者
支
援
か
ら
林
業
活
性
化
ま
で
―

竹
森
　
幸
太

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団

登
米
地
域
福
祉
事
業
所 

所
長

多
様
な
人
た
ち
の
働
く
場
を
つ
く
る

表

部門名 事業内容 開設年月 仲間の人数
はっぴいデイ 高齢者デイ 2013年 1 月 9名
心りっぷる 障がい者就労 2014年 1 月 9名
ぽっかぽか 放課後等デイ 2014年 3 月 3名
REBORN FOREST登米 林業 2014年10月 8名
SKETCHA（すけっちゃ） 生活支援 2017年 8 月 ―
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現
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区﹁R

EB
O
R
N
 FO

R
EST

登
米
﹂

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
は
全
国
に
４
カ
所
の
モ
デ
ル
地

区
を
つ
く
り
、
山
村
の
暮
ら
し
や
実
際
の
仕
事
に
学
ぶ
林

業
の
仕
事
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
１
つ

が
鱒
淵
地
区
で
、R

EBO
R

N
 FO

R
EST

が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
林
業
の
仕
事
お
こ
し
は
、
地
域
住
民
か
ら

山
を
預
け
て
頂
く
た
め
の
活
動
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
初

◆◆◆

め
は
全
員
が
素
人
で
技
術
も
気
概
も
な
い
状
態
で
、
な
か

な
か
山
を
預
け
て
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
か
ら
耕

作
放
棄
地
の
草
刈
り
や
通
行
等
の
妨
げ
に
な
る
寺
の
支
障

木
伐
採
の
仕
事
を
頂
き
、
そ
の
結
果
を
﹁
林
業
通
信
﹂
を

発
行
し
て
地
域
の
全
戸
に
手
渡
し
で
配
布
し
知
ら
せ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
少
し
ず
つ
住
民
と
つ
な
が
り
、
お

祭
り
の
手
伝
い
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
小
さ
な
仕

事
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
中
で
、
地
域
の
仲
間
と
し
て
受

け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
か
ら
は
総
務
省
の
﹁
小
さ
な
拠
点
事
業
﹂

に
取
り
組
み
、
そ
の
中
で
森
林
塾
（
聞
き
取
り
）、
竹
細

工
講
座
、
地
域
の
将
来
予
測
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
小
さ
な

拠
点
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
で
の
自
分
た
ち

の
役
割
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
林
業
の
コ
ス
ト

計
算
を
し
、
利
潤
の
み
を
追
求
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
地

域
の
た
め
の
山
づ
く
り
に
は
つ
な
が
ら
な
い
、
む
し
ろ
私

た
ち
の
仕
事
は
住
民
と
と
も
に
地
域
を
守
っ
て
い
く
こ
と

が
役
割
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
住
民
と
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が
一
緒
に
な
っ

て
、
鱒
淵
地
域
住
民
自
治
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
協

議
会
が
主
体
に
な
っ
て
、
仙
台
市
の
児
童
館

の
子
ど
も
に
農
村
で
の
遊
び
や
暮
ら
し
を
体

験
し
て
も
ら
う
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、
地
域
の
女

性
を
中
心
に
野
菜
作
り
を
す
る
畑
の
教
室
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
の

反
応
に
、
保
護
者
か
ら
﹁
自
分
た
ち
も
登
米

に
い
っ
て
み
た
い
﹂
と
い
っ
た
声
や
、﹁
不

登
校
が
ち
だ
っ
た
子
ど
も
が
学
校
に
通
う
よ

う
に
な
っ
た
﹂
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

親
子
で
参
加
す
る
﹁
田
ん
ぼ
の
楽
校
﹂
に
発

展
し
て
い
ま
す
。

畑
の
教
室
で
は
、SK

ET
CH

A

と
連
携

し
て
、
引
き
こ
も
り
だ
っ
た
若
者
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
共
に
働
く
こ
と
を
通
じ
て
若
者

が
元
気
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
変
化
を
住
民

も
活
動
の
張
り
合
い
に
し
て
い
ま
す

こ
う
し
た
経
験
か
ら
２
０
２
１
年
８
月
に

障
が
い
者
の
就
労
支
援
事
業
を
開
始
し
、
多

様
な
人
た
ち
が
働
く
こ
と
の
で
き
る
場
を
つ

く
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

田んぼの楽校

正月飾りづくり
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モ
デ
ル
事
業
で
伴
走
型
支
援

広
島
市
で
は
、
働
く
一
人
一
人
が
出
資
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
対
等
に
運
営
に
反
映
さ
せ
、
人
と
地
域
に
役

立
つ
仕
事
に
取
り
組
む
働
き
方
で
あ
る
「
協
同
労
働
」
の

仕
組
み
を
活
用
し
て
、
元
気
で
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
よ

る
起
業
を
促
し
、
高
齢
者
の
働
く
場
の
創
出
や
地
域
課
題

の
解
決
、
ひ
い
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
図
る

た
め
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
「
協
同
労
働
」
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
協

同
労
働
の
勉
強
会
や
既
存
の
協
同
労
働
団
体
の
取
り
組
み

事
例
発
表
会
を
通
じ
て
中
核
人
材
の
発
掘
、
育
成
を
行
っ

た
り
、「
協
同
労
働
」
の
仕
組
み
を
使
っ
て
起
業
し
よ
う
と

す
る
団
体
の
事
業
計
画
づ
く
り
等
の
支
援
を
行
っ
た
り
す

る
と
と
も
に
、
起
業
後
も
活
動
状
況
や
課
題
を
検
証
す
る

な
ど
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
起
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
の

伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
同
労
働
団
体

の
立
ち
上
げ
に
当
た
り
、
外
部
の
有
識
者
に
よ
り
事
業
を

◆◆◆

継
続
し
て
実
施
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
っ
た
上

で
、
起
業
に
要
す
る
経
費
を
対
象
と
し
て
、
補
助
率
２
分

の
１
で
上
限
１
０
０
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
開
始
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
７
年
間
で
、
25
の

協
同
労
働
団
体
が
立
ち
上
が
り
、
合
わ
せ
て
約
３
０
０
人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
た
め
の
カ
フ
ェ
や
サ
ロ
ン
の
運
営
、
家
事

や
買
い
物
代
行
、
除
草
な
ど
の
困
り
ご
と
支
援
、
耕
作
放

棄
地
を
活
用
し
た
農
作
物
の
生
産
・
販
売
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
課
題
に
対
応
し
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

次
項
で
は
代
表
的
な
団
体
の
活
動
事
例
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

農
業
関
連
の
お
困
り
ご
と
は
わ
し
ら
に
！

【
ア
グ
リ　

ア
シ
ス
ト
と
も
】「
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
寄

り
添
う
こ
と
で
、『
や
っ
ぱ
り「
ア
グ
リ　

ア
シ
ス
ト
と
も
」

じ
ゃ
あ
の
う
！
』
と
言
わ
れ
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化

に
も
寄
与
す
る
「
地
域
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
の
活
動
を
目

指
し
ま
す
」
―
―
広
島
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
安
佐
南

◆◆◆

区
伴
・
大
塚
エ
リ
ア
は
住
宅
団
地
が
大
き
く
広
が
る
と
と

も
に
、
昔
な
が
ら
の
農
耕
地
も
多
い
所
で
す
。
田
ん
ぼ
や

畑
、
山
林
等
で
広
島
市
近
郊
と
し
て
は
貴
重
な
田
園
風
景

を
残
し
て
い
ま
す
が
、農
業
従
事
者
の
多
く
は
高
齢
化
し
、

後
継
者
不
足
の
問
題
も
あ
っ
て
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
今
後
、
休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地
が
多
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
田
畑
が
広
が
る
風
景
を
残
し
た
い
、
農
の
文
化

を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
農

作
業
経
験
の
あ
る
地
元
住
民
が
中
心
と
な
り「
協
同
労
働
」

の
仕
組
み
を
使
っ
て
、
田
畑
の
草
刈
り
や
植
え
付
け
、
農

機
具
の
点
検
な
ど
農
作
業
の
代
行
を
行
う
と
と
も
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
側
面
か
ら
地
域
に
貢
献
し
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

た
地
域
の
人
々
の
困
り
ご
と
支
援
も
手
掛
け
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
団
地
に

【
び
し
ゃ
も
ん
台
絆
く
ら
ぶ
】「
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
困

り
ご
と
解
決
を
中
心
に
、
毘
沙
門
台
学
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
町
内
会
と
と
も
に
高
品
質
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

目
指
し
て
活
動
中
で
す
」

前
述
の
「
ア
グ
リ　

ア
シ
ス
ト
と
も
」
は
、
安
佐
南
区

で
も
田
園
風
景
の
残
る
エ
リ
ア
で
し
た
が
、「
び
し
ゃ
も

ん
台
絆
く
ら
ぶ
」
の
活
動
場
所
は
住
宅
団
地
で
す
。
毘
沙

門
台
団
地
は
65
歳
以
上
が
34
％
を
占
め
、
社
協
・
町
内
会

で
は
幅
広
く
生
活
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、地
域
団
体
役
員
の
み
の
対
応
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
学
区
住

民
全
体
で
担
え
る
よ
う
、
有
償
に
よ
る
生
活
支
援
事
業
な

ど
に
取
り
組
み
、
高
品
質
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

◆◆◆

広
島
県
広
島
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
働
き
方
―

末
松
　
宏
一
郎

広
島
市
経
済
観
光
局
雇
用
推
進
課 

主
査

「
協
同
労
働
」
っ
て
な
に
？
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こ
と
を
目
的
と
し
て
「
協
同
労
働
」
の
仕
組
み
を
使
っ
て

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
は
、
買
い
物
や
掃
除
な
ど

を
行
う
高
齢
者
向
け
生
活
支
援
、
免
許
証
返
納
等
に
よ
る

移
動
困
難
者
の
移
送
支
援
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
収

穫
物
の
販
売
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
電
気
・
水
道
工
事
を
行
う

こ
と
で
の
住
民
の
就
労
の
場
の
提
供
、
町
内
会
催
事
の
設

営
作
業
や
企
画
の
受
託
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
実
態
を

見
て
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
住
民
に
寄
り
添
う
サ
ー

ビ
ス
を
常
に
考
え
て
お
り
、
最
近
で
は
、
高
齢
者
へ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
こ
と
を

受
け
、
予
約
代
行
や
接
種
会
場
へ
の
付
添
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
自
主
的
に
始
め
て
い
ま
す
。

年
齢
条
件
の
あ
り
方
な
ど
検
討

こ
の
よ
う
に
「
協
同
労
働
」
に
よ
り
地
域
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
団
体
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
事
業
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
モ
デ
ル
事

業
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
協
同
労
働
」
の
働
き
方
が
広
ま
る
に

つ
れ
、立
ち
上
げ
に
つ
い
て
の
相
談
も
増
え
て
き
た
中
で
、

い
か
に
し
て
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
支
援
を
行
う
か
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
行
政
に
よ
る

伴
走
型
支
援
だ
け
で
な
く
、
市
内
各
所
で
既
に
活
動
し
て

い
る
協
同
労
働
団
体
を
良
い
見
本
と
し
て
、
よ
り
自
主
的

に
新
た
な
団
体
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
支
援
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の

働
く
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
お
り
、

こ
の
事
業
で
支
援
対
象
と
す
る
団
体
は
構
成
員
の
半
数
以

◆◆◆

上
が
6₀
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
が
、

多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
様
々
な
層
に
活
動
が
広
が
る
中

で
、
こ
の
年
齢
制
限
を
無
く
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
援
対
象
団
体
の
年
齢
条
件
と
あ
わ

せ
、
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
支
援
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
ツ
ー
ル
に

「
協
同
労
働
」
は
、
労
使
の
雇
用
関
係
に
基
づ
く
一
般

的
な
働
き
方
と
は
異
な
り
、働
く
一
人
一
人
が
出
資
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
対
等
に
運
営
に
反
映
さ
せ
、
人
と
地

域
に
役
立
つ
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
働
き
方
で
す
。
こ

◆◆◆

の
「
協
同
労
働
」
は
、
意
欲
に
あ
ふ
れ
、
豊
か
な
知
識
を

持
っ
た
人
な
ど
が
、
他
人
に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
ら

発
意
し
て
働
く
こ
と
で
、
納
得
度
の
高
い
働
き
方
、
生
き

方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、「
郷
土

愛
」
を
育
む
新
し
い
働
き
方
と
し
て
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
の
ツ
ー
ル
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
活
力
を
生
み

出
す
雇
用
の
促
進
を
図
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

や
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
上
で
、
有
効
な
手
段
で
あ
る

こ
と
を
市
民
に
広
く
浸
透
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
協

同
労
働
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

新たな活動立ち上げの相談会

びしゃもん台絆くらぶの活動
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ー
マ
に
事
業
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
「
公
益
性
」
が
高
く
、

「
よ
い
仕
事
」の
追
求
は
全
て
の
事
業
に
お
け
る「
公
共
性
」

を
探
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
を
ワ
ー
カ
ー

ズ
法
で
は
、「
非
営
利
組
織
」
と
し
て
理
念
的
に
も
仕
組

み
と
し
て
も
定
め
て
い
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
到
達
点

２
０
２
０
年
度
末
現
在
、
日
本
労
働
者
協
同
組
合
（
ワ

ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
連
合
会
（
以
下
労
協
連
合
会
）
に
加

盟
す
る
31
会
員
全
体
の
到
達
点
は
、
年
間
事
業
高
約
３
５

０
億
円
、
就
労
者
数
１
万
５
０
０
０
人
強
で
あ
る
。
ま
た

労
協
連
合
会
以
外
に
も
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
法
が
定
め
る
基
本

原
理
に
近
い
組
織
が
い
く
つ
か
あ
り
、
生
協
運
動
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
や
、
農
村
の
女

性
た
ち
の
起
業
、
障
が
い
者
就
労
の
団
体
な
ど
、「
協
同

労
働
」
と
呼
び
う
る
組
織
は
、
年
間
事
業
規
模
約
１
０
０

０
億
円
、
就
労
者
数
約
10
万
人
と
推
計
さ
れ
る
。

労
協
連
合
会
会
員
の
事
業
は
、
主
に
対
人
社
会
サ
ー
ビ

ス
が
中
心
で
あ
る
。
高
齢
者
介
護
や
福
祉
、
学
童
保
育
・

児
童
館
・
保
育
園
な
ど
の
子
育
て
関
連
、
若
者
や
生
活
困

窮
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
自
立
就
労
支
援
な
ど
で
あ
り
、

総
じ
て
ケ
ア
の
領
域
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、

一
方
向
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
で
は
な
く
、
利
用
者
・
地

域
と
の
協
同
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
、「
よ
い
仕
事
」
が

実
践
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
働
く
者
の
協
同
に
留
ま

ら
ず
、
利
用
者
・
地
域
と
と
も
に
協
力
し
合
っ
て
「
よ
い

仕
事
」
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
建
物
管

理
や
物
流
な
ど
、
他
の
協
同
組
合
を
中
心
と
し
た
民
間
の

委
託
事
業
も
一
定
の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
ま

た
、さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
に
価
値
を
置
く
「
よ
い
仕
事
」

は
じ
め
に

昨
年
12
月
に
成
立
し
た
「
労
働
者
協
同
組
合
法
」（
以

下
ワ
ー
カ
ー
ズ
法
）
は
、
42
年
ぶ
り
と
な
る
協
同
組
合
の

新
法
で
あ
る
。
協
同
組
合
と
い
う
仕
組
み
を
労
働
と
い
う

テ
ー
マ
に
活
か
す
労
働
者
協
同
組
合
（
以
下
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
）
の
実
践
は
、
日
本
に
お
い
て
は
１
９
７
０
年
代

に
失
業
問
題
の
解
決
を
目
的
に
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
今
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
失
業
・
廃
業
や
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
に
よ
る
地
域
の
疲
弊
が
深
刻
化
す
る
中
で
、「
労

働
者
協
同
組
合
法
」
は
時
代
的
・
社
会
的
な
必
要
に
応
え
、

未
来
と
希
望
を
探
求
す
べ
く
登
場
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
、
単
な
る
雇
用
の
受
け
皿
に
と
ど

ま
ら
ず
、
労
働
の
意
味
や
価
値
を
問
い
直
し
、
新
た
な
地

域
づ
く
り
と
新
し
い
労
働
の
あ
り
方
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
新
し
い
働
き
方
は
「
協
同
労
働
」
と
呼
ば

れ
る
。
そ
の
中
身
を
端
的
に
示
す
の
が
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
法

第
１
条
に
掲
げ
ら
れ
た
目
的
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
組
合

員
の
「
出
資
・
意
見
反
映
・
従
事
」
を
基
本
原
理
と
し
、「
多

様
な
就
労
機
会
の
創
出
」「
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要

に
応
じ
た
事
業
」「
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
」
と
い
う
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
原
点

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
、
１
９
７
０
年
代
に
戦
後
の
失

業
対
策
事
業
（
以
下
失
対
事
業
）
を
廃
止
す
る
方
向
が
強

ま
る
中
、
こ
の
事
業
に
従
事
す
る
人
た
ち
の
労
働
組
合
に

よ
る
、
制
度
存
続
を
求
め
る
運
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
失
対
事
業
を
地
域
住
民
に
喜
ば
れ
愛
さ
れ
る

「
よ
い
仕
事
」
に
し
よ
う
と
い
う
、
労
働
組
合
と
し
て
は

異
例
と
い
え
る
考
え
方
が
あ
り
、
働
く
誇
り
や
尊
厳
と
仕

事
の
社
会
性
の
追
求
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
た
。
こ

の
運
動
は
、
事
業
の
縮
小
過
程
に
お
い
て
、
労
働
組
合
が

事
業
体
を
組
織
し
、
地
域
の
失
業
者
の
働
く
場
を
創
造
す

る
「
事
業
団
」
づ
く
り
を
は
じ
め
た
。
今
日
の
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
の
前
身
は
こ
の
「
事
業
団
」
で
あ
り
、「
よ
い

仕
事
」
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
「
協
同
組
合
」
と
い
う
仕

組
み
を
得
て
発
展
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
失
業
問
題
を
テ

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
へ

特 集
副基調論文

―
地
域
の
た
め
・
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
―

古
村
　
伸
宏

日
本
労
働
者
協
同
組
合（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
） 

連
合
会 

理
事
長

11 2021・9月号 地域づくり 本編 2021・9月号地域づくり 本編 10



を
追
求
し
て
き
た
。
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
以
降
、
急
速

に
食
や
農
林
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
意

識
的
な
事
業
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
生
活
の

基
礎
を
、
地
域
資
源
の
活
用
と
そ
の
循
環
に
よ
っ
て
成
り

立
た
せ
よ
う
と
す
る
志
向
で
あ
り
、
個
別
の
事
業
領
域
と

い
う
感
覚
か
ら
、
地
域
づ
く
り
の
事
業
と
い
う
発
想
へ
と

発
展
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
。
昨
今
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
気
候
危
機
と
い
っ
た
テ
ー
マ
と
も
重
な
り
、
第
１
次
産

業
の
重
視
と
と
も
に
、
こ
れ
を
福
祉
や
教
育
、
防
災
や
健

康
な
ど
多
様
な
テ
ー
マ
と
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
多
面

的
な
地
域
づ
く
り
事
業
の
価
値
創
造
と
、
多
様
な
人
々
の

地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
す
契
機
と
な
り
、
こ
れ
に
伴

い
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
事
業
は
都
市
か
ら
地
方
へ
と
裾

野
を
広
げ
て
い
る
。

ま
た
事
業
外
の
自
主
的
な
活
動
と
し
て
、
組
合
員
が
毎

月
少
額
の
会
費
を
出
し
合
い
、
社
会
連
帯
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
こ
こ
に
は
地
域
住
民
や
企
業
関
係
者
な
ど
、
多

様
な
団
体
・
個
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
集
い
、
地

域
課
題
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い

る
。
最
近
で
は
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
事
業
と
連
動
し
て

「
子
ど
も
食
堂
」「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」「
小
農
」「
コ
ン
ポ
ス

ト
・
堆
肥
づ
く
り
」「
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
ク（
２

本
の
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
）」「
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
」「
芸
術
・
文
化
」

な
ど
、
参
加
者
の
創
意
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
広
が
り
、
こ
の
中
か
ら
新
た

な
事
業
化
の
可
能
性
も
広
が
ろ
う
と
し
て

い
る
。
例
え
ば
、「
小
規
模
循
環
型
林
業
」

の
メ
ン
バ
ー
が
取
り
組
ん
で
き
た
子
ど
も

た
ち
の
「
森
林
自
然
体
験
」
活
動
が
本
格

的
な
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
づ
く
り
へ
と

発
展
し
た
り
、「
学
童
保
育
」
の
中
で
取

り
組
ん
で
き
た
「
小
農
」
活
動
が
、「
子

ど
も
食
堂
」「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
を
生
み

出
し
、
さ
ら
に
常
設
の
マ
ル
シ
ェ
事
業
の

オ
ー
プ
ン
や
森
林
組
合
と
連
携
し
た
「
苗

木
育
苗
」
事
業
へ
と
発
展
す
る
事
例
も
生

ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
と
地
域
活

動
の
連
続
的
で
相
乗
的
な
発
展
は
、
労
働

者
協
同
組
合
の
事
業
と
地
域
の
活
動
の
連

携
の
親
和
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

法
制
化
に
よ
る

位
置
付
け
の
意
義

労
協
連
合
会
は
、
約
20
年
に
わ
た
っ
て

「労働者協同組合法について」（厚生労働省ホームページより）

そ
の
他

一
次
産
業
・
循
環
関
連

講
座
関
連

廃
棄
物
処
理

食
・
農
関
連

建
築
・
土
木

運
輸
・
交
通

配
食
サ
ー
ビ
ス

環
境
緑
化
関
連

販
売
・
売
店

協
同
組
合
間
提
携

若
者
・
困
窮
者
支
援

公
共
施
設
運
営

総
合
建
物
管
理

子
育
て
関
連

介
護
・
福
祉
関
連

120

100

80

60

40

20

0

【億円】
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ワ
ー
カ
ー
ズ
法
の
制
定
を
求
め
運
動
を
続
け
て
き
た
。
そ

の
最
大
の
目
的
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
仕
組
み
を
法

人
と
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
社
会
的
な
立
ち
位
置
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
こ
の
働
き
方

＝
協
同
労
働
を
私
た
ち
の
独
占
物
か
ら
社
会
に
開
き
、
多

く
の
人
た
ち
の
選
択
肢
と
し
て
広
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
や
む
を
得
ず
企
業
組
合
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
株
式
会
社
や
一
般
社
団
な
ど
の
法
人
格
を
活
用

し
て
き
た
。
し
か
し
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
「
協
同
組

合
性
」（
メ
ン
バ
ー
の
主
権
）
と
「
非
営
利
性
」（
事
業
活

動
の
公
益
性
）
を
同
時
に
担
保
す
る
法
律
は
存
在
し
な
か

っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
仕
組
み
に
は
出
資
が
な
く
、
メ
ン
バ
ー

の
主
権
と
協
同
は
担
保
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
活
動
領
域

は
20
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
企
業
組
合
は
出
資
の
仕

組
み
は
あ
る
も
の
の
、
出
資
の
み
の
組
合
員
・
非
組
合
員

の
就
労
を
大
き
く
許
容
し
て
お
り
、
営
利
法
人
と
分
類
さ

れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ワ
ー
カ
ー
ズ

法
で
は
、
組
合
員
が
一
人
一
票
の
平
等
な

権
利
を
持
っ
て
参
画
す
る
主
権
性
を
担
保

し
、
さ
ら
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

特
段
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
非
営
利
性
を

担
保
す
る
出
資
配
当
の
禁
止
、
剰
余
金
か

ら
の
「
就
労
創
出
等
積
立
金
」
を
法
定
化

し
て
い
る
。
さ
ら
に
３
人
以
上
か
ら
設
立

で
き
、
届
け
出
に
よ
っ
て
簡
便
に
設
立
で

き
る
。
そ
し
て
法
の
目
的
に
適
う
事
業
は

労
働
者
派
遣
事
業
以
外
禁
止
あ
る
い
は
限

定
さ
れ
て
い
な
い
。
経
験
的
に
言
え
る
こ

と
は
、
参
加
す
る
一
人
ひ
と
り
の
主
権
を

尊
重
す
る
中
で
、
自
治
や
民
主
主
義
、
協

同
の
文
化
は
深
ま
る
。
そ
し
て
利
他
的
な

精
神
が
事
業
に
も
発
揮
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
「
協
同
性
」「
公
益
性
」
を
組
織
基
盤

と
し
て
位
置
づ
け
、
法
的
な
仕
組
み
と
し

て
編
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
法
制

度
が
な
い
中
で
実
践
と
理
念
・
原
則
を
練

り
上
げ
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ

の
法
が
全
党
・
全
会
派
の
積
極
的
な
参
加

と
賛
同
に
よ
る
「
議
員
立
法
」
と
し
て
成

立
し
た
こ
と
は
、
地
域
に
お
け
る
幅
広
い
公
共
的
な
政
策

展
開
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
法
活
用
と 

政
策
展
開
の
可
能
性

ま
ず
第
１
に
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
職
場
と
事
業
を

通
じ
て
、
地
域
の
中
に
「
つ
な
が
り
」
を
取
り
戻
す
こ
と

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
が

途
切
れ
、「
生
き
づ
ら
さ
」
や
「
あ
き
ら
め
」
が
広
が
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
加
速
し
た
。こ
う
し
た
社
会
の
中
で
、

ま
ず
「
つ
な
が
る
」
こ
と
は
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
り
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
積
極
的
に
つ
な
が
る
・
つ
な
げ
る

存
在
に
な
る
。
協
同
労
働
が
持
つ
価
値
は
、
つ
な
が
り
の

中
で
自
分
を
見
出
し
、
自
分
を
活
か
す
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
中
で
自
己
有
用
感
や
肯
定
感
が
育
ち
、
利
他
的
な
営
み

が
始
ま
る
。
そ
し
て
労
働
が
持
つ
人
間
的
な
営
み
と
し
て

の
根
源
的
価
値
や
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
社
会
と
つ
な
が

り
社
会
を
構
成
す
る
主
体
者
と
し
て
の
意
識
が
醸
成
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ

る
人
間
ら
し
い
仕
事
）
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

非
正
規
労
働
な
ど
に
よ
る
労
働
の
空
洞
化
や
商
品
化
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

第
２
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
っ
た
多
様
な
仕
事
を

地
域
住
民
と
と
も
に
開
発
し
、「
地
域
で
働
く
」
場
と
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
広
島
市
に
お
い
て
は
７
年
前
か
ら

「
協
同
労
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
事
業
が
展
開
さ
れ
、

20
を
超
え
る
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
協
同
労
働
の
チ
ー
ム

が
立
ち
上
が
り
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
ニ
ー
ズ
の
事

業
化
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。ま
た
東
京
都
に
お
い
て
は
、

今
年
度
２
カ
所
で
協
同
労
働
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
た
。
こ
う
し
た
事

厚生労働省ホームページより
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て
い
き
、
そ
の
中
で
１
次
産
業
を
生
活
（
生
命
）
産
業
の

中
核
と
し
て
位
置
づ
け
直
す
。
そ
の
取
り
組
み
は
「
農
福

連
携
」
や
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
な
ど
、
１
次
産
業
と
福

祉
、
教
育
、
健
康
、
観
光
、
芸
術
な
ど
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
実
践
は
、
伝
統
的
な
技
術

や
文
化
の
継
承
・
継
業
も
促
す
こ
と
に
な
る
。「
協
同
労
働
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
労
働
」
と
「
生
活
」
を
協
同

の
関
係
に
結
び
直
す
、
生
活
（
生
命
）
産
業
づ
く
り
に
最

も
か
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
産
業
開
発
も
ま

た
、
地
域
自
治
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
結
び
、
職
業

訓
練
や
ま
ち
づ
く
り
講
座
な
ど
の
学
び
と
も
連
動
さ
せ
る

こ
と
で
、地
域
文
化
の
形
成
と
な
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、

待
っ
た
な
し
の
環
境
や
気
候
問
題
へ
の
配
慮
で
あ
り
、
そ

の
点
で
「
自
然
」
の
中
で
の
共
生
へ
の
回
帰
は
、
都
市
か

ら
地
方
へ
の
価
値
回
帰
も
促
す
こ
と
に
な
る
。
特
に
子
ど

も
や
子
育
て
世
代
で
、
こ
う
し
た
方
向
性
を
明
確
に
し
て

い
く
価
値
は
大
き
い
と
い
え
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
活
用
の
課
題

マ
ス
コ
ミ
報
道
や
周
知
活
動
を
通
じ
て
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

法
へ
の
関
心
や
期
待
、
活
用
の
具
体
的
な
相
談
が
広
が
る

中
で
、法
活
用
に
当
た
っ
て
の
課
題
も
見
え
始
め
て
い
る
。

第
１
に
、
具
体
的
な
運
営
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
理
念

や
仕
組
み
の
理
解
と
具
体
的
な
協
同
労
働
の
実
践
に
は
段

差
が
あ
る
。「
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
」「
や
り
方
が
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
資
料
提
供
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
、
実
際
の
現
場
視
察
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
力
を
発
揮
す
る
の
は
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
「
連

合
会
」
で
あ
る
。
こ
の
「
連
合
会
」
が
、
実
践
の
交
流
や

例
は
、
地
域
の
持
続
可
能
性
と
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
応

じ
て
働
く
と
い
う
、
新
た
な
労
働
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
協
同
し
て
働
く
た
め
の
「
出
会
い
・

学
び
・
育
ち
」
の
場
づ
く
り
が
大
切
に
な
る
。
例
え
ば
、

技
術
習
得
を
目
指
す
一
般
的
な
職
業
訓
練
の
プ
ロ
フ
ラ
ム

に
、「
協
同
労
働
の
チ
ー
ム
を
つ
く
る
」
と
い
う
機
能
を

付
与
す
る
こ
と
で
、
職
業
訓
練
が
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
立
ち
上
げ
・
育
成
）
機
能
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
喫
緊
の
失
業
・

廃
業
対
策
と
し
て
、
時
限
的
に
一
定
の
生
活
給
付
を
組
み

込
ん
だ
学
び
と
働
く
場
づ
く
り
も
重
要
に
な
る
。
あ
る
い

は
チ
ー
ム
と
仕
事
の
開
発
の
中
で
、
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー

ド
バ
ン
ク
、
小
農
や
居
場
所
づ
く
り
と
い
っ
た
生
活
の
支

え
合
い
活
動
を
経
験
し
、
小
さ
な
生
活
保
障
と
確
か
な
つ

な
が
り
を
育
て
な
が
ら
、
働
く
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に
位
置

づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
学
び
の
場
＝
職
業
訓
練
等

は
、
地
域
づ
く
り
の
仕
事
・
産
業
を
再
構
築
し
て
い
く
契

機
と
な
り
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
地
域
の
自
治
力

を
醸
成
し
、
公
共
と
民
主
主
義
を
育
て
、「
地
域
力
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

第
３
に
、
協
同
の
文
化
を
耕
し
、
持
続
可
能
性
と
共
生

に
価
値
を
置
く
新
た
な
生
活
（
生
命
）
産
業
を
興
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。「
経
済
の
成
長
か
ら
循
環
へ
」
の
転
換

は
時
代
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
り
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
価
値
の
転

換
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
々
の
幸
福
感
と
地
域
の
文
化
的
価

値
観
の
転
換
と
も
い
え
る
。
乖
離
し
た
「
働
く
」
こ
と
と

「
暮
ら
す
」
こ
と
を
再
統
合
し
、
お
金
を
頼
り
に
「
買
う
」

生
活
か
ら
、
自
分
と
地
域
を
頼
り
に
自
分
た
ち
で
生
活
を

賄
い
つ
く
る
営
み
の
再
生
で
あ
る
。
特
に
食
べ
物
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
助
け
合
い
に
お
け
る
関
係
（
ケ
ア
）
を
、
地
域

に
必
須
の
生
活
（
生
命
）
産
業
と
し
て
包
括
的
に
お
こ
し

学
習
、
相
互
監
査
や
評
価
の
機
能
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、

こ
の
充
実
が
重
要
に
な
る
。

第
２
に
、
事
業
立
ち
上
げ
や
持
続
的
な
経
営
に
つ
い
て

の
財
政
的
な
サ
ポ
ー
ト
機
能
で
あ
る
。
連
合
会
は
こ
の
点

で
も
重
要
で
あ
る
が
、
広
島
市
で
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

や
東
京
都
で
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
機
能
が
、
き
め
細
か
く
全
国
各
地
に
整
備
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
併
せ
て
、
経
営
に
対
す
る
組
合
員
の
主
体
性
を

追
求
し
な
が
ら
も
、
非
営
利
・
協
同
の
事
業
を
促
進
す
る

公
的
な
支
援
（
補
助
や
委
託
、優
先
発
注
な
ど
）
の
他
に
、

こ
う
し
た
事
業
を
支
え
る
地
域
金
融
シ
ス
テ
ム
の
形
成
も

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
非
営
利
・
協
同
の
金
融

機
関
と
い
わ
れ
る
信
用
金
庫
や
労
働
金
庫
な
ど
と
連
携

し
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
育
成
・
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
バ
ン
ク
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ふ
る

さ
と
納
税
、
財
団
法
人
な
ど
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
を
応

援
し
た
い
と
思
う
人
々
の
資
金
や
財
産
の
窓
口
や
活
用
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
顔
の
見
え
る
地
域
金
融
を
確
立
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
機
能
や
シ
ス
テ
ム

は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
公
益
性
を
高
め
て
い
く
重
要

な
自
治
的
探
求
と
い
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
協
同
労
働
と
そ
の
事
業
組
織
を
地

域
に
定
着
さ
せ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
働
く
組
合
員
は

も
と
よ
り
、
こ
の
事
業
を
利
用
す
る
地
域
全
体
の
当
事
者

意
識
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
法
が
契
機
と
な
っ
て
、
本
物
の
公
共
を
育
む
地
域
文
化

を
高
め
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

縦
割
り
の
公
共
政
策
を
さ
ま
ざ
ま
に
融
合
さ
せ
て
い
く
自

治
体
の
役
割
は
大
き
い
。
ワ
ー
カ
ー
ズ
法
の
成
立
過
程
に

学
び
、
政
策
づ
く
り
に
地
域
の
当
事
者
参
加
を
位
置
づ
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特 集
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移
住
者
の
獲
得
に
も
効
果
を
見
せ
て
い
る
。

〝
続
い
て
い
る
も
の
〟
の
魅
力
を 

観
光
客
に
提
供

「
合
同
会
社
よ
ー
そ
ろ
」
は
広
島
県
呉

市
豊
町
御
手
洗
で
空
き
家
を
改
修
し
、
カ

フ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な

ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

代
表
を
務
め
る
井
上
明
氏
は
、
御
手
洗

で
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
務
め
る

中
で
、
ゆ
っ
く
り
休
憩
で
き
る
場
所
が
な

い
と
い
う
観
光
客
の
不
満
を
聞
き
、
空
き

家
と
な
っ
て
い
た
古
民
家
を
改
修
し
カ
フ

ェ
を
始
め
た
。
ま
た
、
土
産
物
が
な
い
と

い
う
要
望
を
受
け
、
空
き
家
を
活
用
し
て

御
手
洗
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
展
示
販
売

す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
御
手
洗
の
歴
史
を
大

切
に
し
た
飲
食
店
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
御
手
洗
の
魅
力
を
独
自
の
表
現

解
体
、
食
肉
加
工
を
行
い
、
獲
れ
た
季
節

や
肉
質
状
況
に
応
じ
て
出
荷
す
る
。
背
骨

を
除
い
た
半
頭
単
位
で
の
販
売
や
部
位
ご

と
の
販
売
の
ほ
か
、
ス
ラ
イ
ス
肉
や
ミ
ン

チ
肉
な
ど
の
一
次
加
工
品
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
二
次
加
工
品

を
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
皮
は
な
め
し
加
工

後
に
「
島
シ
シ
レ
ザ
ー
」
の
名
で
各
地
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
レ

ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
品
に
加
工
さ
れ
、
骨
は
大

三
島
唯
一
の
ラ
ー
メ
ン
店
で
「
猪
骨
ラ
ー

メ
ン
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在

は
獣
脂
の
商
品
化
を
目
指
し
、
商
品
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

シ
シ
活
隊
の
取
り
組
み
は
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
お
り
、
平
成
30
年
に
は
農
業
被

害
額
を
上
回
る
売
上
高
を
達
成
し
た
。
ま

た
、
イ
ノ
シ
シ
を
活
用
し
た
産
業
創
出
が
、

イ
ノ
シ
シ
活
用
隊
を
結
成

し
ま
な
み
イ
ノ
シ
シ
活
用
隊
、略
称「
シ

シ
活
隊
」
は
愛
媛
県
今
治
市
の
大
三
島
に

拠
点
を
置
き
、
大
三
島
と
伯
方
島
の
２
島

で
イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
や
食
肉
加
工
・
販
売

を
行
っ
て
い
る
団
体
だ
。

も
と
も
と
大
三
島
に
は
イ
ノ
シ
シ
が
生

息
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
西
瀬
戸
自
動
車

道
開
通
が
契
機
と
な
っ
た
の
か
、
平
成
11

年
ご
ろ
か
ら
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
産
物
へ
の
深
刻
な
食
害
が
出
る
よ
う
に

な
り
、
中
に
は
年
収
が
２
～
３
割
低
下
し

た
農
家
も
存
在
す
る
。
対
策
と
し
て
狩
猟

に
乗
り
出
す
農
家
も
あ
っ
た
が
、
捕
獲
罠

の
設
置
や
捕
獲
し
た
個
体
の
と
ど
め
刺

し
、
狩
猟
後
の
解
体
処
理
な
ど
い
ず
れ
も

重
労
働
で
、
命
を
奪
う
こ
と
に
対
す
る
抵

抗
感
も
加
わ
り
、
農
作
業
の
か
た
わ
ら
に

行
う
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
イ

ノ
シ
シ
の
狩
猟
に
専
念
し
て
も
生
計
が
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
元
み
か
ん
農
家
の

渡
邉
秀
典
氏
が
中
心
と
な
り
、
平
成
22
年

６
月
に
シ
シ
活
隊
を
結
成
し
、
狩
猟
し
た

イ
ノ
シ
シ
の
食
肉
加
工
・
販
売
を
手
掛
け

て
い
る
。

シ
シ
活
隊
は
大
三
島
と
伯
方
島
の
２
島

で
罠
の
設
置
・
見
回
り
を
し
て
お
り
、
イ

ノ
シ
シ
が
罠
に
掛
か
れ
ば
現
地
で
と
ど
め

を
刺
し
た
後
、
食
肉
加
工
場
へ
運
搬
し
て

猪骨ラーメン

島シシレザーの商品

２
０
２
０
年
度
国
内
調
査
報
告 

①

愛
媛
県
今
治
市
、
広
島
県
呉
市

―課題解決型ビジネスの可能性―
地域課題を資源とした産業創出

現在、持続可能な地域経済・地域社会を実現するため、ビジネスの手法を用いて課題を解決する地域
課題解決型ビジネスが広がりを見せている。このビジネスは地域活性化の一翼を担うものとしても注目
されており、各都道府県が補助金制度を設けて、その起業を支援している。
その中でも、特にこれまでマイナスなものと受け止められてきたモノやコトに新たな価値を見出し、
それらを資源として地域に新しい産業を生み出すことによって地域経済に貢献している事例を調査した。
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既
存
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
地
域
を
外

側
か
ら
見
る
視
点
を
持
つ
人
材
だ
。

外
部
人
材
が
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
異

な
る
価
値
観
を
理
解
し
、
地
域
が
変
化
し

て
い
く
こ
と
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
土
壌
づ

く
り
や
、
地
域
住
民
と
外
部
人
材
の
双
方

が
歩
み
寄
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

や
能
力
を
持
っ
た
人
材
が
来
た
と
し
て

も
、
地
域
に
彼
ら
を
理
解
し
、
応
援
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
な
い
と
本
来
の

力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

地
域
課
題
に
価
値
を
見
出
し
、
そ
れ
を

資
源
と
し
て
新
た
な
産
業
を
作
り
上
げ
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
異
な

る
視
点
を
持
つ
人
材
が
共
に
課
題
に
つ
い

て
考
え
、
意
見
を
交
わ
せ
る
地
域
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
自
分
と
は
異
な
る

意
見
や
価
値
観
を
持
つ
人
を
否
定
せ
ず
、

変
化
を
楽
し
め
る
土
壌
が
整
っ
て
い
る
こ

と
が
重
要
だ
。

シ
シ
活
隊
や
合
同
会
社
よ
ー
そ
ろ
が
行

っ
た
取
り
組
み
は
地
域
の
人
々
の
理
解
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
事
業
と
し
て
継
続
で

き
る
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

※
本
調
査
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な

か
っ
た
海
外
調
査
の
代
替
調
査
と
し
て
実

施
し
た
。

元
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

●
笹
木 

和
美
（
秋
田
県
大
館
市
）

　
　

●
平
野 

玲
妃
（
福
岡
県
那
珂
川
市
）

　
　

●
阿
部 

理
沙
（
山
形
県
小
国
町
） 

好
循
環
を
生
ん
で
い
る
。

外
部
の
視
線
を
生
か
す 

姿
勢
が
大
切

本
調
査
か
ら
、
地
域
課
題
を
資
源
と
し

て
新
た
な
産
業
を
創
出
し
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
多
様
な
人
材
が

関
わ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
わ
か
っ
た
。

地
域
で
マ
イ
ナ
ス
だ
と
捉
え
ら
れ
て
き

た
モ
ノ
や
コ
ト
が
、
他
の
地
域
か
ら
見
る

と
価
値
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
と

に
気
付
き
や
す
い
の
は
移
住
者
や
Ｕ
タ
ー

ン
、
関
係
人
口
に
数
え
ら
れ
る
人
々
な
ど

り
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
、
補
助
金
に
頼
ら
ず
自
分
達
で
御
手
洗

を
活
性
化
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
有
志
が

一
般
社
団
法
人
御
手
洗
デ
ザ
イ
ン
工
房
を

立
ち
上
げ
た
。
こ
の
法
人
で
は
観
光
振
興

を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地

域
で
稼
げ
る
仕
組
み
を
一
つ
ず
つ
作
り
上

げ
、
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
が

ら
地
域
経
営
が
成
立
す
る
サ
イ
ク
ル
を
作

り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き

が
他
の
地
域
住
民
に
も
刺
激
を
与
え
、
ま

ち
の
各
所
で
新
た
な
動
き
が
出
る
な
ど
、

で
伝
え
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た

な
商
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
所
を
整

備
し
た
り
、
滞
在
し
な
い
と
分
か
ら
な
い

御
手
洗
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
１
日
１
組
限
定
の
宿
を

開
業
し
た
り
し
て
い
る
。

同
社
で
は
御
手
洗
の
風
景
や
建
物
、
文

化
な
ど
〝
続
い
て
い
る
も
の
〟
を
尊
重
し
、

地
域
の
価
値
を
丁
寧
に
受
け
取
っ
て
く
れ

る
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
を
望
ん
で
、
サ

ー
ビ
ス
を
拡
充
し
続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
る
う
ち
、

ま
ち
の
若
い
世
代
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

貸切宿「閑月庵新豊」

御手洗の町並み
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れ
、
送
迎
が
完
了
す
る
と
、
利
用
者
は
ド

ラ
イ
バ
ー
に
感
謝
の
し
る
し
と
し
て
ア
プ

リ
専
用
の
ポ
イ
ン
トm

ミ

ー

ee

を
送
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

実
験
期
間
は
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
９

月
の
３
カ
月
間
で
、
利
用
者
か
ら
は
「
知

り
合
い
が
で
き
て
交
流
の
輪
が
広
が
っ

た
」
な
ど
の
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
た
。

今
後
は
、
ア
プ
リ
の
改
善
点
やm

ee

の
流
通
促
進
策
な
ど
に
つ
い
て
検
証
す
る

用
し
よ
う
と
い
う
構
想
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
事
業
実
現

に
よ
り
、
地
区
住
民
の
収
入

を
確
保
し
、
そ
の
収
入
で
定

額
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
を
賄

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

住
民
同
士
の
送
迎
も

組
み
込
む

舞
鶴
市
は
、
オ
ム
ロ
ン 

ソ

ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｏ
Ｓ

Ｓ
」
と
い
う
）、
日
本
交
通

株
式
會
社
の
３
者
で
運
営
協

議
会
を
設
立
し
、
住
民
の
助

け
合
い
に
よ
る
共
生
型
の
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

実
験
は
、
住
民
同
士
に
よ

る
送
迎
と
公
共
交
通
を
組
み

合
わ
せ
て
移
動
手
段
を
提
案

す
る
日
本
初
の
取
り
組
み

で
、
国
土
交
通
省
の
日
本
版

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推
進
・
支
援
事
業

を
活
用
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
す
べ
て
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が

開
発
し
た
ア
プ
リm

ミ

ー

モ

eem
o

で
行
わ
れ
、

目
的
地
を
入
力
す
る
と
、
住
民
送
迎
や
バ

ス
な
ど
利
用
者
が
希
望
す
る
移
動
方
法
を

選
択
で
き
る
。
住
民
送
迎
を
選
択
す
る
と

そ
の
時
点
で
対
応
が
可
能
な
住
民
ド
ラ
イ

バ
ー
が
表
示
さ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
送
迎

依
頼
を
受
信
し
た
ら
承
諾
し
て
依
頼
者
と

合
流
す
る
。
ア
プ
リ
に
運
行
経
路
が
示
さ

Ａ
Ｉ
活
用
し
タ
ク
シ
ー
を
配
車

大
田
市
で
は
、
特
に
高
齢
化
が
進
む
井

田
地
区
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
タ
ク
シ

ー
運
行
状
況
の
確
認
、
予
約
、
決
済
と
い
っ

た
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事
業
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

株
式
会
社
バ
イ
タ
ル
リ
ー
ド
を
事
業
主

体
と
し
、
市
、
井
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
、
井
田
地
域
自
治
会
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
。
運
行
す
る
車
両
は
「
井
田

い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
配
車
・
予
約
シ
ス
テ
ム

を
備
え
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
で
あ
る
。
運
賃
は
月
３
３
０
０
円

の
定
額
制
と
し
、
バ
イ
タ
ル
リ
ー
ド
が
開

発
し
た
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｚ
Ｏ
と
い
う
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
最

適
な
運
行
指
示
が
出
さ
れ
、
効
率
的
な
運

行
を
可
能
と
し
て
い
る
。

実
験
は
、
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
新

モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
の
令
和

元
年
度
先
行
モ
デ
ル
事
業
に
選
ば
れ
、
令

和
元
年
11
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
行

わ
れ
た
。
利
用
者
一
人
当
た
り
の
外
出
回

数
が
平
均
月
４
・
２
回
増
加
す
る
と
い
っ

た
成
果
が
出
て
お
り
、
同
年
４
月
か
ら
本

格
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
定
額
タ
ク
シ
ー
を
地
域
の

特
産
品
を
販
売
し
雇
用
の
場
を
創
出
す
る

「
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
づ
く
り
事
業
」
と
連

携
さ
せ
、
集
出
荷
や
働
く
人
の
送
迎
に
利

大田市の井田いきいきタクシー

２
０
２
０
年
度
国
内
調
査
報
告 

②

島
根
県
大
田
市
、京
都
府
舞
鶴
市
、

長
野
県
伊
那
市

―過疎・共生・医療―
MaaS の活用による地域課題の解決

M
マ ー ス

aaS（Mobility as a Service）とは、ICT を活用して複数の公共交通やその他の移動手段を一つ
のシステムに集約し、提供するシステムである。日本では、地方都市や過疎地において地域交通が衰退
し交通空白地帯が拡大する状況下で、高齢者の移動手段の確保などの地域課題を解決するための方策と
して検討されている。

過疎地域の活性化を目指す島根県大田市、共生社会を目指す京都府舞鶴市、医療課題解決に取り組む
長野県伊那市を調査し、地域課題の解決に向けた MaaS の可能性について探った。

17 2021・9月号 地域づくり 本編 2021・9月号地域づくり 本編 16



に
入
れ
て
い
る
。

ま
と
め

地
方
都
市
や
過
疎
地
で
は
、
現
在
抱
え

る
交
通
課
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
在
は
自

家
用
車
で
自
由
に
移
動
し
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
使
い
こ
な
す
世
代
が
交
通
弱
者
に

な
る
前
か
ら
、
使
い
や
す
く
、
使
い
た
く

な
る
交
通
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
対

話
し
、
検
討
を
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。調

査
対
象
の
３
市
は
、
い
ず
れ
も
住
民

の
移
動
手
段
に
つ
い
て
課
題
が
あ
り
、
そ

れ
を
解
決
し
よ
う
と
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事
業
に
取

り
組
み
始
め
た
。
行
政
や
交
通
事
業
者
だ

け
で
な
く
、
住
民
・
民
間
も
巻
き
込
ん
で

「
地
域
の
足
」
を
確
保
す
る
こ
と
で
、様
々

な
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
将
来
像
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
取
り
組
み
は
、
持
続
可
能

な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
と
と
も
に
、
交

流
機
会
の
増
加
や
健
康
づ
く
り
、
産
業
振

興
な
ど
を
通
じ
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
阿
部 

香
奈
子

�

（
秋
田
県
由
利
本
荘
市
か
ら
派
遣
）

●
阿
多 

千
尋

�

（
鹿
児
島
県
錦
江
町
か
ら
派
遣
）

●
松
原 

輝�

（
熊
本
県
菊
池
市
か
ら
派
遣
）

●
丸
山 

大
貴（
長
野
県
大
町
市
か
ら
派
遣
）

お
り
、
テ
レ
ビ
電
話
や
医
療
機
器
、
情
報

共
有
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
患
者
が
テ
レ
ビ

電
話
な
ど
の
機
器
を
操
作
す
る
必
要
が
な

く
車
に
乗
る
だ
け
で
診
察
を
受
け
ら
れ

る
。
同
乗
す
る
看
護
師
が
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
を
介
し
て
患
者
の
様
子
や
バ
イ
タ
ル

サ
イ
ン
の
報
告
、
医
師
に
よ
る
遠
隔
聴
診

の
補
助
な
ど
が
で
き
る
た
め
、
患
者
が
一

人
で
受
け
る
一
般
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

よ
り
質
の
高
い
診
療
が
可
能
と
な
る
。

医
師
か
ら
は「
医
療
側
の
負
担
が
減
る
」

と
い
っ
た
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
患
者
や
患
者
の
家
族
か
ら
も
「
通

院
や
待
ち
時
間
が
減
っ
て
助
か
る
」
な
ど

好
評
を
得
て
い
る
。

ま
た
、多
職
種
連
携
を
推
進
し
て
お
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
や
調
剤
配
送
を
目

指
し
て
、
伊
那
市
薬
剤
師
会
な
ど
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
情
報
共
有
ク

ラ
ウ
ド
を
介
護
・
福
祉
事
業
者
な
ど
と
と

も
に
活
用
し
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支

え
る
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
視
野

質
の
高
い 

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
提
供

伊
那
市
は
、
モ
ネ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

株
式
会
社
、
株
式
会

社
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
と
令
和
元

年
度
に
連
携
協
定
を

結
び
、
移
動
診
察
車

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
（
モ
バ
イ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
有

効
性
な
ど
を
検
証
す

る
２
年
間
の
実
証
実

験
を
行
っ
た
。

移
動
診
察
車
「
Ｉ

Ｎ
Ａ
ヘ
ル
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
」
は
、ト
ヨ
タ
・

ハ
イ
エ
ー
ス
を
ベ
ー

ス
に
開
発
さ
れ
た
専

用
車
両
で
、
後
部
座

席
部
分
が
診
察
ス
ペ

ー
ス
に
改
装
さ
れ
て

と
と
も
に
、
交
通
面
だ
け
で
な
く
子
育
て

や
日
ご
ろ
の
困
り
ご
と
の
助
け
合
い
に
も

m
eem

o

を
使
う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。

舞鶴市のアプリmeemo

伊那市を走るモバイルクリニック
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TOPICS
トピックスキ

ャ
リ
ア
形
成
に 

不
安
抱
え
る
若
者

２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
で
、
20
歳
か

ら
39
歳
の
う
ち
、
最
終
学
歴
が
中
学
卒
業

程
度
の
者
は
約
１
４
３
万
人
で
、
学
校
卒

業
者
の
約
５
％
に
相
当
す
る
と
い
う
結
果

が
出
た
。

ま
た
、
高
校
卒
業
資
格
が
な
い
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
不
安
を

抱
え
高
卒
資
格
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
と
の
回
答
も
約
８
割
を
占
め
た
。
さ

ら
に
15
歳
か
ら
34
歳
の
若
年
無
業
者
も
増

加
し
て
い
る
。

自
治
体
で
は
、
高
校
中
退
者
等
へ
の
支

援
の
重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
①
予
算
や
人

員
の
確
保
が
困
難
②
対
象
の
捕
捉
や
支
援

に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
―
―
と
い
っ

た
課
題
が
あ
り
、
支
援
の
実
施
に
至
ら
な

い
現
状
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
２
０
１

７
年
度
よ
り
「
学
び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
支
援
促
進
事
業
」
を
開
始
し
、
今

年
度
よ
り
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
、「
地

域
に
お
け
る
学
び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
支
援
促
進
事
業
」
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。

事
業
内
容
に
つ
い
て

事
業
内
容
は
、
主
に
高
校
中
退
者
等
を

対
象
に
、
地
域
資
源
（
高
校
・
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
）

を
活
用
し
な
が
ら
、
高
等
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
、
学
習
相

談
及
び
学
習
支
援
、
就
労
支
援
を
実
施
す

る
地
方
自
治
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
次
の
三
つ
の
柱
で
構
成
さ

れ
る
。

①
教
育
機
関
、
労
働
局
、
民
間
団
体
等
、

地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
支
援
体
制
の
構

築
。

②
教
育
委
員
会
Ｏ
Ｂ
や
退
職
教
員
、労
働
・

福
祉
部
局
職
員
等
に
よ
る
学
習
教
材
や
高

卒
認
定
試
験
の
紹
介
、
修
学
の
た
め
の
経

済
的
支
援
、
就
職
活
動
・
職
業
訓
練
に
関

す
る
情
報
提
供
。

③
図
書
館
や
公
民
館
と
い
っ
た
地
域
の
学

習
施
設
を
活
用
し
た
学
習
支
援
。

札
幌
市
と
高
知
県
の 

取
り
組
み
事
例

○
札
幌
市

（
２
０
１
８
年
度
よ
り
「
学
び
を
通
じ
た
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
促
進
事
業
」
を
受
託
）

＊
取
り
組
み
の
背
景

札
幌
市
で
は
、本
事
業
実
施
以
前
か
ら
、

ひ
き
こ
も
り
や
無
業
者
等
、
困
難
を
有
す

る
若
者
に
対
す
る
自
立
支
援
等
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
義
務
教
育
終
了
や
高
校
中

退
等
に
よ
り
学
校
と
の
つ
な
が
り
が
途
切

れ
て
し
ま
っ
た
若
者
の
学
び
直
し
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
社
会
的
自
立
ま
で
を
総
合
的

に
支
援
す
る
た
め
事
業
を
開
始
し
た
。

＊
取
り
組
み
の
特
徴

・「
札
幌
市
若
者
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
と
し
た
七
つ
の
会
場
に
お
い
て

学
習
相
談
・
学
習
支
援
を
実
施
。

・
個
々
に
合
わ
せ
た
学
習
計
画
を
立
案

し
、
試
験
前
後
に
は
す
べ
て
の
参
加
者

に
つ
い
て
ケ
ー
ス
検
討
を
行
う
な
ど
、

効
率
よ
く
学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の

工
夫
を
行
っ
た
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
来
所
で
き
な
い
利

用
者
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業

を
行
っ
た
ほ
か
、
定
期
的
な
連
絡
を
行

い
、
継
続
的
な
支
援
を
実
現
。

・
食
事
を
と
れ
な
い
利
用
者
に
対
し
無
償

川
島
　
志
月

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課

職
業
教
育
推
進
係
長

―
高
校
中
退
者
等
の
社
会
的
自
立
を
支
援
―

地
域
で
の
学
び
通
じ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

SNSを活用した学習支援
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で
食
事
を
提
供
す
る
な
ど
、
学
習
以
外

に
も
生
活
面
の
支
援
や
、
妊
娠
・
出
産

等
に
よ
り
高
校
を
退
学
し
た
10
代
の
若

者
に
対
す
る
、
子
を
連
れ
て
参
加
で
き

る
会
場
・
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
環
境
整
備

を
実
施
。

・
支
援
終
了
後
も
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を

行
い
、
伴
走
型
の
支
援
体
制
を
構
築
。

＊
取
り
組
み
の
成
果

２
０
２
０
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
の
支

援
継
続
者
20
名
と
、
29
名
の
新
規
利
用
者

が
あ
り
、
利
用
者
の
内
13
名
が
高
卒
認
定

試
験
を
通
じ
て
高
卒
資
格
取

得
に
至
り
、
就
労
や
進
学
な

ど
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん

だ
。
ま
た
、
高
校
不
登
校
・

休
学
中
の
４
名
が
高
校
卒
業

に
向
け
通
学
を
再
開
し
た
。

○
高
知
県

（
２
０
１
８
年
度
よ
り
「
学

び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
支
援
促
進
事
業
」を
受
託
）

＊
取
り
組
み
の
背
景

国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
高

知
県
は
、
若
年
無
業
者
数
の

人
口
比
率
に
お
い
て
全
国
上

位
で
あ
り
、
高
等
学
校
の
中

途
退
学
率
も
全
国
上
位
の
状

況
で
あ
っ
た
。
本
県
で
は
、

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
以
下
サ
ポ
ス
テ
）
事
業

な
ど
を
通
じ
て
、
２
０
０
７

年
か
ら
２
０
２
０
年
３
月
末

ま
で
に
３
０
３
３
人
へ
の
就

労
・
修
学
支
援
を
実
施
し
て

き
た
が
、
そ
の
う
ち
約
半
数

が
高
等
学
校
未
卒
で
あ
り
、

社
会
的
自
立
を
目
指
す
上
で
、
多
く
の
困

難
を
抱
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
若
者
の
修
学
や
就
労
へ
の
道

筋
を
立
て
る
事
を
目
的
に
、
事
業
を
開
始

し
た
。

＊
取
り
組
み
の
特
徴

・
県
内
５
カ
所
の
サ
ポ
ス
テ
に
お
い
て
、

ス
タ
ッ
フ
や
学
習
支
援
員
に
よ
る
、
個

別
及
び
少
人
数
で
の
学
習
相
談
・
学
習

支
援
お
よ
び
就
労
支
援
な
ど
を
実
施
。

・�

中
学
校
卒
業
時
及
び
高
等
学
校
中
途
退

学
時
の
進
路
未
定
者
の
情
報
収
集
を
行

う
仕
組
み
、「
若
者
は
ば
た
け
ネ
ッ
ト
」

を
構
築
し
、
進
路
未
定
者
へ
の
積
極
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
施
。

・
各
市
町
村
教
育
委
員
会
（
各
中
学
校
）

と
連
携
し
、
不
登
校
生
徒
や
進
路
未
決

定
で
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
の
サ
ポ
ス

テ
へ
の
誘
導
を
行
っ
て
い
る
。

＊
取
り
組
み
の
成
果

個
別
及
び
少
人
数
の
学
習
支
援
の
提
供

に
よ
り
個
々
の
学
習
に
対
す
る
課
題
へ
の

対
応
を
行
っ
た
こ
と
や
、「
若
者
は
ば
た
け

ネ
ッ
ト
」
に
よ
り
支
援
が
必
要
な
者
を
捕

捉
し
サ
ポ
ス
テ
登
録
に
つ
な
げ
る
こ
と
等

を
通
じ
て
、
高
卒
認
定
試
験
に
お
い
て
も

９
名
が
合
格
す
る
な
ど
成
果
が
見
ら
れ
た
。

な
お
、
札
幌
市
も
高
知
県
も
引
き
続
き

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
、
支
援

ニ
ー
ズ
を
積
極
的
に
掘
り
起
こ
し
、
取
り

組
み
を
継
続
す
る
予
定
だ
。

自
治
体
保
有
の
情
報
提
供
を

２
０
１
９
年
に
文
部
科
学
省
で
都
道
府

県
と
政
令
指
定
都
市
を
対
象
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
高
校
中
退
者
等
の
学
習

相
談
・
学
習
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
の
割
合
は
13
％
程
度

だ
っ
た
が
、
本
年
５
月
に
実
施
し
た
中
核

市
ま
で
範
囲
を
広
げ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

実
施
割
合
は
約
25
％
と
向
上
し
た
。

高
校
中
退
者
等
の
支
援
は
、
依
然
と
し

て
一
人
で
も
多
く
の
方
の
社
会
的
自
立
に

つ
な
げ
る
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
も
好
事
例
の
横

展
開
や
、
各
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
積
極
的
な
周
知
を
進
め
て
い
き
た
い
。

本
事
業
に
つ
い
て
少
し
で
も
関
心
を
持
た

れ
た
方
は
、
事
業
に
関
す
る
文
部
科
学
省

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_
m
enu/ikusei/m

anabinaoshi/
m
ext_00955.htm

l

）

ま
た
、
本
記
事
を
ご
覧
に
な
っ
た
自
治

体
関
係
者
の
方
々
に
お
か
れ
て
は
、
高
校

中
退
者
等
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
の
情
報

に
加
え
、
本
寄
稿
の
テ
ー
マ
と
は
少
し
ず

れ
る
が
、
社
会
人
の
学
び
直
し
（
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
）
に
関
す
る
取
り
組
み
の
情
報

提
供
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ
う
し

た
情
報
に
つ
い
て
、
今
後
、
積
極
的
に
広

報
・
周
知
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学習支援と併せた生活支援アクリル板越しに学習支援をする様子
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「
観
光
で
訪
れ
る
奈
良
」
か
ら�

「
豊
か
に
暮
ら
せ
る
奈
良
」
へ

奈
良
市
は
、
世
界
遺
産
「
古
都
奈
良
の

文
化
財
」
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
な
文

化
遺
産
と
緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
大
切
に

守
る
、
国
際
文
化
観
光
都
市
で
す
。
若
い

世
代
で
転
入
さ
れ
る
方
も
多
く
、
商
店
街

や
地
域
の
お
店
・
団
体
が
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
活
動
を
行
い
、
よ
り
良
い
暮
ら
し
を

創
り
楽
し
も
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
は
子
育
て
世
代
の
転
入

超
過
数
が
関
西
で
２
番
目
に
多
く
な
り

（「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告　

０
〜

14
歳
人
口
転
入
超
過
数
」）、
有
効
な
子
育

て
施
策
を
進
め
て
き
た
成
果
が
表
れ
始
め

て
い
ま
す
。

そ
し
て
迎
え
た
２
０
２
０
年
。「
観
光
で

訪
れ
る
ま
ち
」
と
し
て
の
魅
力
だ
け
で
な

く
「
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
と
し
て
の

奈
良
市
の
情
報
を
よ
り
積
極
的
に
提
供
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た
矢
先
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
よ
り
、
業
務
内
容

は
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

移
住
相
談
を
対
面
か
ら�

オ
ン
ラ
イ
ン
へ

当
初
の
事
業
計
画
で
は
、
移
住
検
討
者

と
奈
良
市
民
が
直
接
対
面
で
交
流
す
る
企

画
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
の

防
止
の
た
め
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
移
住
相

談
や
交
流
」
の
事
業
へ
と
転
換
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
小
中
学
校

で
実
施
さ
れ
て
い
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
朝
の

会
」
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で

全
国
一
斉
臨
時
休
業
に
な
っ
た
際
、
奈
良

市
の
小
中
学
校
で
は
自
宅
に
い
る
児
童
生

徒
と
学
校
に
い
る
教
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
体
制
を

迅
速
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て

「
オ
ン
ラ
イ
ン
は
奈
良
へ
の
移
住
を
検
討

し
て
い
る
人
と
の
相
談
窓
口
と
し
て
も
有

効
だ
」
と
考
え
、
早
速
試
験
的
に
「
オ
ン

ラ
イ
ン
移
住
相
談
窓
口
」
と
し
て
開
設
し

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
奈
良
市

は
移
住
者
を
歓
迎
し
て
い
る
」
と
い
う
姿

勢
を
広
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
今
も
多

く
の
方
に
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
移
住
資
料
請
求

数
も
多
い
月
は
前
年
の
８
倍
以
上
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
の�

先
進
モ
デ
ル
に

開
設
当
時
、
移
住
相
談
に
オ
ン
ラ
イ
ン

を
積
極
活
用
し
て
い
る
自
治
体
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
成
功
す
る
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
こ
で
ま
ず
は
費
用
を
か
け
ず
、

既
に
職
場
に
あ
っ
た
マ
イ
ク
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ

メ
ラ
等
の
機
材
で
試
験
的
に
始
め
ま
し

た
。
す
る
と
、
事
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
珍

し
か
っ
た
た
め
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
た

く
さ
ん
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
30
代
・
40

代
の
方
を
中
心
に
、
相
談
予
約
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
埋
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
他

の
自
治
体
か
ら
も
「
同
様
の
こ
と
を
実
施

し
た
い
」
と
質
問
や
視
察
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
を
利
用
す
る
移

住
検
討
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
主
に
以
下
の
五

つ
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
交
通
費
が
か
か
ら
ず
気
軽
に
相
談
で
き

る
。

②
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
で
自
分
が
知
り
た

い
情
報
が
得
ら
れ
る
。

③
事
前
の
情
報
収
集
が
で
き
来
訪
時
に
効

率
よ
く
下
見
で
き
る
。

④
電
話
と
違
い
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
話
せ
て

メ
モ
が
取
り
や
す
い
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業
」
と
し
て
、

地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的
・
主
体
的
に
実
施
す
る
、
大
都
市
住
民
な

ど
の
受
け
入
れ
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は
、
同
事
業
を
活
用
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
移
住
相
談
で
成
果
を
上
げ
た
奈
良
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
総
合
政
策
部
秘

書
広
報
課
の
高
松
明
弘
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。�

（
企
画
グ
ル
ー
プ
）

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
奈
良
県
奈
良
市
）

高
松
　
明
弘

奈
良
市
総
合
政
策
部
秘
書
広
報
課

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
長

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
で
移
住
満
足
度
を
最
大
化
す
る

―
子
育
て
世
代
の
転
入
超
過 

関
西
２
位
の
奈
良
市
―
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⑤
マ
ス
ク
を
せ
ず
に
話
せ
る
た
め
長
時
間

話
し
て
い
て
も
苦
で
は
な
い
。

一
方
で
相
談
・
質
問
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
職
員
は
徹
底
的
に
情
報
収
集
を
し
ま

し
た
。
移
住
検
討
者
の
年
齢
・
家
族
構
成
・

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
あ
ら
ゆ
る
パ

タ
ー
ン
で
想
定
し
、住
ま
い
・

仕
事
情
報
を
は
じ
め
、
子
育

て
環
境
・
公
共
施
設
・
地
域

行
事
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
奈
良
市
の
強
み

が
見
え
て
き
て
、
自
信
を

持
っ
て
質
問
に
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の�

ス
タ
ジ
オ
環
境
を
整
備

利
用
者
か
ら
も
好
評
だ
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
を

管
理
職
も
評
価
し
、
事
業
を

本
格
化
す
る
に
当
た
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
を
整

備
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
支
援
に
よ
り
、モ
ニ
タ
ー
、

ビ
デ
オ
ミ
キ
サ
ー
、マ
イ
ク
、

カ
メ
ラ
等
の
専
門
機
材
を
購

入
し
、
よ
り
良
い
画
質
・
音

質
で
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

職
員
は
機
材
に
詳
し
く
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
奈
良

市
在
住
で
書
籍
「
プ
ロ
と
し

て
使
うZoom

―
会
社
で
は

教
え
て
く
れ
な
い
新
時
代
の

仕
事
術
―
」
の
著
者
で
あ
る

平
田
幸
一
さ
ん
に
購
入
機
材
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
最
適
な
環
境
が
整
え
ら

れ
ま
し
た
。

奈
良
市
へ
の
移
住
者
で
も
あ
る
平
田
さ

ん
に
は
、
移
住
経
験
者
と
移
住
検
討
者
が

交
流
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
交
流
会
」

に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
移
住
を
実
現
す
る
ま
で

の
ス
ト
ー
リ
ー
や
注
意
点
、
動
画
・
写
真

で
の
オ
フ
ィ
ス
周
辺
環
境
の
紹
介
な
ど
、

移
住
経
験
者
な
ら
で
は
の
お
話
は
移
住
検

討
者
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
な
っ
た
よ
う

で
、
参
加
者
の
方
の
満
足
度
が
非
常
に
高

か
っ
た
で
す
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で「
お
試
し
移
住
」

移
住
相
談
利
用
後
、
お
試
し
で
１
カ
月

間
滞
在
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
30
代
の
ラ

イ
タ
ー
の
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
オ
ン
ラ

イ
ン
で
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う
仕
事
が
増
え
た
た

め
、
好
き
な
場
所
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と

考
え
た
そ
う
で
す
。
特
に
飛
鳥
・
奈
良
時

代
の
歴
史
が
好
き
だ
っ
た
た
め
奈
良
を
選

ば
れ
た
そ
う
で
す
。

滞
在
先
に
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
お
薦
め

し
ま
し
た
。
観
光
地
で
あ
る
奈
良
市
に
は

ホ
テ
ル
以
外
に
多
種
多
様
な
小
規
模
宿
泊

施
設
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま
す
。
地

域
の
楽
し
み
方
に
精
通
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
長
け
た
個
性
的
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
オ
ー
ナ
ー
か
ら
地
域
情
報
を
聞
い
て
の

滞
在
は
非
常
に
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

移
住
者
が
次
の
移
住
者
を�

歓
迎
す
る
ま
ち
へ

う
れ
し
い
こ
と
に
、
１
年
も
経
た
な
い

う
ち
に
、
移
住
相
談
を
利
用
し
た
方
か
ら

「
奈
良
市
に
移
住
し
ま
し
た
！
」
と
報
告

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市

役
所
が
移
住
者
に
と
っ
て
住
民
票
を
移
す

手
続
き
を
す
る
役
割
だ
け
で
な
く
、
生
活

相
談
や
情
報
提
供
で
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
役
割
と
し
て
少
し
ず
つ
役
に
立
て
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
移
住
相
談
は
移
住
者
を
増
や

す
た
め
に
設
置
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
立
ち
上
げ
た
と
き
に
定
め
た
オ
ン

ラ
イ
ン
移
住
相
談
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
移

住
後
の
暮
ら
し
の
満
足
度（
移
住
満
足
度
）

を
最
大
化
す
る
」
で
す
。
移
住
後
に
「
奈

良
市
を
選
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
そ
の
方
が
希
望
す
る
理

想
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
る
た

め
の
情
報
提
供
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
な
れ
ば
、
対
面
で

の
移
住
者
歓
迎
会
を
開
催
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
移
住
者
同
士
の
交
流
が
盛
ん

に
な
り
、
気
の
合
う
人
や
地
域
と
つ
な
が

り
、
移
住
者
と
地
域
の
関
わ
り
が
深
ま
る

こ
と
で
ま
ち
が
さ
ら
に
元
気
に
な
る
。
そ

し
て
移
住
者
が
ま
た
次
の
移
住
者
を
歓
迎

す
る
。
そ
の
よ
う
な
良
い
循
環
が
続
く
ま

ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

公園で地域住民が交流する「まちの食卓」

機材の充実でスムーズな移住相談が可能に

子育て世代の転入超過が進む奈良市
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講
義
Ⅰ
：
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

す
ゝ
め 

～
地
域
の
魅
力
再
発
見
～

一
般
社
団
法
人
地
域
観
光
研
究
所
代
表

理
事
の
坂
元
英
俊
氏
が
登
壇
し
、
同
氏
が

実
際
に
関
わ
っ
た
事
例
を
踏
ま
え
、
地
域

づ
く
り
の
視
点
か
ら
捉
え
た
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
自
宅
か

ら
１
～
２
時
間
圏
内
の
地
元
ま
た
は
近
隣

へ
の
宿
泊
観
光
や
日
帰
り
観
光
で
す
。
坂

元
氏
は
、
単
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
る

だ
け
で
な
く
、
自
然
や
商
店
街
な
ど
の
地

域
資
源
を
巡
り
、
地
域
内
を
回
遊
し
て
住

民
と
交
流
し
て
も
ら
う
「
滞
在
交
流
型
観

光
」を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な

っ
た
地
域
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
語
り

ま
し
た
。

講
義
Ⅱ
：
観
光
×
○
○ 

業
界
コ
ラ
ボ
で
課
題
解
決 

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
フ
ァ
ン
づ
く
り

株
式
会
社
玉
造
温
泉
ま
ち
デ
コ
代
表
取

締
役
の
角
幸
治
氏
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
フ
ァ
ン
（
関
係
人
口
）
を
作
っ
た
自

身
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

角
氏
は
、
観
光
を
一
過
性
の
も
の
と
せ

ず
、
旅
か
ら
帰
っ
た
後
も
継
続
的
に
関
わ

り
を
持
っ
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
。
ま
た
、
各

自
治
体
に
あ
る
観
光
協
会
に
お
い
て
も
、

観
光
情
報
を
提
供
す
る
際
の
送
付
先
情
報

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
フ
ァ
ン
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
述
べ
ま
し

た
。講

義
Ⅲ
：「
つ
な
が
り
」
人
口
の

最
大
化
を
狙
っ
た
地
域
経
営
戦
略

（
ス
イ
ス
・
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
型
の 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
体
制
構
築
）

一
般
社
団
法
人
気
仙
沼
地
域
戦
略
事
務

局
長
の
小
松
志
大
氏
は
、
官
民
連
携
に
よ

る
地
域
経
営
を
行
う
気
仙
沼
観
光
推
進
機

構
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

気
仙
沼
の
交
流
人
口
増
加
と
地
域
内
消

費
を
促
進
す

る
産
業
振
興

を
図
る
た

め
、
行
政
や

商
工
会
議

所
、
観
光
協

会
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
気

仙
沼
Ｄ
Ｍ
Ｏ

が
２
０
１
７

年
に
設
立
さ

れ
た
そ
う
で

す
。
デ
ー
タ

分
析
に
よ
り

タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
明
確
に

し
、ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
商
品
を
発
信
し
、

フ
ァ
ン
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
強
調
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
＆ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
意
見
交
換
で

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
化
や
「
何
を
ど

う
し
た
い
の
か
」
と
い
う
軸
を
持
っ
た
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
講

義
を
聞
い
た
受
講
者
か
ら
の
質
問
に
対

し
、
３
人
の
講
師
が
丁
寧
に
回
答
し
、
講

義
の
内
容
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
商
品
を
探
す
こ
と
も
大

切
だ
が
、
今
あ
る
も
の
や
当
た
り
前
に
思

っ
て
い
る
も
の
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
住

民
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
把
握
や
ニ
ー
ズ

対
応
の
た
め
に
、
き
ち
ん
と
デ
ー
タ
分
析

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
気
づ
き
ま

し
た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

一
般
社
団
法
人
地
域
観
光
研
究
所�

代
表
理
事�

坂
元 

英
俊 

氏

株
式
会
社
玉
造
温
泉
ま
ち
デ
コ�

代
表
取
締
役�

角　

 

幸
治 

氏

一
般
社
団
法
人
気
仙
沼
地
域
戦
略�

事
務
局
長�

小
松 

志
大 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
横
山 

千
秋（
埼
玉
県
加
須
市
か
ら
派
遣
）

２
０
２
１
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
価
値
を
生
む
秘
訣
を
学
ぶ
「
新
た
な
知
と
方
法

を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
11
日（
金
）は
、「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
す
ゝ
め
～
地
域
の
魅
力
再
発
見
～
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
併
用

し
て
開
催
し
、
全
国
各
地
か
ら
自
治
体
職
員
な
ど
37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
ゝ
め

～
地
域
の
魅
力
再
発
見
～

パネルディスカッション

グループでの意見共有の様子
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書 籍 紹 介

福祉と住宅をつなぐ
課題先進都市・大牟田市職員の実践

「私は『福祉』を『暮らし』と読み替えるようにしている」と著者の牧嶋氏は

いう。そして「住宅というハコは、暮らしを包む風呂敷のようなもの」だとも

述べている。本書を読むと、福祉と住宅が密接な関係にあり、住宅施策の延長

線上に福祉施策があることが理解できる。その施策が実現したときに生まれる

地域の魅力についても知ることができる。

福岡県大牟田市は、かつて鉱工業都市として栄えたが、石炭産業の斜陽化と

ともに勢いを失い、令和２年度の人口は最盛期の半分近くにまで減った。過剰

インフラと高齢化、人口減、経済的衰退に直面する課題先進都市である。

著者は設計事務所で働いた後に、大牟田市役所に入庁。住宅部門と福祉部門

に籍を置いた。本書では、著者が福祉と住宅をつなぐために庁内外での連携を

生み出し、常に現場に出て市民と向き合い、住宅、福祉、まちづくりについて、

どのようなことを考え、実践してきたのかを具体的に描いている。

まちづくりを議論し、実行するため、ケアマネジャーや医師、作業療法士、

建設業組合など現場の第一線で活動する人々や障害当事者とその支援団体などで構成する「大牟田市住まい・まちづくりネッ

トワーク」を立ち上げたのもその一つ。同ネットワークは、構成員たちが「自ら考え提言し、できるものは自らが実行」した

という。著者はこれを「大牟田市における多職種連携の原点だと思っている」と語っている。

また、市営住宅の建て替えに当たっては、ハード面だけでなく、「入居者の生活状況や新しい団地に期待したいことなど、入

居者の生活にフォーカスしたアンケート」を実施し、「高齢者に配慮したバリアフリー化はもとより、入居者および地域のコミュ

ニティ再生を目的とした地域共生社会の団地再生」を目指した。　　

制度化されたばかりの小規模多機能施設の整備には、「迷惑施設だ」と反対する声もあった。そこで、同施設を整備する際に

は地域住民の「集まり場・茶飲み場」となる介護予防拠点・地域交流施設の併設を市の独自基準として義務化した。

空き家対策では、住宅、福祉の両部局で情報を共有したうえで、民間にも声をかけ、高齢者や障害者、母子世帯など住宅確

保に配慮が必要な人々の居住支援、「住み慣れた地域で安心して住み続けることができるよう、地域に潜在する空き家を改修・

活用できる仕組みづくり」に取り組んだ。

もちろん、すべての取り組みが最初からうまくいったわけではない。さまざまな課題に苦しんだことも書かれており、一人

の公務員として、困難な状況に対し、どのように立ち向かったのかがわかる。どんな時も希望を見失わず、周りにいる仲間と

ともに、入り組んだ利害関係を乗り越え、住民のための施策実現という目的に向かっていく姿が印象的だ。

著者は、これからの社会で求められる自治体職員について、「庁内外においてお互いのことを知り、知ろうと努力している人」

「住民ニーズを把握し、各種コーディネートのために役所の外に出て、住民と同じ目線で話ができる人」「役所の仕事の仕方が

変わりつつあることに気づき、問題意識を持ち、わがマチの住民のために勇気をもって新しいことに果敢にチャレンジできる人」

と書いている。また「何をやるのか。何ができるのか！　ではなく、何がしたいのか」「それを実行できるかどうかの勇気が必

要」と締めくくっている。

単に住宅施策と福祉施策の融合というにとどまらず、公務員としてなしうる仕事の可能性と広がり、その魅力を語っている

本である。

牧嶋　誠吾　著
株式会社学芸出版社（2021年6月10日発行）
定価；2,000円＋税
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心のバリアフリーをDXで見える化する！
―助けあいアプリ「M

メ イ

ay i
アイ

i」で共生社会を次のステップへ―

共
生
社
会
へ
向
け
た
変
化

昨
今
世
界
的
に
多
様
性
社
会
へ
の
対
応

が
進
む
中
、
日
本
で
も
外
務
省
に
よ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
改
正
な
ど
、
そ
の
動
き
が

加
速
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
に

あ
っ
て
、
各
自
治
体
も
よ
り
多
く
の
人
々

に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
へ
向
け
、
従
来
施

策
か
ら
発
展
し
た
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進

む
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

世
界
的
に
み
る
と
、
日
本
人
は
そ
の
文

化
背
景
か
ら
、
他
国
と
比
べ
他
者
に
積
極

的
に
声
か
け
を
し
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
調
査
機
関
「CH

A
R

IT
IES 

A
ID

 FO
U

N
D

A
T

IO
N

」
に
よ
る
「
見

知
ら
ぬ
人
へ
の
手
助
け
」
の
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
に
よ
る
と
、
日
本
は
１
４
０
カ
国
中

１
３
８
位
で
ワ
ー
ス
ト
３
位
で
す
。
特
に

障
が
い
者
に
対
し
て
は
心
の
バ
リ
ア
が
強

く
、
実
際
に
障
が
い
者
を
目
の
前
に
し
た

時
に
意
識
し
て
し
ま
う
人
が
60
・
７
％
と

他
国
と
比
較
し
て
突
出
し
て
い
ま
す
。
基

本
的
に
他
人
（
障
が
い
者
は
特
に
）
と
関

わ
る
こ
と
に
対
し
て
心
理
的
バ
リ
ア
が
あ

り
、
何
ら
か
の
「
関
わ
り
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
あ
っ
て
も
ア
ク
シ
ョ
ン
に
移
せ

な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
日
本
人
の〝
知

ろ
う
と
し
な
い
〟〝
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
〟、

他
者
へ
の
「
無
関
心
」
が
原
因
で
、
移
動

困
難
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者
、ベ
ビ
ー
カ
ー

利
用
者
、
障
が
い
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
十

分
と
は
言
え
な
い
現
状
で
す
。

一
方
で
、
市
民
同
士
で
の
手
助
け
の
意

向
や
期
待
は
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
約

65
％
も
の
日
本
人
が
、
障
が
い
の
あ
る

人
々
の
手
助
け
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
し
て
機
会
が
あ
れ
ば
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
、
助
け
合
い
の
街
づ
く
り
に

向
け
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
と
言
え
ま

す
。
ま
た
障
が
い
当
事
者
や
そ
の
家
族
側

も
、
約
69
％
が
周
囲
の
人
か
ら
手
を
借
り

る
こ
と
で
も
っ
と
社
会
に
参
画
し
た
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
（
文
部
科
学
省
調
べ
）。

私
た
ち
は
こ
の
両
者
の
潜
在
心
理
を
可
視

化
し
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
様
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
当
た
り
前
に
な
る
こ
と
で
、
地
元
住
民

以
外
の
関
係
人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
た

り
、
駅
員
や
施
設
従
業
員
に
頼
り
す
ぎ
る

こ
と
な
く
外
出
し
や
す
い
街
に
な
っ
た

り
、
さ
ら
に
は
街
の
課
題
を
自
分
ご
と
と

受
け
止
め
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
画

に
つ
な
が
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

「M
ay I help you?

」
を 

誘
発
す
る
ア
プ
リ

〝
手
助
け
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
し
ま
う
〟
と
い
う
多
く
の
人
を
、

気
軽
に
〝M

メ

イ

ay 
I ア

イ help you?

〟
と
言

え
る
よ
う
に
し
た
い
！　

と
考
え
、
本
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

「M
ay ii

」
は
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た

時
間
で
学
び
、
つ
な
が
る
助
け
あ
い
ア
プ

リ
で
す
。
観
光
客
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

妊
婦
や
子
供
連
れ
の
人
を
は
じ
め
と
す
る

「
移
動
で
困
っ
て
い
る
人
」
と
周
囲
の
「
手

助
け
で
き
る
人
」
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

「
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
」
を
は
じ
め
、「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
機
能
」
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ

ン
に
関
す
る
知
識
を
学
習
で
き
た
り
、「
ロ

グ
可
視
化
機
能
」
で
自
分
の
貢
献
行
動
が

可
視
化
で
き
た
り
し
、
地
域
全
体
で
の
貢

献
行
動
を
誘
発
・
見
え
る
化
で
き
ま
す
。

現
在
、
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は

３
万
６
０
０
０
件
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
登
録

者
数
は
１
万
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を 

〝
見
え
る
化
〟

「M
ay ii

」
は
こ
れ
ま
で
に
「
内
閣
府
バ

リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

推
進
功
労
者
表
彰
」「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」

や
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

ア
プ

リ
ア
ワ
ー
ド
」
な
ど
を
受
賞
し
、
多
方
面

か
ら
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。
行
政
ご
担

当
者
か
ら
特
に
評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
１
点
目
に
従
来
は
支
援
が
必
要

な
当
事
者
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
比
重
が

置
か
れ
て
い
た
中
、
本
サ
ー
ビ
ス
は
「
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
側
の
意
識
・
行
動
変
容
に
着

眼
点
を
お
い
て
い
る
」
こ
と
、
２
点
目
は

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
策
の
定
量
的
評

価
が
難
し
い
中
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
活

大日本印刷株式会社まちづくりコラボ

大日本印刷株式会社ＡＢセンター
コミュニケーション開発本部
地域創生事業推進ユニット
サービスデザイナー

松尾　佳菜子
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用
で
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
目
標
達
成
度
合
い
を
評
価

す
る
指
標
）
を
定
め
、
施
策
を
評
価
で
き

る
」
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
強
み
で
あ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
か
し
て
助
け
あ
い
行
動

を
Ｄ
Ｘ
化
す
る
こ
と
で
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
見
え
る
化
し
ま
す
。

実
際
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
意
識
が
変
わ
っ

た
と
い
う
結
果

も
出
て
い
ま

す
。
ア
プ
リ
を

通
し
て
実
際
に

手
助
け
を
し
た

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
声
か
け
の
ハ
ー
ド
ル
が

〝
下
が
っ
た
〟
と
い
う
直
接
的
な
結
果
だ

け
で
な
く
、
68
％
の
方
が
「
ア
プ
リ
を
利

用
し
な
く
て
も
、
日
頃
か
ら
周
囲
の
困
っ

て
い
る
人
・
街
の
バ
リ
ア
に
気
づ
く
よ
う

に
な
っ
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、
日
常
的

な
意
識
変
容
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
と
の
取
り
組
み
事
例

札
幌
市
、
川
崎
市
な
ど
と
連
携
し
、
街

ぐ
る
み
で
の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

札
幌
市
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
助

文
化
の
機
運
拡
大
」
の
大
義
を
掲
げ
て
認

知
浸
透
活
動
や
市
民
、企
業
へ
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
推
進
員
育
成
に
注
力
し
て
お
り
、

２
０
２
０
年
度
に
実
施
し
た
「
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
ツ
ー
ル

と
し
て
「M

ay ii

」
ア
プ
リ
を
活
用
し
ま

し
た
。
川
崎
市
は
「
か
わ
さ
き
パ
ラ
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
」
を
掲
げ
、
東
京
２
０
２
０
大

会
を
契
機
と
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
や
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
ア
プ
リ
の
普

及
も
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
現
在

市
民
へ
の
広
報
活

動
や
企
業
・
団
体

と
の
連
携
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た

各
自
治
体
の
大
学

と
の
産
学
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

に
よ
り
、
学
生
た

ち
の
「
支
え
手
の

育
成
」
に
対
す
る

共
感
や
問
題
意
識

の
醸
成
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

市
町
村
と
の
活

動
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ョ
ン
に
共
感

す
る
企
業
や
団
体

と
共
創
し
、
活
動

を
評
価
し
な
が
ら
前
進
す
る
こ
と
で
持
続

可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
10
番
「
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ

う
」、
11
番
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
」
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
で
は
、
心
豊
か

に
つ
な
が
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
に

向
け
て
、「M

ay ii

」
ア
プ
リ
の
活
用
だ

け
で
な
く
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
構
築
に
よ

る
新
た
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動

の
場
づ
く
り
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い

観
光
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
も
し
も
の
時
の
街

の
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
な
ど
、
地
域
創
生
の
取
り
組
み

を
ト
ー
タ
ル
で
提
供
し
て
い
ま
す
。「
共

に
地
域
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
引
き
上
げ
た

い
」
と
い
う
自
治
体
の
皆
様
か
ら
の
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

アプリの概要

市民の意識・行動変容への効果

川崎市「かわパラ 2019」イベントでの活用

May ii 最新情報は
こちらから
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の
合
間
に
全
国
の
参
加
者
と
交
流
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
受
講
い
た
だ
け
ま
す
。
次
回

は
10
月
12
日
（
火
）
＝
さ
ら
に
２
月
22
日

（
火
）に
は
簡
易
版
＝
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
で

政
策
立
案
の
模
擬
体
験
を
含
む
現
地
開
催

型
を
11
月
15
日
（
月
）
～
16
日
（
火
）
と

２
月
１
日
（
火
）
～
２
日
（
水
）
に
開
催

予
定
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

小
学
校
区
や
集
落
単
位
で
人
口
予
測 

身
近
な
問
題
意
識
が
持
て
る
推
計
手
法

自
治
体
ご
と
に
策
定
し
た
「
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
」は
住
民
の
方
々
に
き
ち
ん
と
理
解
・

共
有
さ
れ
て
い
ま
す
か
？　

地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の
方
々
に
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
町
村

単
位
よ
り
も
小
さ
な
区
域
、
例
え
ば
小
学

校
区
域
や
集
落
単
位
で
、
コ
ー
ホ
ー
ト
変

化
率
法
と
い
う
手
法
を
用
い
て
人
口
推
計

し
ま
す
。単
に
推
計
す
る
だ
け
で
な
く「
集

落
に
〇
人
移
住
す
れ
ば
将
来
は
こ
う
な

る
」
と
い
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
可

能
で
す
。
小
中
学
校
の
統
廃
合
や
、
集
落

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
指
標
と
し
て
役

立
て
、
住
民
の
方
々
と
共
に
地
域
の
未
来

を
考
え
て
い
く
契
機
と
し
て
活
用
で
き
ま

す
。

お
金
の
流
れ
を
「
見
え
る
化
」
す
る 

「
地
域
経
済
循
環
分
析
」

勘
や
思
い
込
み
で
地
域
の
未
来
を
決
め

て
い
ま
せ
ん
か
？　

地
域
住
民
に
所
得
の

配
分
が
行
き
わ
た
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、

地
域
経
済
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
す
。

「
地
域
経
済
循
環
分
析
」
は
「
生
産
」「
分

配
」「
支
出
」
の
３
側
面
の
観
察
か
ら
地

域
経
済
を
正
し
く
捉
え
「
見
え
る
化
」
す

る
手
法
で
す
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
読
み
取
り
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
、
所

得
の
循
環
構
造
か
ら
考
え
る
地
域
の

SW
O
T

分
析
・
施
策
立
案
を
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

好
評
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

政
策
立
案
の
模
擬
体
験
も

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度

よ
り
「
地
域
経
済
循
環
分
析
の
基
礎
知
識
」

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
本

セ
ミ
ナ
ー
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
気
軽
に
参

加
で
き
、
地
域
経
済
循
環
分
析
の
概
要
の

理
解
に
特
化
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
受
講

人
口
・
地
域
経
済
研
究
室
は
、
小
規
模
人
口
推
計
・
地
域
経
済
分
析
を
研
究
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
資
料
等
を
用
い
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
等
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
取
り
組
み
手
法
で
す
。
人

口
と
経
済
は
ま
さ
に
そ
の
要
と
言
え
ま
す
。政
策
立
案
に
つ
な
げ
る
サ
ポ
ー
ト
を
、自
信
を
も
っ

て
お
勧
め
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　
人
口
・
地
域
経
済
研
究
室

～
多
様
な
統
計
手
法
を
駆
使
し
政
策
立
案
サ
ポ
ー
ト
～

集
落
単
位
の
人
口
推
計
や

�

地
域
経
済
の
「
見
え
る
化
」
を
！

セミナーの様子

【問い合わせ先】人口・地域経済研究室　TEL：03-6262-2950　メール：kenkyu@jcrd.jp

シミュレーションのグラフ
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１
．
子
ど
も
や
若
者
の
自
己
肯
定
感
を
ど
う
高
め
る
か
？

「
自
分
に
満
足
し
て
い
る
」

日
本
45
・
８
％
、
ア
メ
リ
カ
86
・
０
％
、
ド
イ
ツ
80
・
８
％

「
自
分
に
は
長
所
が
あ
る
」

日
本
68
・
９
％
、
ア
メ
リ
カ
93
・
１
％
、
ド
イ
ツ
92
・
３
％

「
う
ま
く
い
く
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
も
取
り
組
む
」

日
本
52
・
２
％
、
ア
メ
リ
カ
79
・
３
％
、
ド
イ
ツ
80
・
５
％

こ
れ
は
内
閣
府
の
平
成
26
年
版
「
子
ど
も
・
若
者
白
書
」
に
あ

る
各
国
の
13
歳
か
ら
29
歳
１
０
０
０
人
強
を
対
象
と
し
た
調
査
結

果
で
す
。
我
が
国
の
子
ど
も
や
若
者
が
、
他
国
と
比
べ
、
自
分
に

自
信
が
持
て
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
も
希
薄
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。

失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
自
分
を
信
じ
て
挑
戦
し
続
け
る
、

そ
ん
な
「
人
間
力
」
を
育
む
こ
と
が
、
地
域
の
将
来
、
日
本
の
将

来
に
と
っ
て
必
要
で
す
。

２
．
す
べ
て
学
校
の
責
任
な
の
か
？

教
育
問
題
と
い
う
と
「
学
校
が
悪
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
し
か
し
、
学
校
も
先
生
も
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
子

は
親
の
鏡
」、
今
の
子
ど
も
や
若
者
の
現
状
は
、
私
達
大
人
の
生

き
ざ
ま
、
例
え
ば
、
周
囲
と
比
較
ば
か
り
し
、
周
り
に
合
わ
せ
て

ば
か
り
い
る
大
人
た
ち
の
言
動
が
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

３
．「
新
た
な
仕
組
み
」
が
必
要

教
育
で
は
学
校
・
地
域
・
家
庭
の
３
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
こ
の

３
者
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
課
題
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

延
岡
市
で
は
、
新
た
な
第
４
の
存
在
と
し
て
、
市
長
部
局
で
「
延

岡
こ
ど
も
未
来
創
造
機
構
」
を
本
年
度
中
に
設
立
し
、
教
育
委
員

会
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。例

え
ば
、
勉
強
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
子
や
も
っ
と
難
し
い
勉
強

が
し
た
い
子
の
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
（
理
数
教

育
に
創
造
性
教
育
を
加
え
た
横
断
的
な
学
習
）、
生
き
た
英
語
学

習
な
ど
の
先
導
的
な
事
業
や
、
人
間
関
係
を
楽
し
み
困
難
を
乗
り

越
え
る
力
、「
自
分
は
他
人
と
違
っ
て
も
良
い
」
と
い
う
自
己
信

頼
を
育
む
た
め
の
各
種
事
業
を
実
施
す
る
考
え
で
す
。
組
織
設
立

に
先
行
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
①
東
京
学
芸
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
③
プ
レ
ー
パ
ー
ク
④
自
然
体
験
活
動
⑤
全
日
空
グ

ル
ー
プ
と
の
連
携
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⑥

慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
と
の
連
携
に
よ
る
論
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
⑦
二
宮
金
次
郎
七
代
目
子
孫
の
中
桐
万
里
子
氏

に
よ
る
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め
の
親
子
の
学
び
教
室
―
―
な

ど
を
既
に
実
施
中
で
す
。

４
．
日
本
の
教
育
改
革
は
延
岡
か
ら

延
岡
市
は
、
旭
化
成
（
株
）
の
主
力
拠
点
が
あ
り
、
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
の
吉
野
彰
博
士
の
よ
う
に
試
行
錯
誤
の
末
に
世
界
一
の
技

術
を
多
く
生
ん
で
き
た
ま
ち
で
す
。
幾
多
の
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
も
多
く
輩
出
し

て
い
ま
す
。
２
０
０
人
以
上
が
参
加
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
学
校
支

援
は
げ
ま
し
隊
」
が
小
中
学
生
の
算
数
、
数
学
、
理
科
の
学
習
サ

ポ
ー
ト
を
10
年
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
高
い
自
己
肯
定
感
を
持
ち
、

自
分
も
他
人
も
大
切
に
す
る
「
人
間
力
」
豊
か
な
子
ど
も
を
育
む

と
い
う
、
我
が
国
の
教
育
改
革
の
先
陣
を
切
る
役
割
を
果
た
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮崎県延岡市長 読谷山　洋司

新しい仕組みづくりによる
教育改革
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表
紙

両
神
山
麓
花
の
郷
ダ
リ
ア
園

特　集 ワーカーズコープで活性化する地域コミュニティ

9２０２１-

1 巻頭エッセー／「誰一人取り残さない自立分散型社会」の実現を目指して 山本一太（群馬県知事）

（
埼
玉
県
小
鹿
野
町
）

小
鹿
野
町
は
、
埼
玉
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
秩
父

市
と
群
馬
県
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
秩
父
多
摩
甲
斐
国

立
公
園
、県
立
西
秩
父
自
然
公
園
な
ど
の
自
然
公
園
や
、

日
本
百
名
山
の
『
両

り
ょ
う

神か
み

山さ
ん

』
を
は
じ
め
、
日
本
の
滝
百

選
の
『
丸ま

る

神が
み

の
滝
』、平
成
の
名
水
百
選
の
『
毘
沙
門
水
』

な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
町
の
花
で
あ
る

節
分
草
を
は
じ
め
、
福
寿
草
、
花
菖
蒲
、
ダ
リ
ア
な
ど
、

四
季
折
々
に
咲
き
誇
る
花
々
も
楽
し
め
ま
す
。

特
に
ダ
リ
ア
は
、
平
成
21
年
よ
り
『
両

り
ょ
う

神か
み

山さ
ん

麓ろ
く

花は
な

の

郷さ
と

ダ
リ
ア
園
』
と
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
丹
精
を

込
め
て
植
栽
か
ら
管
理
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
開
園
期

間
は
、
毎
年
９
月
１
日
か
ら
11
月
３
日
で
、
現
在
は

３
５
０
種
類
・
５
０
０
０
株
・
１
０
０
０
０
平
方
㍍
と
、

関
東
地
方
最
大
級
の
規
模
で
ダ
リ
ア
の
花
が
咲
き
誇
り

ま
す
。
２
カ
月
で
約
２
０
０
０
０
人
も
の
大
勢
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
お
り
、
ダ
リ
ア
園
を
見
る
た
め

に
初
め
て
小
鹿
野
町
を
訪
れ
る
方
も
多
く
、
地
域
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
小
鹿
野
町
役
場
お
も
て
な
し
課

（
０
４
９
４
‐
７
９
‐
１
１
０
０
）

（
写
真
提
供
＝
小
鹿
野
町
お
も
て
な
し
課
）

レギュラーリポート

2 ワーカーズコープと地域づくり 広井良典（京都大学こころの未来
研究センター教授　 ）

6 宮城県登米市 多様な人たちの働く場をつくる 竹森幸太

8 広島県広島市 「協同労働」ってなに？ 末松宏一郎

10 持続可能で活力ある地域社会の実現へ 古村伸宏（日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）
連合会 理事長 ）

基調論文

副基調論文

2020年度 国内調査報告①
愛媛県今治市、広島県呉市
地域課題を資源とした産業創出
2020年度 国内調査報告②
島根県大田市、京都府舞鶴市、長野県伊那市
MaaSの活用による地域課題の解決
トピックス
地域での学び通じステップアップ 川島志月

移住・定住・交流推進支援事業　奈良県奈良市
オンライン移住相談で移住満足度を最大化する

高松明弘

2021年度 地方創生セミナー
マイクロツーリズムのすゝ め

●北海道札幌市 みんなの「やってみたい」がかなう場所 石本依子
●埼玉県ふじみ野市 人、しごと、支え合いでつながる地域 牧野　玲
●千葉県船橋市 働く場創出から困窮者支援まで 菊地　謙
●東京都新宿区 まち全体を学びの場へ 長井　岳
●愛知県豊田市 外国人と共に生きる地域 藤井克子
●兵庫県豊岡市 若者主体の持続可能な地域づくり 上村俊雄
●兵庫県尼崎市 仕事と遊びで商店街に賑わいを 馬場義竜
●鳥取県鳥取市 仕事おこしと居場所づくり 株本俊夫
●愛媛県西予市 移住した若者たちによる共同農業 村上尚樹
●鹿児島県霧島市 地域の困りごとを地域の人たちと 瀬戸口麻弥

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

14

16

18

20

22

書籍紹介　「福祉と住宅をつなぐ」
まちづくりコラボ　大日本印刷株式会社
心のバリアフリーをDXで見える化する！

松尾佳菜子

全国過疎問題シンポジウム2021 in こうち
センター通信
集落単位の人口推計や地域経済の「見える化」を！
首長の思い

新しい仕組みづくりによる教育改革
 読谷山洋司（宮崎県延岡市長）

23

24

26

27

28

山々を背景に、地域住民が
丹精を込めたダリアを楽しめる

グラビア

手前みそですが… 【福島県会津若松市】

会津若松市

福
島
県

271

会津若松市は福島県の西部に位置し、
磐梯山や猪苗代湖など豊かな自然に

囲まれ、自然景観に恵まれたまちです。会
津松平氏二十三万石の城下町として発展
し、鶴ヶ城をはじめとする多くの史跡、
「ならぬものはならぬ」に代表される精神
文化など、先人たちが守り続けてきた歴史
文化が今も色濃く残されています。
会津漆器や絵ろうそく、酒造などの伝統

地場産業や、汁物の郷土料理「こづゆ」やニシンの山椒漬けなど盆地ならではの食
文化が受け継がれています。
また、「スマートシティ会津若松」を推進しており、ICT（情報通信技術）や環

境技術などを、健康や福祉、教育、防災、さらにはエネルギー、交通、環境といっ
た生活を取り巻くさまざまな分野で活用し、将来に向けて持続力と回復力のある力
強い地域社会と、安心して快適に暮らすことのできるまちづくりを進めています。

█若松っつん
市の公認キャラクター。会津若
松の PRに日々奮闘中でっす！
ぜひ応援してくなんしょ～！

█会津清酒
全国新酒鑑評会で史上初の8年
連続金賞を受賞。会津盆地の肥
沃な大地だからこそできるおい
しいお酒

█会津三十三観音巡り
「仏都会津」と呼ばれるほど多くの寺院や仏像
が残っており、日本遺産にも登録されている

█鶴ヶ城
1868年の戊辰戦争の際、新政府軍の猛攻に耐え
「難攻不落の名城」と呼ばれた、赤瓦の天守閣

█白虎隊士の墓
戊辰戦争で戦った16～ 17歳の少
年たち。内20名は飯盛山から火に
包まれた鶴ヶ城を望み、自決を図る

█赤べこ
張り子の玩具。その昔、赤
べこを近くに置くと「流

は
行
や

り病」に感染しなかったと
いう伝説が残っている

█起き上がり小
こ
法
ぼ
師
し

転んでもすぐに立ち上が
ることから、粘り強さと健
康のシンボル

█会津まつり
会津最大のまつり。先人への鎮魂と感謝、会津藩復権の祝と喜びを継承している

歴史と文化のまち、
会津若松市

若松っつん
フェイスブック
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ワーカーズコープで活性化する地域コミュニティ
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ケアセンターほみの初任者研修修了式
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埼玉県ふじみ野市（p10-11）
機能訓練の一環で干し柿作り
3

千葉県船橋市（p12-13）
子ども食堂の様子
4

て
い
き
、
そ
の
中
で
１
次
産
業
を
生
活
（
生
命
）
産
業
の

中
核
と
し
て
位
置
づ
け
直
す
。
そ
の
取
り
組
み
は
「
農
福

連
携
」
や
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
な
ど
、
１
次
産
業
と
福

祉
、
教
育
、
健
康
、
観
光
、
芸
術
な
ど
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
実
践
は
、
伝
統
的
な
技
術

や
文
化
の
継
承
・
継
業
も
促
す
こ
と
に
な
る
。「
協
同
労
働
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
労
働
」
と
「
生
活
」
を
協
同

の
関
係
に
結
び
直
す
、
生
活
（
生
命
）
産
業
づ
く
り
に
最

も
か
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
産
業
開
発
も
ま

た
、
地
域
自
治
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
結
び
、
職
業

訓
練
や
ま
ち
づ
く
り
講
座
な
ど
の
学
び
と
も
連
動
さ
せ
る

こ
と
で
、地
域
文
化
の
形
成
と
な
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、

待
っ
た
な
し
の
環
境
や
気
候
問
題
へ
の
配
慮
で
あ
り
、
そ

の
点
で
「
自
然
」
の
中
で
の
共
生
へ
の
回
帰
は
、
都
市
か

ら
地
方
へ
の
価
値
回
帰
も
促
す
こ
と
に
な
る
。
特
に
子
ど

も
や
子
育
て
世
代
で
、
こ
う
し
た
方
向
性
を
明
確
に
し
て

い
く
価
値
は
大
き
い
と
い
え
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
活
用
の
課
題

マ
ス
コ
ミ
報
道
や
周
知
活
動
を
通
じ
て
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

法
へ
の
関
心
や
期
待
、
活
用
の
具
体
的
な
相
談
が
広
が
る

中
で
、法
活
用
に
当
た
っ
て
の
課
題
も
見
え
始
め
て
い
る
。

第
１
に
、
具
体
的
な
運
営
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
理
念

や
仕
組
み
の
理
解
と
具
体
的
な
協
同
労
働
の
実
践
に
は
段

差
が
あ
る
。「
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
」「
や
り
方
が
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
資
料
提
供
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
、
実
際
の
現
場
視
察
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
力
を
発
揮
す
る
の
は
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
「
連

合
会
」
で
あ
る
。
こ
の
「
連
合
会
」
が
、
実
践
の
交
流
や

例
は
、
地
域
の
持
続
可
能
性
と
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
応

じ
て
働
く
と
い
う
、
新
た
な
労
働
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
協
同
し
て
働
く
た
め
の
「
出
会
い
・

学
び
・
育
ち
」
の
場
づ
く
り
が
大
切
に
な
る
。
例
え
ば
、

技
術
習
得
を
目
指
す
一
般
的
な
職
業
訓
練
の
プ
ロ
フ
ラ
ム

に
、「
協
同
労
働
の
チ
ー
ム
を
つ
く
る
」
と
い
う
機
能
を

付
与
す
る
こ
と
で
、
職
業
訓
練
が
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
立
ち
上
げ
・
育
成
）
機
能
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
喫
緊
の
失
業
・

廃
業
対
策
と
し
て
、
時
限
的
に
一
定
の
生
活
給
付
を
組
み

込
ん
だ
学
び
と
働
く
場
づ
く
り
も
重
要
に
な
る
。
あ
る
い

は
チ
ー
ム
と
仕
事
の
開
発
の
中
で
、
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー

ド
バ
ン
ク
、
小
農
や
居
場
所
づ
く
り
と
い
っ
た
生
活
の
支

え
合
い
活
動
を
経
験
し
、
小
さ
な
生
活
保
障
と
確
か
な
つ

な
が
り
を
育
て
な
が
ら
、
働
く
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に
位
置

づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
学
び
の
場
＝
職
業
訓
練
等

は
、
地
域
づ
く
り
の
仕
事
・
産
業
を
再
構
築
し
て
い
く
契

機
と
な
り
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
地
域
の
自
治
力

を
醸
成
し
、
公
共
と
民
主
主
義
を
育
て
、「
地
域
力
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

第
３
に
、
協
同
の
文
化
を
耕
し
、
持
続
可
能
性
と
共
生

に
価
値
を
置
く
新
た
な
生
活
（
生
命
）
産
業
を
興
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。「
経
済
の
成
長
か
ら
循
環
へ
」
の
転
換

は
時
代
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
り
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
価
値
の
転

換
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
々
の
幸
福
感
と
地
域
の
文
化
的
価

値
観
の
転
換
と
も
い
え
る
。
乖
離
し
た
「
働
く
」
こ
と
と

「
暮
ら
す
」
こ
と
を
再
統
合
し
、
お
金
を
頼
り
に
「
買
う
」

生
活
か
ら
、
自
分
と
地
域
を
頼
り
に
自
分
た
ち
で
生
活
を

賄
い
つ
く
る
営
み
の
再
生
で
あ
る
。
特
に
食
べ
物
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
助
け
合
い
に
お
け
る
関
係
（
ケ
ア
）
を
、
地
域

に
必
須
の
生
活
（
生
命
）
産
業
と
し
て
包
括
的
に
お
こ
し

学
習
、
相
互
監
査
や
評
価
の
機
能
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、

こ
の
充
実
が
重
要
に
な
る
。

第
２
に
、
事
業
立
ち
上
げ
や
持
続
的
な
経
営
に
つ
い
て

の
財
政
的
な
サ
ポ
ー
ト
機
能
で
あ
る
。
連
合
会
は
こ
の
点

で
も
重
要
で
あ
る
が
、
広
島
市
で
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

や
東
京
都
で
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
機
能
が
、
き
め
細
か
く
全
国
各
地
に
整
備
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
併
せ
て
、
経
営
に
対
す
る
組
合
員
の
主
体
性
を

追
求
し
な
が
ら
も
、
非
営
利
・
協
同
の
事
業
を
促
進
す
る

公
的
な
支
援
（
補
助
や
委
託
、優
先
発
注
な
ど
）
の
他
に
、

こ
う
し
た
事
業
を
支
え
る
地
域
金
融
シ
ス
テ
ム
の
形
成
も

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
非
営
利
・
協
同
の
金
融

機
関
と
い
わ
れ
る
信
用
金
庫
や
労
働
金
庫
な
ど
と
連
携

し
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
育
成
・
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
バ
ン
ク
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ふ
る

さ
と
納
税
、
財
団
法
人
な
ど
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
を
応

援
し
た
い
と
思
う
人
々
の
資
金
や
財
産
の
窓
口
や
活
用
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
顔
の
見
え
る
地
域
金
融
を
確
立
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
機
能
や
シ
ス
テ
ム

は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
公
益
性
を
高
め
て
い
く
重
要

な
自
治
的
探
求
と
い
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
協
同
労
働
と
そ
の
事
業
組
織
を
地

域
に
定
着
さ
せ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
働
く
組
合
員
は

も
と
よ
り
、
こ
の
事
業
を
利
用
す
る
地
域
全
体
の
当
事
者

意
識
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
法
が
契
機
と
な
っ
て
、
本
物
の
公
共
を
育
む
地
域
文
化

を
高
め
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

縦
割
り
の
公
共
政
策
を
さ
ま
ざ
ま
に
融
合
さ
せ
て
い
く
自

治
体
の
役
割
は
大
き
い
。
ワ
ー
カ
ー
ズ
法
の
成
立
過
程
に

学
び
、
政
策
づ
く
り
に
地
域
の
当
事
者
参
加
を
位
置
づ
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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森林整備の作業
7

愛媛県西予市（p26-27）
会社の看板を囲むスタッフ
11鹿児島県霧島市（p28-29）

たくさんの参加者があった子ども食堂
12
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広島県広島市（p24-25）
アグリアシストともの活動
10 鳥取県鳥取市（p22-23）

しいたけ栽培の様子
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特 集
基調論文は

じ
め
に

「
労
働
」
と
「
地
域
」
の
融
合

本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性

化
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
あ
る
が
、
最
初
に
若
干

個
人
的
な
思
い
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
は
こ
う
し

た
テ
ー
マ
が
「
地
域
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
す
る
本
誌
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
自
体
に
、
大
き
な
感
慨
を

抱
い
て
い
る
。

昨
年
12
月
の
臨
時
国
会
で
、
労
働
者
協
同
組
合
法
が
全

会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
た
。
同
法
は
「
出
資
・
経
営
・

労
働
」
が
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
組
織
形
態
を
通
じ
、「
多

様
な
就
労
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
当
該
組
織
を
通
じ
て
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に

応
じ
た
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
促
進
し
」「
も
っ
て
持

続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
う
た
っ
て
い
る
（
傍
線
引
用
者
）。

こ
の
よ
う
に
今
回
成
立
し
た
労
働
者
協
同
組
合
な
い
し

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
に
関
す
る
法
律
で
は
、「
地
域
」
と

い
う
も
の
が
、
協
同
労
働
に
お
い
て
重
要
な
軸
と
な
る
理

念
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
労
働
」
と
「
地

域
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
明
確
に
融
合
し
て
い
る
の
が
こ
の

法
律
の
特
徴
な
の
だ
。
実
際
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
こ

れ
ま
で
も
「
地
域
づ
く
り
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
介

護
、
福
祉
、
若
者
支
援
、
農
業
、
環
境
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
多
様
な
領
域
に
お
い
て
多
く
の
実
績
を
上
げ
て
き

て
い
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
地
域
再
生
に
お

け
る
、
き
わ
め
て
重
要
な
主
体
な
い
し
担
い
手
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
従
来
型

の
発
想
や
経
済
社
会
の
流
れ
か
ら
は
大
き
な
飛
躍
な
い
し

転
換
を
遂
げ
た
考
え
方
な
い
し
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
言
え
る
。

す
な
わ
ち
旧
来
の
発
想
で
は
、「
労
働
」と
い
う
概
念
は
、

た
と
え
ば
労
働
組
合
と
い
っ
た
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
基
本
的
に
「
地
域
」
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
職
域
」

に
関
わ
る
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
ら
は
「
雇
用

（
賃
労
働
）」「
都
市
」「
工
業
化
」
と
い
っ
た
領
域
に
親
和

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
と
地
域
づ
く
り

︱
自
律
分
散
的
な
働
き
方
と
「
生
命
経
済
」
の
時
代
︱

広
井
　
良
典

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

筆者プロフィール

広井 良典氏
（ひろい・よしのり）

1961 年岡山市生まれ。東京大学教養学部卒業、同大学院修
士課程修了後、厚生省勤務、千葉大学法政経学部教授をへて
2016 年より現職。専攻は公共政策及び科学哲学。『日本の社会
保障』（岩波新書）でエコノミスト賞、『コミュニティを問いな
おす』（ちくま新書）で大仏次郎論壇賞受賞。他に『定常型社会』
『ポスト資本主義』（以上岩波新書）、『人口減少社会のデザイン』
『無と意識の人類史』（以上東洋経済新報社）など著書多数。
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的
で
、
逆
に
言
え
ば
「
自
営
」「
農
村
」「
農
業
」
と
い
っ

た
領
域
と
は
対
照
的
な
位
置
づ
け
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
な
い
し
協
同
労
働
の
場

合
、
そ
れ
は
「
労
働
」
や
「
職
域
」「
都
市
」
と
も
重
な

り
つ
つ
、
同
時
に
先
ほ
ど
の
法
律
第
１
条
の
理
念
が
う
た

う
よ
う
に
、「
地
域
」
と
深
く
関
わ
り
、
し
か
も
そ
の
事

業
領
域
は
農
業
や
環
境
な
ど
に
も
広
く
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
な
い
し
協
同
労
働

の
理
念
と
そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
職
域
と

地
域
」「
都
市
と
農
村
」「
雇
用
と
自
営
」「
工
業
と
農
業
」

「
産
業
と
環
境
」
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
枠
組
み
を
乗

り
越
え
る
よ
う
な
、
新
た
な
時
代
の
労
働
形
態
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
文
字
通
り
〝
新
し
い
働
き
方
〟
を
提
示
す
る

も
の
な
の
で
あ
る
（
以
上
に
つ
い
て
は
︿
図
１
﹀
参
照
）。

私
の
理
解
で
は
、
今
回
成
立
し
た
法
律
で
は
、
協
同
労

働
の
こ
う
し
た
現
代
的
性
格
︱
︱
特
に
「
地
域
の
持
続
可

能
性
」
と
の
密
接
な
関
わ
り
︱
︱
が
国
際
的
に
見
て
も
明

確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
関
係
者
の

方
々
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
や
実
践
に
立
脚
し
た
、
い
わ
ば

〝
協
同
労
働
の
日
本
的
進
化
〟
と
い
う
面
を
も
っ
て
い
る

と
同
時
に
、
あ
る
意
味
で
幸
い
な
こ
と
に
、
法
案
成
立
の

過
程
に
お
い
て
、
近
年
の
「
地
方
創
生
」
の
流
れ
と
合
流

し
た
こ
と
も
関
与
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

日
本
に
お
い
て
協
同
労
働
に
つ
い
て
の
一
般
法
の
成
立
が

遅
れ
た
ぶ
ん
、
か
え
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
も
通
じ
る

よ
う
な
先
駆
性
を
も
つ
に
至
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

組
織
形
態
の
進
化
と

ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
根
本
的
に

新
た
な
働
き
方
な
い
し
労
働
の
形
が
現
代
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
︿
図
２
﹀
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
、
17
世
紀
頃
か
ら
資
本
主
義
が
展
開
し
進
化
し
て

い
く
中
で
の
「
組
織
」
の
あ
り
方
を
概
観
し
た
も
の
だ
。

そ
の
最
初
期
に
は
い
わ
ゆ
る
東
イ
ン
ド
会
社
（
１
６
０
０

年
）
が
創
設
さ
れ
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
欧
米
列
強
は
ア
ジ
ア

等
と
の
商
業
貿
易
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
が
、
産
業
革
命

を
受
け
て
19
世
紀
以
降
、
工
業
化
が
進
展
し
ま
た
大
量
の

工
場
労
働
者
が
生
ま
れ
る
中
で
、
組
織
に
つ
い
て
も
様
々

な
形
態
が
〝
模
索
〟
さ
れ
た
。
実
際
、
そ
こ
で
は
株
式
会

社
や
協
同
組
合
な
ど
の
多
様
な
形
態
が
現
出
し
た
が
、
や

が
て
20
世
紀
以
降
、
金
融
市
場
が
大
き
く
拡
大
し
て
い
く

中
で
、
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
株
式
会
社
と
い
う
組

織
形
態
だ
っ
た
。
実
際
、20
世
紀
は
「
株
式
会
社
の
世
紀
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
人
々
の
物
質
的
な
需
要
が
徐
々
に
成
熟
な
い
し

飽
和
し
、
ま
た
地
球
環
境
や
資
源
の
有
限
性
が
自
覚
さ
れ

て
い
く
中
で
、
経
済
は
次
第
に
構
造
的
な
低
成
長
時
代
へ

と
移
行
し
て
い
く
。
並
行
し
て
「
情
報
化
・
金
融
化
」
の

流
れ
も
成
熟
し
、
現
在
の
私
た
ち
は
「
ポ
ス
ト
情
報
化
」

の
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、経
済
の
拡
大
・

成
長
と
一
体
に
展
開
し
て
き
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
先

に
開
け
て
い
く
の
は
、「
ロ
ー
カ
ル
化
（
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
）」
と
い
う
方
向
に
他
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
い
わ
ば
経
済
や
労
働
の
〝
地
域
へ
の
着
陸
〟
と

呼
べ
る
状
況
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
構
造
変
化
の
中

で
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
「
労
働
、
職
域
」
と
「
地
域
」

の
ク
ロ
ス
・
オ
ー
バ
ー
と
い
う
新
た
な
展
開
が
生
ま
れ
る
。

今
回
成
立
し
た
法
律
で
の
協
同
労
働
な
い
し
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
は
、
他
で
も
な
く
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
対

応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

労
働
者
協
同
組
合
の
意
義
と

「
分
散
型
社
会
」

以
上
、
労
働
者
協
同
組
合
な
い
し
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が

時
代
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
現
代
的
意
味
を

図２

図１

労働者協同組合は
上記の双方の性格を併せ持つ。

新しい時代の組織形態としての
労働者協同組合

職域 地域
～コミュニティ

都市 農村
～自然、環境

工業化・情報化 農業・生命

賃労働（雇用） 仕事（自営）

特 集
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も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
以
下
で
は
も
う
少
し

個
別
的
な
論
点
に
そ
く
し
て
そ
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

現
在
と
い
う
時
代
状
況
に
お
い
て
、
労
働
者
協
同
組
合

が
も
つ
意
義
に
つ
い
て
、
私
自
身
は
特
に
、

⑴
自
律
分
散
的
な
働
き
方
を
支
え
る
組
織
形
態

⑵
格
差
社
会
を
生
ま
な
い
組
織
形
態

⑶
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
な
る
組
織
形
態

⑷
「
生
命
経
済
」
を
支
え
る
組
織
形
態

と
い
う
点
が
現
代
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
法
案
成
立
に
至
る
途
上
で
の
関
連
の
勉
強

会
等
で
も
述
べ
る
機
会
を
得
た
。

そ
し
て
、
以
上
に
挙
げ
た
４
つ
の
点
は
、
実
は
「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
」
の
日
本
社
会
に
お
け
る
課
題
と
も
重
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
特
に
⑴
と
⑷
に
つ
い

て
、
最
近
行
っ
た
研
究
や
私
見
な
ど
を
交
え
な
が
ら
議
論

を
展
開
し
て
み
た
い
。

ま
ず
⑴
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
勃

発
し
た
際
、
私
が
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
こ

で
示
さ
れ
た
状
況
や
課
題
が
、
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
２
０
１
７
年
に
公
表
し
た
、
日
本
社
会
の
未
来
に
関
す

る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
と
大
き

く
重
な
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
広
井
２
０
１
９
）。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
都
市
集
中
型
」
社
会
の
脆
弱
性

と
い
う
点
に
関
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
私
た
ち
の
上
記

研
究
で
は
、
日
本
社
会
の
現
在
そ
し
て
未
来
に
と
っ
て
重

要
と
思
わ
れ
る
約
１
５
０
の
社
会
的
要
因
か
ら
な
る
因
果

連
関
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
に

向
け
て
の
２
万
通
り
の
未
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
す
る
と
、
日
本
社
会
の
未
来
の
持
続
可
能
性
に
と
っ

て
、東
京
一
極
集
中
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
都
市
集
中
型
」

か
「
地
方
分
散
型
」
か
と
い
う
分
岐
が
も
っ
と
も
本
質
的

で
あ
り
、
し
か
も
人
口
、
地
域
の
持
続
可
能
性
や
格
差
、

健
康
、
幸
福
と
い
っ
た
観
点
か
ら
は
、「
地
方
分
散
型
」

の
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
が

出
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
う
し
た
後
戻
り
で
き
な
い

分
岐
が
２
０
２
５
年
か
ら
２
０
２
７
年
頃
に
生
じ
る
可
能

性
が
高
い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

生
じ
た
。
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
感
染
症
の
災

禍
が
特
に
大
き
い
の
は
東
京
を
含
め
、
人
口
の
集
中
度
が

高
い
数
百
万
人
規
模
の
大
都
市
圏
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
極

端
な
「
都
市
集
中
型
」
地
域
は
、
他
で
も
な
く
〝
３
密
〟

が
常
態
化
し
、
感
染
症
の
拡
大
が
容
易
に
生
じ
や
す
く
、

現
に
そ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
だ
。

以
上
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
る
と
、
私
は
「
都
市
集
中

か
ら
地
方
分
散
へ
」
と
い
う
方
向
こ
そ
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
社
会
を
考
え
て
い
く
上
で
も
っ
と
も
重
要
な
軸
に
な

る
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
今
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
生
じ
た
状
況
を
受

け
て
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
日
本
社
会
の
未
来
」
に
関
す

る
分
析
が
新
た
に
必
要
と
考
え
、
再
び
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、今
年
２
月
に
公
表
し
た（
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
「
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

望
ま
し
い
未
来
に
向
け
た
政
策
を
提
言
」
参
照
）。

そ
こ
で
示
さ
れ
た
の
は
、
い
わ
ば
包
括
的
な
意
味
で
の

「
分
散
型
」
社
会
へ
の
移
行
と
い
う
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
コ
ロ
ナ
前
の
Ａ
Ｉ
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
示
し
て
い
た
の
は
、
東
京
一
極
集
中
の

是
正
な
ど
に
関
わ
る
「
都
市
集
中
型
」
か
「
地
方
分
散
型
」

と
い
う
意
味
で
の
（
空
間
的
な
）「
分
散
型
」
だ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
今
回
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
関
す
る
分

析
で
示
さ
れ
た
の
は
、そ
う
し
た
空
間
的
な
意
味
で
の「
分

散
型
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
女
性
活
躍
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
い

し
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

展
開
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
や
男
性
の
育
児
参
加
と
い
っ

た
点
な
ど
、
働
き
方
や
住
ま
い
方
、
生
き
方
の
全
体
を
含

む
包
括
的
な
「
分
散
型
」
社
会
へ
の
移
行
が
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
持
続
可
能
な
日
本
社
会
の
実
現
に
と
っ
て

何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
大
き
く
言
え
ば
、「
人
生
の
分
散
型
」
社
会
と

呼
べ
る
よ
う
な
社
会
の
あ
り
よ
う
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り

〝
昭
和
〟
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
人
口
や
経
済
が
拡
大

を
続
け
、
並
行
し
て
「
す
べ
て
が
東
京
に
向
か
っ
て
流
れ

る
」と
と
も
に
、〝
集
団
で
一
本
の
道
を
登
る
〟よ
う
に
人
々

が
単
一
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、〝
男
性
は
カ
イ
シ
ャ
人
間

と
な
り
、
女
性
は
専
業
主
婦
と
し
て
家
事
に
専
念
す
る
〟

と
い
う
モ
デ
ル
が
強
固
に
な
っ
て
い
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
の
「
単
一
ゴ
ー
ル
・
集
中
型
社
会
」
か
ら
の
根
本
的
な

転
換
を
そ
れ
は
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

山
登
り
に
た
と
え
る
な
ら
ば
、〝
昭
和
〟
に
代
表
さ
れ

る
高
度
成
長
と
人
口
増
加
の
時
代
と
は
、
上
記
の
よ
う
に

〝
集
団
で
一
本
の
道
を
登
る
〟
時
代
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
は

一
つ
だ
っ
た
。
し
か
し
山
頂
に
立
っ
て
み
れ
ば
、
視
界
は

３
６
０
度
開
け
、
し
た
が
っ
て
各
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

選
び
つ
つ
、
従
来
よ
り
も
自
由
度
の
高
い
か
た
ち
で
自
ら

の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
創
造
性
を
発
揮
し
て
い
け
ば
よ

い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
方
向
は
、
ま
さ
に
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
な
い
し
協
同
労
働
が
体
現
す
る
よ
う
な
「
自
律
分
散
的

な
働
き
方
」
と
重
な
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
同
法
１
条
が
指
摘
し
て
い
る
「
各
人
が
生
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活
と
の
調
和
を
保
ち
つ
つ
そ
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
て

就
労
す
る
機
会
が
必
ず
し
も
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い

現
状
」
か
ら
出
発
し
つ
つ
、「
組
合
員
が
出
資
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
を
反
映
し
て
組
合
の
事
業
が
行
わ
れ
」
と
い

う
原
理
、
そ
し
て
「
多
様
な
就
労
の
機
会
を
創
出
す
る
こ

と
を
促
進
」
し
、「
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
資
す
る
」
と
い
う
目
的
は
、
他
で
も
な
く
「
自
律

分
散
的
な
働
き
方
」
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
生
命
経
済
」
の
時
代
と

労
働
者
協
同
組
合

地
域
に
お
け
る
「
自
律
分
散
的
な
働
き
方
」
と
い
う
点

と
並
び
、
も
う
１
点
述
べ
て
お
き
た
い
の
が
、
先
ほ
ど
⑷

と
し
て
挙
げ
た
「﹃
生
命
経
済
﹄
を
支
え
る
組
織
形
態
」

と
い
う
論
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
般
的
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
い
う
点
を
含
め
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
は
、「
生
命
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
が
社
会
の
中
心
的
な
概
念
と
し
て
重
要
に
な
る
と

私
は
考
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
新
型
コ
ロ
ナ
そ
れ
自
体
が
す
な
わ
ち
感
染
症

で
あ
り
、人
の
生
命
や
健
康
に
直
接
関
わ
る
現
象
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
世
界
規
模
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
た
背
景
に
は
、
同
じ
く
近
年
顕
著
な
異
常
気
象
な
い

し
気
候
変
動
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
人
間
と
自
然
あ
る

い
は
生
態
系
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
根
本
的
な
レ
ベ
ル
で
揺

ら
い
で
い
る
と
い
う
状
況
が
背
景
に
あ
る
。

こ
う
し
て
お
の
ず
と
「
生
命
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
が
、
重
要
な
点
と
し
て
、
こ

の
場
合
の
「
生
命
」
と
は
、
生
命
科
学
と
い
っ
た
狭
い
意

味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
英
語
の
「
ラ
イ
フ
」
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、「
生
活
、
人
生
」
と
い
っ
た
意
味
を
含
み
、
ま

た
生
態
系
や
地
球
の
生
物
多
様
性
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
の
意

味
も
含
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
は
、い
わ
ば
「
生

命
関
連
産
業
」
あ
る
い
は
「
生
命
経
済
」
と
呼
ぶ
べ
き
領

域
が
、
社
会
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
い
う「
生
命
関
連
産
業
」

と
は
、
具
体
的
に
は
少
な
く
と
も
次
の
５
つ
の
分
野
を
指

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
健
康
・
医
療
②
環
境
（
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
）
③
生
活
・
福
祉
④
農
業

⑤
文
化
︱
︱
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
先
ほ
ど
述
べ

た
広
い
意
味
で
の
「
生
命
」
に
深
く
関
連
し
て
い
る
。
最

後
の
「
文
化
」
は
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
て
も
「
文
化
」
に

関
す
る
活
動
は
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
し
、〝
文
化
は

生
命
の
維
持
に
不
可
欠
〟
と
い
う
印
象
的
な
言
葉
を
残
し

た
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
生
命
関
連
産

業
（
生
命
経
済
）」
は
、
い
ず
れ
も
概
し
て
比
較
的
小
規

模
で
、「
地
域
」
に
密
着
し
た
〝
ロ
ー
カ
ル
〟
な
性
格
が

強
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
分
野

を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
他
で
も
な
く
「
地
域
づ
く

り
」
あ
る
い
は
地
方
創
生
の
流
れ
と
も
呼
応
す
る
と
同
時

に
、
ロ
ー
カ
ル
な
経
済
循
環
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
、
介
護
、
福
祉
、
環
境
、

農
林
業
な
ど
こ
れ
ま
で
実
績
を
積
ん
で
き
た
事
業
が
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
地
域
密
着
型
の
「
生

命
関
連
産
業
（
生
命
経
済
）」
と
大
き
く
重
な
っ
て
い
る
。

振
り
返
れ
ば
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
高
度
成
長
期

を
中
心
に
〝
工
業
化
を
通
じ
た
経
済
成
長
〟
と
い
う
発
想

が
根
強
く
、し
か
も
そ
れ
が
相
当
な
成
果
を
収
め
た
た
め
、

そ
の
「
成
功
体
験
」
に
と
ら
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
〝
重
厚
長

大
型
の
経
済
発
展
モ
デ
ル
〟
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
ま
ま
現

在
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
し
た
思
考
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
し
、
以
上
の
よ
う

な
比
較
的
小
規
模
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
性
格
を
も
つ
「
生
命
」

中
心
の
経
済
な
い
し
産
業
構
造
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
主
要
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
―
―
地
域
再
生
の
主
体
な
い
し

受
け
皿
と
し
て
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

本
稿
で
は
労
働
者
協
働
組
合
の
も
つ
現
代
的
な
意
味
を

幅
広
い
視
点
か
ら
考
え
て
き
た
。
思
え
ば
こ
こ
し
ば
ら
く

の
間
、
地
方
創
生
の
流
れ
も
含
め
、
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
様
々
な
取
り
組
み
が
各
地
に
お
い
て
活
発
に
な
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
の
主
体
な
い
し
〝
受
け
皿
〟
と
な
る
組
織
の

仕
組
み
な
い
し
社
会
シ
ス
テ
ム
は
必
ず
し
も
十
分
に
整
備

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
面
が
あ
る
。

こ
こ
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
労

働
者
協
同
組
合
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
場
面
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
う
新
た
な
組
織
形
態
で
あ
り
、「
相
互
扶
助

の
経
済
」
の
担
い
手
と
も
言
え
る
。
成
立
し
た
労
働
者
協

働
組
合
法
の
浸
透
と
、
各
地
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
の
展

開
が
一
体
と
な
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
大
い

に
期
待
さ
れ
る
。

文
献

テ
ツ
オ
・
ナ
ジ
タ
（
２
０
１
５
）﹃
相
互
扶
助
の
経
済
﹄、

み
す
ず
書
房
。

広
井
良
典
（
２
０
１
９
）﹃
人
口
減
少
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
﹄、

東
洋
経
済
新
報
社
。

特 集
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札
幌
市
北
区
篠し

の

路ろ

は
、
札
幌
駅
か
ら
北
に
向
か
う
Ｊ
Ｒ

学
園
都
市
線
で
約
20
分
、
自
然
豊
か
な
住
宅
地
で
す
。
篠

路
駅
西
口
は
再
開
発
に
よ
り
近
代
的
な
景
観
に
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
古
い
倉
庫
群
が
残
る
東
口
か
ら
10
分
ほ
ど
歩

い
た
と
こ
ろ
に
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
「
篠

路
ま
ち
づ
く
り
テ
ラ
ス
和わ

氣き

藍あ
い

々あ
い

」
が
あ
り
ま
す
。
地
元

篠
路
の
木
田
製
粉
の
粉
を
使
っ
た
手
打
ち
う
ど
ん
や
ケ
ー

キ
な
ど
、
毎
日
丁
寧
に
手
作
り
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

必
要
な
も
の
は
自
分
た
ち
で

２
０
１
０
年
４
月
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
札
幌
市
篠

路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
コ
ミ
セ
ン
）
の
指
定

管
理
者
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
働
く
者
・
利
用
者
・

地
域
と
協
同
す
る
「
協
同
労
働
」
と
い
う
働
き
方
を
通
し

て
、
利
用
者
・
市
民
の
主
体
的
な
関
わ
り
を
生
み
、
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
公
共
施
設
の
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
６
月
、
コ
ミ
セ
ン
で
毎
月
開
催
し
て
い
る

◆◆◆

地
域
サ
ロ
ン
「
き
ず
な
サ
ロ
ン
」
の
中
で
、
鉄
道
高
架
や

区
画
整
理
、
道
路
の
拡
幅
な
ど
の
公
共
事
業
に
よ
っ
て
、

篠
路
の
ま
ち
が
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。「
10
年
後
に
は
ど
ん
な
ま

ち
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」「
知
ら
な
い
う
ち
に
見

慣
れ
た
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
く
の
は
、
な
ん
だ
か
さ
み
し

い
気
が
す
る
ね
」「
自
分
た
ち
の
思
い
を
少
し
で
も
反
映

さ
せ
た
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
か
な
」
そ
ん
な

会
話
を
き
っ
か
け
に
、
コ
ミ
セ
ン
の
利
用
者
た
ち
と
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
組
合
員
が
中
心
と
な
り
、
ま
ち
に
つ
い

て
の
み
ん
な
の
思
い
を
聞
い
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ど
ん
な
ま
ち
に
住
み
た
い
か
、
コ
ミ
セ
ン
の

文
化
祭
や
商
店
街
の
お
祭
り
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
と
い

っ
た
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
す
る
と
、
①
み
ん
な
が
気
軽
に
集

ま
れ
る
場
所
が
欲
し
い
②
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
る
お
店
が

欲
し
い
③
歴
史
を
伝
え
る
拠
点
が
必
要
―
―
と
い
う
三
つ

の
声
が
多
く
上
が
り
ま
し
た
。
ま
ち
に
必
要
な
も
の
は
自

分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
、
そ
れ
が
和
氣
藍
々
立
ち
上

げ
の
動
機
に
な
り
ま
し
た
。

出
番
と
役
割
の
あ
る
居
場
所

行
政
と
の
懇
談
会
、
ま
ち
歩
き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
（
保

健
師
、
病
院
の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
担

当
者
と
い
っ
た
人
た
ち
）
の
話
を
聞
く
な
ど
、
ま
ち
の
未

来
を
考
え
る
活
動
を
進
め
る
中
で
、
ま
ち
に
は
い
ろ
い
ろ

な
人
が
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
も

元
気
も
あ
っ
て
活
躍
の
場
が
な
い
高
齢
者
、
働
き
た
く
て

も
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
若
者
、
子
育
て
に
悩
む
母
親
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
人
で
も
誰

に
で
も
出
番
の
あ
る
場
所
、
そ
ん
な
居
場
所
が
ま
ち
に
は

必
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
心
と
な
る
事
業
に
飲
食
を
考
え
、
地
元
の
製
粉
工
場

に
う
ど
ん
作
り
を
習
い
に
行
き
ま
し
た
。
う
ど
ん
を
手
作

り
す
る
に
は
、
粉
を
こ
ね
る
、
生
地
に
ま
と
め
る
、
踏
む
、

伸
ば
す
、
切
る
と
い
っ
た
工
程
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
工
程

の
中
で
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
う
ど
ん
作
り
は
一
人
ひ
と
り
の
得
意

な
力
を
発
揮
し
て
協
力
で
き
る
作
業
で
、
ど
ん
な
人
に
も

役
割
が
持
て
る
仕
事
に
な
る
と
確
信
し
て
、
事
業
の
柱
に

据
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
応
援
を
い
た
だ
い
て

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
公
共
施
設
以
外
に
も
も
っ

と
自
由
に
集
え
る
地
域
の
居
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
動
き
始

め
ま
し
た
。
思
い
は
あ
っ
て
も
一
体
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
て
い
る
時
に

大
き
な
力
に
な
っ
て
く
れ
た
の
が
、
こ
の
思
い
に
賛
同
し

て
く
れ
た
地
域
の
方
々
で
す
。
立
ち
上
げ
の
た
め
に
必
要

◆◆◆◆◆◆

北
海
道
札
幌
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

石
本
　
依
子

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団

北
海
道
事
業
本
部 

副
本
部
長

―
と
も
に
つ
く
る
地
域
の
居
場
所
「
和
氣
藍
々
」―

み
ん
な
の「
や
っ
て
み
た
い
」が
か
な
う
場
所

7 2021・9月号 地域づくり 特集編 2021・9月号地域づくり 特集編 6

1



特 集

な
資
金
を
出
資
し
て
く
れ
た
方
、
備
品
を
提
供
し
て
く
れ

た
方
、
花
壇
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
方
、
い
ろ
い
ろ
な
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
２
０
１
７
年
５
月
に
「
篠
路
ま
ち
づ
く
り
テ

ラ
ス
和
氣
藍
々
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
現
在
の
組
合

員
は
20
代
か
ら
₅0
代
の
７
人
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
み
な

さ
ん
の
大
き
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
な
か
で
も
地

域
の
高
齢
者
か
ら
な
る
「
篠
路
チ
ョ
ボ
ラ
会
」
に
は
、
食

器
洗
い
や
調
理
補
助
、
接
客
、
草
刈
り
や
環
境
整
備
、
雪

か
き
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
毎
日
の

運
営
を
大
き
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

広
が
る
活
動

「
和
氣
藍
々
」
は
、
地
域
の
み
ん
な
が
気
軽
に
集
え
る

場
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
毎
日
行
っ
て
い
ま

◆◆◆

す
。
手
作
り
作
家
た
ち
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
マ
ル

シ
ェ
、
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム
の
会
、
本
好
き
の
仲
間
が
集
ま

る
読
書
会
な
ど
は
、「
こ
こ
で
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
地
域
の
方
の
企
画
が
持
ち
込
ま
れ
実
現
し

て
い
っ
た
も
の
で
す
。

日
曜
日
に
店
頭
で
開
催
さ
れ
る「
こ
ど
も
屋
台
」も
、「
こ

ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
地
域
の
方
の
思

い
と
ア
イ
デ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
協
力
を
得
て
、
野
草
の
天
ぷ
ら
や
せ
ん
べ

い
づ
く
り
、
餅
つ
き
、
雪
遊
び
な
ど
、
毎
回
趣
向
を
凝
ら

し
た
外
遊
び
の
ひ
ろ
ば
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

７
人
の
組
合
員
の
う
ち
５
人
は
障
が
い
の
あ
る
人
で
、

和
氣
藍
々
は
「
札
幌
市
障
が
い
者
協
働
事
業
所
」（
※
）

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
個
性
の
異
な
る

人
々
が
働
く
職
場
で
は
、
勘
違
い
や
思
い
込
み
に
よ
っ
て

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
和
氣
藍
々
で

は
「
困
り
ご
と
の
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
」
は
で
き
ま
せ
ん
。
困

っ
た
こ
と
が
起
き
た
ら
、そ
の
日
の
う
ち
に
「
順
調
会
議
」

（
本
日
も
順
調
に
問
題
あ
り
会
議
の
略
）
を
開
い
て
、
み

ん
な
で
話
し
合
い
を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
話
し
合
う
う
ち

に
誤
解
が
解
け
て
、
い
つ
の
間
に
か
問
題
だ
っ
た
こ
と
が

笑
い
話
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
仲
間
が
開
催
し
て
い
る
「
精
神
疾
患
と

と
も
に
生
き
る
会
」「
当
事
者
研
究
」
な
ど
と
い
っ
た
、

自
分
の
生
き
づ
ら
さ
や
困
り
ご
と
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

は
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
方
や
、
当
事
者
の
声
が
聴
き
た
い

と
い
っ
た
地
域
の
方
か
ら
の
反
響
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
ね
、
と
い
う
声
か
ら
始

ま
っ
た
和
氣
藍
々
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
を
自
粛
せ
ざ

る
を
得
な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
場
所
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
に

暮
ら
す
仲
間
と
と
も
に
ま
ち
を
元
気
に

し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
和
氣
藍
々
に
遊
び
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

※
札
幌
市
障
が
い
者
協
働
事
業
所

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
対
等

な
立
場
で
、
と
も
に
働
け
る
新
し
い
職

場
の
か
た
ち
を
進
め
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
就
労
促
進
、
社
会
的
、
経
済
的
な

自
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
札

幌
市
独
自
の
事
業
。
札
幌
市
は
、
こ
の

事
業
を
す
る
一
定
の
要
件
を
満
た
す
運

営
事
業
者
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内

で
運
営
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

浦河べてるの家・北海道医療大学の向谷地生良先生と毎月行う
「当事者研究」の会

商品のスイーツ

手作りのうどん。だしも北海道産
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震
災
復
興
の
中
長
期
的
な
役
割
を

登
米
地
域
福
祉
事
業
所
が
あ
る
登
米
市
は
宮
城
県
の
北

部
に
位
置
し
、
２
０
０
５
年
に
９
町
が
合
併
し
現
在
の
形

に
な
り
ま
し
た
。
人
口
は
７
９
０
３
２
人
、
10
年
間
に
約

８
０
０
０
人
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は
32
・
９

％
で
、
と
り
わ
け
後
述
す
る
中
山
間
地
域
の
鱒
淵
地
区
は

42
・
２
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
で
活
動

し
て
き
ま
し
た
が
、
被
災
沿
岸
部
は
震
災
か
ら
10
年
が
経

過
し
て
、
震
災
直
後
に
外
部
か
ら
入
っ
て
き
た
多
く
の
支

援
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
が
撤
退
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
団
体
は
、
緊
急
的
な
一
次
支
援
と

し
て
の
役
割
は
果
た
し
た
も
の
の
、
中
長
期
的
・
継
続
的

な
仕
組
み
や
成
果
は
残
せ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
も
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が

取
り
組
む
仕
事
お
こ
し
・
地
域
づ
く
り
は
、
効
果
的
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

被
災
者
の
仕
事
お
こ
し
目
指
し
ス
タ
ー
ト

登
米
地
域
福
祉
事
業
所
（
以
下
、
登
米
事
業
所
）
は
、

震
災
後
に
日
本
労
協
連
と
セ
ン
タ
ー
事
業
団
が
立
ち
上
げ

た
東
北
復
興
本
部
の
第
１
号
の
事
業
所
で
す
。
２
０
１
１

年
10
月
か
ら
起
業
型
人
材
育
成
事
業
（
緊
急
雇
用
創
出
事

業
）
の
枠
組
み
を
活
用
し
て
、
共
生
型
福
祉
の
担
い
手
づ

く
り
と
南
三
陸
町
か
ら
の
被
災
求
職
者
の
就
労
支
援
の
２

点
を
中
心
と
し
、
持
続
可
能
な
仕
事
お
こ
し
を
目
指
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
20
代
か
ら
70
代
の
組
合
員

が
福
祉
、
林
業
、
就
労
支
援
、
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
は
登
米

事
業
所
は
３
つ
に
分
割
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
登
米
事
業
所
の
仕
事
は
表
の
通
り
で
す
。

拠
点
は
次
の
４
つ
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

⑴
米
山
町
善
王
寺
地
区
で
は
、
廃
校
に
な
っ
た
幼
稚
園
を

活
用
し
た
共
生
型
の
福
祉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
児

の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
の
通
所
介
護
、
障

◆◆◆

が
い
者
の
生
活
介
護
を
行

っ
て
い
ま
す
。

⑵
米
山
町
西
野
地
区
で

は
、
障
が
い
者
就
労
支
援

事
業
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
）、
農
カ
フ
ェ
で 

野
菜

栽
培
や
惣
菜
、
お
弁
当
の

製
造
・
販
売
な
ど
の
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑶
市
街
地
域
の
迫
町
佐
沼

地
区
で
は
、
生
活
困
窮
者

が
行
政
や
市
民
の
依
頼
を

受
け
て
ゴ
ミ
屋
敷
の
片
付

け
や
援
農
な
ど
に
携
わ
る

生
活
支
援
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

⑷
山
間
部
に
あ
た
る
東
和

町
鱒
淵
地
区
で
は
、
林
業
を
８
人
の
メ
ン
バ
ー
が
行
っ
て

い
ま
す
。

登
米
事
業
所
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
い
る

仲
間
が
働
い
て
い
ま
す
。
障
が
い
児
を
育
て
る
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
、
高
校
受
験
に
失
敗
し
た
が
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
願
う
若
者
な
ど
で
す
。
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
の
事
業
は
、
こ
う
し
た
働
く
人

た
ち
の
背
景
や
身
の
回
り
の
困
難
を
仕
事
に
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
仲
間
と
協
同
し
て
仕
事
を
起
こ
す
に

は
、
ど
こ
か
で
他
者
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
話
し
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
互
い
の

違
い
を
受
け
止
め
合
う
こ
と
に
は
苦
労
を
し
ま
す
が
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
、
こ
の
働
き
方
の
意
味
や
価
値
が
表

宮
城
県
登
米
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
被
災
者
支
援
か
ら
林
業
活
性
化
ま
で
―

竹
森
　
幸
太

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団

登
米
地
域
福
祉
事
業
所 

所
長

多
様
な
人
た
ち
の
働
く
場
を
つ
く
る

表

部門名 事業内容 開設年月 仲間の人数
はっぴいデイ 高齢者デイ 2013年 1 月 9名
心りっぷる 障がい者就労 2014年 1 月 9名
ぽっかぽか 放課後等デイ 2014年 3 月 3名
REBORN FOREST登米 林業 2014年10月 8名
SKETCHA（すけっちゃ） 生活支援 2017年 8 月 ―
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現
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区﹁R

EB
O
R
N
 FO
R
EST

登
米
﹂

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
は
全
国
に
４
カ
所
の
モ
デ
ル
地

区
を
つ
く
り
、
山
村
の
暮
ら
し
や
実
際
の
仕
事
に
学
ぶ
林

業
の
仕
事
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
１
つ

が
鱒
淵
地
区
で
、R

EBO
R

N
 FO

R
EST

が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
林
業
の
仕
事
お
こ
し
は
、
地
域
住
民
か
ら

山
を
預
け
て
頂
く
た
め
の
活
動
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
初

◆◆◆

め
は
全
員
が
素
人
で
技
術
も
気
概
も
な
い
状
態
で
、
な
か

な
か
山
を
預
け
て
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
か
ら
耕

作
放
棄
地
の
草
刈
り
や
通
行
等
の
妨
げ
に
な
る
寺
の
支
障

木
伐
採
の
仕
事
を
頂
き
、
そ
の
結
果
を
﹁
林
業
通
信
﹂
を

発
行
し
て
地
域
の
全
戸
に
手
渡
し
で
配
布
し
知
ら
せ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
少
し
ず
つ
住
民
と
つ
な
が
り
、
お

祭
り
の
手
伝
い
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
小
さ
な
仕

事
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
中
で
、
地
域
の
仲
間
と
し
て
受

け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
か
ら
は
総
務
省
の
﹁
小
さ
な
拠
点
事
業
﹂

に
取
り
組
み
、
そ
の
中
で
森
林
塾
（
聞
き
取
り
）、
竹
細

工
講
座
、
地
域
の
将
来
予
測
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
小
さ
な

拠
点
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
で
の
自
分
た
ち

の
役
割
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
林
業
の
コ
ス
ト

計
算
を
し
、
利
潤
の
み
を
追
求
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
地

域
の
た
め
の
山
づ
く
り
に
は
つ
な
が
ら
な
い
、
む
し
ろ
私

た
ち
の
仕
事
は
住
民
と
と
も
に
地
域
を
守
っ
て
い
く
こ
と

が
役
割
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
住
民
と
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が
一
緒
に
な
っ

て
、
鱒
淵
地
域
住
民
自
治
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
協

議
会
が
主
体
に
な
っ
て
、
仙
台
市
の
児
童
館

の
子
ど
も
に
農
村
で
の
遊
び
や
暮
ら
し
を
体

験
し
て
も
ら
う
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、
地
域
の
女

性
を
中
心
に
野
菜
作
り
を
す
る
畑
の
教
室
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
の

反
応
に
、
保
護
者
か
ら
﹁
自
分
た
ち
も
登
米

に
い
っ
て
み
た
い
﹂
と
い
っ
た
声
や
、﹁
不

登
校
が
ち
だ
っ
た
子
ど
も
が
学
校
に
通
う
よ

う
に
な
っ
た
﹂
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

親
子
で
参
加
す
る
﹁
田
ん
ぼ
の
楽
校
﹂
に
発

展
し
て
い
ま
す
。

畑
の
教
室
で
は
、SK

ET
CH

A

と
連
携

し
て
、
引
き
こ
も
り
だ
っ
た
若
者
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
共
に
働
く
こ
と
を
通
じ
て
若
者

が
元
気
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
変
化
を
住
民

も
活
動
の
張
り
合
い
に
し
て
い
ま
す

こ
う
し
た
経
験
か
ら
２
０
２
１
年
８
月
に

障
が
い
者
の
就
労
支
援
事
業
を
開
始
し
、
多

様
な
人
た
ち
が
働
く
こ
と
の
で
き
る
場
を
つ

く
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

田んぼの楽校

正月飾りづくり
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地
域
密
着
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

そ
ら
ま
め
の
あ
ゆ
み

地
域
密
着
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
そ
ら
ま
め
は
、
埼
玉
県
ふ

じ
み
野
市
の
上
福
岡
駅
か
ら
少
し
離
れ
た
、
農
地
が
残
る

場
所
に
あ
る
。
敷
地
内
で
無
農
薬
野
菜
を
育
て
、
野
菜
の

下
処
理
等
の
農
作
業
を
生
活
動
作
訓
練
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。
利
用
者
が
育
て
た
野
菜
は
、
そ
ら
ま
め
ラ
ン
チ
と

し
て
昼
食
に
提
供
さ
れ
る
た
め
「
こ
の
野
菜
が
今
日
の
食

事
に
な
る
」
と
喜
ば
れ
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
で
、
学
童
保
育
を
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が

指
定
管
理
者
と
し
て
受
託
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
市
内

の
保
育
園
な
ど
で
働
い
て
い
た
島
袋
俊
子
さ
ん
（
現
そ
ら

ま
め
所
長
）
た
ち
が
そ
の
説
明
会
に
参
加
、
準
備
に
加
わ

る
こ
と
と
な
る
。
そ
ん
な
中
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。

福
島
か
ら
着
の
身
着
の
ま
ま
避
難
し
て
き
た
人
が
い
る
と

聞
き
、
島
袋
さ
ん
た
ち
は
救
援
物
資
や
そ
の
提
供
元
を
探

し
た
。
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
説
明
会
で
知
り
合
っ
た
人

も
加
わ
り
グ
ル
ー
プ
に
ん
じ
ん
を
立
ち
上
げ
、
避
難
者
家

族
と
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆◆◆

月
に
１
度
、
被
災
者
と
の
交
流
会
を
続
け
た
。
そ
ん
な

折
、「
息
が
詰
ま
り
そ
う
…
畑
が
し
た
い
」「
土
が
恋
し
い
」

と
の
声
が
上
が
る
。
公
務
員
住
宅
に
避
難
し
て
き
た
男
性

が
ふ
と
漏
ら
し
た
一
言
だ
っ
た
と
い
う
。
福
島
の
避
難
者

か
ら
の
要
望
に
応
え
た
い
、
と
畑
を
借
り
避
難
者
に
教
わ

り
な
が
ら
農
作
業
を
始
め
た
。

こ
の
活
動
を
継
続
す
る
に
つ
れ
、
被
災
後
福
島
に
帰
還

す
る
人
や
高
齢
で
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
す
る
仲
間
が
出
て
き

た
。
こ
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
た
い
、
に

ん
じ
ん
の
活
動
を
続
け
る
に
は
何
か
新
た
な
事
業
が
必
要

だ
と
考
え
、
福
島
の
避
難
者
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
高
齢

者
を
継
続
し
て
支
援
で
き
る
場
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
が

高
ま
っ
て
い
っ
た
。「
自
分
の
親
を
預
け
た
い
と
思
う
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
思

い
が
活
動
を
後
押
し
し
た
。

こ
う
し
て
２
０
１
２
年
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
そ
ら
ま
め
を

開
所
す
る
。
現
在
で
は
農
作
業
を
取
り
入
れ
た
ケ
ア
が
定

着
し
た
。
島
袋
所
長
自
身
が
写
真
撮
影
を
す
る
と
、「
室

内
で
の
笑
顔
よ
り
、
外
（
農
作
業
の
生
活
動
作
訓
練
）
で

の
笑
顔
の
ほ
う
が
い
い
顔
を
し
て
い
る
」。

そ
ら
ま
め
は
自
治
会
会
館
の
隣
に
あ
る
。
２
０
１
７
年

に
地
域
の
人
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
い

た
。
自
治
会
な
ど
の
集
会
後
に
ふ
と
立
ち
寄
る
地
域
の
人

も
い
る
。
そ
こ
で
自
然
と
生
活
の
困
り
ご
と
の
話
が
出
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
の
う
ち
、何
か
困
り
ご
と
が
あ
る
と「
誰

に
手
伝
っ
て
も
ら
お
う
か
」
と
い
う
流
れ
に
な
り
、
地
域

の
困
り
ご
と
相
談
を
受
け
、
話
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

排
水
工
事
や
草
刈
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
地
域
の
人
や
、

砂
利
を
敷
い
て
く
れ
る
そ
ら
ま
め
利
用
者
の
家
族
も
い

る
。
ま
た
、
敷
地
の
畑
で
栽
培
し
て
い
る
無
農
薬
野
菜
を

使
っ
た
そ
ら
ま
め
ラ
ン
チ
を
食
べ
に
く
る
人
も
い
る
。

そ
ら
ま
め
の
サ
ロ
ン
に
は
畑
の
作
付
計
画
表
が
貼
っ
て

あ
り
、
今
何
を
育
て
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
調
理
担
当
の

中
島
さ
ん
は
、「
そ
の
場
で
採
れ
た
無
農
薬
の
食
材
を
料

理
し
、
利
用
者
の
昼
食
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き
て

楽
し
い
。
最
初
は
採
れ
た
て
の
野
菜
を
使
い
こ
な
す
こ
と

に
苦
労
し
ま
し
た
。
今
で
は
旬
の
野
菜
を
取
り
入
れ
た
食

事
作
り
の
引
き
出
し
が
増
え
ま
し
た
」
と
話
す
。
朝
の
会

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

牧
野
　
玲

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団 

埼
玉
事
業
本
部

―
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
被
災
者
支
援
、
発
電
事
業
も
―

人
、
し
ご
と
、
支
え
合
い
で
つ
な
が
る
地
域

豊かな収穫に笑顔の利用者
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の
前
に
は
、
そ
ら
ま
め
の
庭
で
利
用
者
と
一
緒
に
収
穫
し

た
梅
ジ
ュ
ー
ス
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

地
域
の
中
の
そ
ら
ま
め
の
﹁
役
割
﹂

そ
ら
ま
め
は
南
相
馬
の
被
災
者
や
地
域
の
人
を
含
め
19

人
が
働
く
大
所
帯
に
な
っ
た
。
困
り
ご
と
の
話
か
ら
引
き

こ
も
り
だ
っ
た
人
の
採
用
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

働
く
人
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
が
い
る
だ
け
の
場

所
で
は
な
く
、
地
域
の
人
も
立
ち
寄
る
サ
ロ
ン
も
あ
る
。

◆◆◆

被
災
者
と
の
交
流
会
か
ら
始
ま
っ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
自

治
体
や
地
域
の
人
と
つ
な
が
り
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

語
り
合
う
場
に
な
っ
た
。

福
島
か
ら
避
難
し
、
苦
し
む
人
た
ち
を
支
援
し
て
「
原

発
と
人
間
は
共
存
で
き
な
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た

仲
間
た
ち
が
、「
原
発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く

り
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、
２
０
２
０
年
３
月
、
屋
根
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
、
野
菜
だ
け
で
な
く
電
気
も
自
給

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
発
電
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
も
設
置
し
、
緊
急
時
の

地
域
の
電
源
基
地
に
な
り
、
井
戸
水
も
利
用
で
き
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
立
ち
上
げ
時
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
時

は
、
周
囲
の
人
た
ち
に
資
金
を
含
め
た
協
力
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

福
島
の
避
難
者
の
中
に
も
協
力
者
が
現
れ
、「
収
穫
し

た
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
く
ら
い
し
か
私
た
ち
に
は
で

き
な
い
で
す
け
ど
、
で
も
す
ご
く
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
て
」

と
、
今
も
交
流
が
継
続
し
て
い
る
。

介
護
事
業
所
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
時
期
を
迎
え

て
い
る
。
そ
ら
ま
め
で
は
、
経
営
改
善
の
た
め
の
話
し
合

い
を
全
員
で
行
う
。「
良
い
サ
ー
ビ
ス
は
事
業
運

営
で
は
当
た
り
前
。良
い
食
事
を
提
供
し
た
い
し
、

自
分
た
ち
も
い
い
も
の
を
食
べ
た
い
」。
今
後
も

そ
ら
ま
め
で
働
く
全
員
で
話
し
合
い
を
継
続
し
、

収
益
を
増
や
す
ア
イ
デ
ア
も
話
し
合
っ
て
い
き
た

い
。

み
ん
な
で
実
現
す
る
働
き
方

働
く
仲
間
の
平
均
年
齢
は
お
お
よ
そ
50
歳
前

後
。
所
長
は
60
代
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
50
～
70
代
、

そ
ら
ま
め
の
働
き
方
に
共
感
し
応
募
し
て
く
れ
た

人
は
30
代
。
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
れ
ま
で
社
会
で
経
験

し
え
な
か
っ
た
働
き
方
を
し
て
い
る
。
あ
る
組
合

員
は
そ
ら
ま
め
を
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は
な
く
丸
い

社
会
」
と
形
容
し
て
い
た
。

島
袋
さ
ん
は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
10
年
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
と
出
会
っ
て
か
ら
10
年
。今
、

労
働
者
協
同
組
合
法
が
で
き
て
、
私
た
ち
普
通
の

主
婦
が
、
自
分
た
ち
で
仕
事
お
こ
し
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
言
う
。

◆◆◆

島袋所長（左）と農作業をする利用者

屋根に設置されたソーラーパネル
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地
域
の
労
働
者
協
同
組
合
と
し
て
設
立

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
ち
ば
は
、
千
葉
県
船
橋
市
で
１
９

８
７
年
に
「
船
橋
地
域
中
高
年
雇
用
・
福
祉
事
業
団
」
と

い
う
名
称
で
、
地
域
の
労
働
者
協
同
組
合
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

船
橋
市
は
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
高
度
成
長

期
に
多
く
の
団
地
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
ひ
と

つ
、
住
宅
都
市
整
備
公
団
（
現
・
Ｕ
Ｒ
）
高
根
台
団
地
の

近
く
に
事
務
所
を
構
え
、
今
年
で
34
年
目
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
発
起
人
に
よ
る
設
立
趣
意
書
に
は
、「
居
住
す
る

人
た
ち
の『
協
同
』の
関
係
を
あ
ら
た
め
て
問
い
直
す
」「
消

費
生
協
・
市
職
労
・
医
療
生
協
を
は
じ
め
団
地
自
治
会
な

ど
諸
団
体
と
の
協
力
関
係
を
深
め
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
」「
地
域
の
中
高
年
齢
者
が
そ
れ
ま
で
に
培

っ
て
き
た
知
識
や
技
術
を
生
か
し
、
仕
事
を
お
こ
し
、
自

ら
の
労
働
条
件
の
改
善
や
要
求
の
実
現
を
図
る
」
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

仕
事
の
減
少
機
に
事
業
を
多
角
化

設
立
以
降
、
私
た
ち
は
団
地
が
発
祥
の
地
で
あ
る
コ
ー

プ
せ
い
き
ょ
う
（
後
の
ち
ば
コ
ー
プ
、
現
・
コ
ー
プ
み
ら

い
）
の
倉
庫
内
作
業
や
、
病
院
の
清
掃
、
地
域
の
産
直
団

体
の
仕
事
、
団
地
自
治
会
と
連
携
し
て
の
営
繕
の
仕
事
な

ど
を
中
心
に
中
高
年
の
働
く
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
ご
ろ
に
そ
れ
ま
で
事
業
の
一
つ

の
柱
だ
っ
た
生
協
の
物
流
セ
ン
タ
ー
が
船
橋
か
ら
移
転

し
、仕
事
が
無
く
な
る
と
い
う
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
事
態
に
直
面
し
、
委
託
事
業
だ
け
で
な
く
自
分
た
ち

で
自
前
の
仕
事
を
お
こ
す
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
０
０
年
７
月
に
お
弁
当
の
仕
出
し
や
配

食
を
行
う
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
四
季
彩
」
が
ス
タ
ー
ト
。

ま
た
、
他
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
同
様
、
日
本
労
働
者
協

同
組
合
連
合
会
の
提
起
も
あ
り
、
２
０
０
０
年
か
ら
始
ま

っ
た
介
護
保
険
制
度
に
対
応
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

の
養
成
研
修
を
開
始
し
、
修
了
生
た
ち
と
、
安
心
し
て
住

◆◆◆

み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
２
０
０
２
年
に

「
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ
り
の
木
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
団
地
を
含
む
地
域
の
高
齢
化
も
あ
り
、「
四
季
彩
」

は
の
ち
に
団
地
内
に
で
き
た
高
齢
者
施
設
の
食
堂
を
担
う

こ
と
に
な
り
（
２
０
０
９
年
）、「
ゆ
り
の
木
」
は
月
間
の

べ
１
２
０
０
時
間
の
介
護
を
行
う
地
域
の
基
幹
的
な
訪
問

介
護
事
業
所
に
発
展
し
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
は
船
橋

市
に
隣
接
す
る
白
井
市
に
訪
問
介
護
事
業
「
し
い
の
木
」、

２
０
１
４
年
に
は
松
戸
市
で
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
み
ら
い
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

名
称
変
更
、
県
全
域
へ
事
業
を
拡
大

２
０
１
０
年
、
私
た
ち
は
本
格
的
な
労
働
者
協
同
組
合

づ
く
り
と
、
千
葉
県
全
域
へ
仕
事
お
こ
し
を
広
げ
る
こ
と

を
目
指
ざ
し
、「
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
ち
ば
」
に
名
称
を

変
更
し
ま
し
た
。

当
時
、
全
国
で
労
働
者
協
同
組
合
の
法
制
化
運
動
が
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
２
０
１
０
年
２
月
に
熊
谷
俊

人
千
葉
市
長
（
当
時
、
現
・
千
葉
県
知
事
）
を
訪
問
、
労

働
者
協
同
組
合
の
法
制
化
と
活
動
の
支
援
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
折
し
も
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
０
９
年
に
か
け
て

は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
と
す
る
景
気
後
退
が

世
界
中
に
広
が
り
、
千
葉
市
で
も
そ
の
余
波
を
受
け
、
失

業
し
生
活
保
護
を
受
給
す
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
対
策
と
し
て
千
葉
市
が
生
活
保
護
受
給
者
の
就
労

（
準
備
）支
援
を
計
画
し
て
お
り
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
応
募
、

採
用
さ
れ
２
０
１
１
年
４
月
よ
り
千
葉
市
に
お
い
て
初
の

行
政
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
「
千
葉
市
農
業
等
就
労
・

社
会
体
験
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
国
の
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
の
歴
史
は
、
戦
後
の
失
業
対
策
事
業
で
働
く
労

◆◆◆

千
葉
県
船
橋
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
ち
ば
の
地
域
づ
く
り
―

菊
地
　
謙

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
ち
ば
理
事
長

働
く
場
創
出
か
ら
困
窮
者
支
援
ま
で
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働
者
た
ち
の
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
私
た
ち
も

失
業
者
の
支
援
事
業
に
参
画
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
設
立

千
葉
市
で
始
ま
っ
た
事
業
で
、
就
労
問
題
や
住
宅
問
題

な
ど
困
窮
者
支
援
の
現
状
を
学
ぶ
中
で
、
私
た
ち
は
生
活

保
護
受
給
者
の
就
労
体
験
、
そ
し
て
再
度
仕
事
に
就
く
た

め
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
の
場
と
し
て
、
２
０
１
２
年
５
月
に

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ち
ば
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
食
品
を
困
窮

者
や
福
祉
施
設
に
無
償
で
提
供
す
る
活
動
の
認
知
度
は
高

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
関
わ
る

こ
と
が
、
困
窮
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
次
第
に
福
祉
関
係
者
に
知
ら
れ
る
こ

◆◆◆

と
と
な
り
、
依
頼
が
増
加
し
て
年
間
２
０
０
０
世
帯
以
上

に
食
品
を
提
供
す
る
一
方
で
、
県
内
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体

の
社
会
福
祉
協
議
会
等
を
窓
口
に
、
家
庭
で
余
っ
て
い
る

食
品
を
集
め
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
活
動
も
広
が
り
、

年
間
4₀
㌧
も
の
食
品
が
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
（
企
業
か
ら
の
食
品
寄
付
を
合
わ
せ
る
と
₇₀
㌧
以
上
）。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
通
じ
て
缶
詰
１
個
を
寄
付
す
る
こ
と
か

ら
で
き
る
困
窮
者
支
援
の
活
動
に
多
く
の
市
民
が
参
加

し
、
ま
た
県
内
の
生
活
協
同
組
合
が
連
携
し
て
行
う
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な

ど
の
団
体
や
企
業
が
行
う
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
、
福
祉

の
枠
を
超
え
、
地
域
社
会
全
体
で
困
窮
者
支
援
に
取
り
組

む
形
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
４
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
ち
ば
と
し
て
、
千
葉
市
で
２

か
所
（
稲
毛
区
、
若
葉
区
）
の
相
談
事
業
と
習
志
野
市
の

自
立
相
談
支
援
事
業
、千
葉
市
の
一
時
生
活
支
援
事
業（
シ

ェ
ル
タ
ー
）
や
習
志
野
市
で
の
子
ど
も
の
学
習
支
援
、
就

労
準
備
支
援
事
業
を
受
託
す
る
な
ど
、
行
政
と
の
連
携
も

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度
は
船
橋
市
、
習
志

野
市
で
休
眠
預
金
の
助
成
金
を
活
用
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
の
シ
ェ
ル
タ
ー
事
業
も
開
始
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
外
国
人
や
若
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
が
増
加
し
た

た
め
、
仕
事
と
住
ま
い
を
失
っ
た
若
者
に
「
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
で
働
い
て
自
立
し
て
い
く
道
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
一
部
を
寮
と
し
て
運
用
し
、
送

迎
業
務
で
共
に
働
く
仲
間
と
し
て
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。

若
者
か
ら
は
「
住
ま
い
と
仕
事
が
す
ぐ
に
決
ま
っ
た
。
最

初
は
不
安
だ
っ
た
が
、
職
場
に
は
年
上
の
人
も
い
る
し
、

普
通
に
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
会
社
と

は
違
う
な
と
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。協
力
と
い
う
か
、

人
間
関
係
の
大
切
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
船
橋
市
高
根
台
で
は
子
ど
も
食
堂
や
そ
こ
か
ら

派
生
し
た
「
制
服
バ
ン
ク
」
の
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
ち
ば
は
、
組
合
員
２
０
０
人
、

事
業
高
４
・
７
億
円
の
事
業
に
広
が
っ
て
い
ま
す
（
２

０
２
０
年
度
）。
地
域
で
必
要
な
仕
事
を
お
こ
し
、
事

業
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
み
ん
な

が
参
加
し
て
働
く
場
の
創
出
や
安
定
し
た
経
営
を
目
指

す
一
方
で
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
新
し
い
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
来
年
に
は
労
働
者
協
同
組
合
法
の
施
行

が
控
え
て
お
り
、
新
し
い
法
人
へ
の
移
行
と
合
わ
せ
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆◆◆

2021 年度総会

訪問介護事業所『ゆりの木』での実習風景

フードバンクで作業するボランティア
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消
え
た
１
１
５
万
人

地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
の
に
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て

い
る
の
に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
人

た
ち
が
い
ま
す
。「
向
こ
う
の
家
の
息
子
さ
ん
、
ず
っ
と

家
に
い
る
ら
し
い
よ
」「
あ
そ
こ
の
娘
さ
ん
、
働
か
な
い

で
一
体
何
を
し
て
い
る
の
か
し
ら
？
」
そ
ん
な
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
視
線
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
同
じ
地
域

で
生
き
る
仲
間
と
は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
人
た
ち
で

す
。２

０
０
２
年
、「
消
え
た
１
０
０
万
人
」
と
い
う
報
道

番
組
が
イ
ギ
リ
ス
Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
放
送
さ
れ
、
世
界
に
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
の
数
で
あ
る
こ
の

数
字
は
誇
張
で
は
な
く
、
現
在
、
日
本
で
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
人
は
１
１
５
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
の
日
本
社
会
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
い
る
人
に
対

し
て
有
効
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
て
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ

の
数
年
、
川
崎
市
登
戸
通
り
魔
事
件
や
元
農
水
事
務

◆◆◆

次
官
長
男
殺
害
事
件
な
ど
、
ひ
き
こ
も
り
の
人
が
加
害
者

や
被
害
者
に
な
る
、
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
る
た
び
に
、
少
し
ず
つ
私
た
ち
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

対
等
な
話
し
合
い
で
つ
く
る
会
社

４
４
０
Hz
（
東
京
都
新
宿
区
）
は
、
不
登
校
・
ひ
き
こ

も
り
経
験
者
が
２
０
１
０
年
に
起
業
し
た
社
会
的
企
業
で

す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
て
、
10
人
ほ
ど
の
小
さ
な
会
社

で
す
が
、
特
徴
は
、
社
長
、
取
締
役
、
社
員
に
上
下
関
係

は
存
在
せ
ず
、
対
等
な
話
し
合
い
で
運
営
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
働
い
て
い
る
人
は
全
員
、
後
述
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ

Ｄ
Ｕ
・
雫て

き

穿せ
ん

大だ
い

学が
く

（
東
京
都
新
宿
区
、以
下
「
雫
穿
大
学
」）

の
卒
業
生
。
雫
穿
大
学
で
培
っ
て
き
た
文
化
が
会
社
の
文

化
を
支
え
て
い
ま
す
。

最
初
は
雫
穿
大
学
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
か
ら
仕
事
を

も
ら
い
、
徐
々
に
口
コ
ミ
で
依
頼
が
増
え
、
現
在
は
映
像
・

デ
ザ
イ
ン
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
制
作
な
ど
に
業
務
が
広
が
り
、

設
立
か
ら
現
在
ま
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
続
け
て
い
ま
す
。

◆◆◆

学
生
が
運
営
し
、
思
う
存
分
学
ぶ
大
学

雫
穿
大
学
は
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
と
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
が
設
立
し
た
「
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ

ッ
ク
大
学
」
で
す
。
学
生
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
り
ま
す
。
必
修
科
目

は
存
在
せ
ず
、
何
を
学
ん
で
も
よ
く
、
自
分
で
納
得
が
い

く
ま
で
、
何
年
在
籍
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
雫
穿
大
学
で
は
、
英
語
や
韓
国
語
な
ど
の
語
学
、

哲
学
・
社
会
学
、
映
像
、
演
劇
な
ど
幅
広
い
講
座
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
学
生
は
自
分
の
学
び
た
い
こ
と
を
提
案
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
運
営
は
、
一
般
の
大
学
の
よ
う
に

理
事
会
・
教
授
会
が
行
う
の
で
は
な
く
、
学
生
・
ス
タ
ッ

フ
の
運
営
会
議
で
、
ひ
と
り
一
票
を
持
っ
て
話
し
合
っ
て

決
定
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
日
々
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
講

座
の
存
続
、
講
師
の
人
事
ま
で
、
大
学
に
関
わ
る
す
べ
て

を
決
定
し
ま
す
。

学
生
た
ち
は
雫
穿
大
学
を
「
自
分
か
ら
始
ま
る
学
び
の

場
」
と
表
現
し
ま
す
。
私
た
ち
、
４
４
０
Hz
の
メ
ン
バ
ー

も
、
学
生
時
代
に
雫
穿
大
学
で
、
自
分
た
ち
の
学
ぶ
場
を

自
分
た
ち
で
運
営
す
る
と
い
う
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

雫
穿
大
学
を
卒
業
す
る
と
き
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
が
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か
し
て
仕
事
を
し
た

い
、
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
４
４
０
Hz
の
設
立
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

学
ぶ
人
自
身
か
ら
始
ま
る
場
を

４
４
０
Hz
と
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
５
年
ほ
ど
前
に
、

若
者
支
援
の
全
国
大
会
で
出
会
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
私
た

◆◆◆◆◆◆

東
京
都
新
宿
区

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

長
井
　
岳

（
株
）
創
造
集
団
４
４
０
Hz
取
締
役 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｄ
Ｕ
・
雫
穿
大
学 

理
事

―
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
起
業
―

ま
ち
全
体
を
学
び
の
場
へ
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ち
は
、
働
く
人
自
身
が
出
資
し
、
運
営
す
る
と
い
う
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
あ
り
方
を
知
り
ま
し
た
。
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
か
ら
は
、
ひ
き
こ
も
り
経
験
を
持
つ
若
者
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
の
、
周
り
の
助
け
を
得
な
が
ら

仲
間
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
話
が
心
を
打

ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
全
国
組
織
、

日
本
労
働
者
協
同
組
合
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
連
合
会

（
以
下
、
連
合
会
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
皮
切

り
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
交

流
が
深
ま
り
、２
年
前
に
準
会
員
と
し
て
連
合
会
に
加
盟
。

こ
の
春
に
は
正
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

₂1
年
度
か
ら
、
連
合
会
に
「
多
様
な
学
び
と
育
ち
検
討

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
議
論
は
こ
れ
か
ら
で
す

が
、
私
た
ち
と
し
て
は
、
学
ぶ
人
自
身
か
ら
始
ま
る
学
び

の
場
と
、
働
き
な
が
ら
学
ん
で
い
け
る
場
を
全
国
に
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
招
か
れ
る
機

会
も
増
え
、
そ
こ
で
４
４
０
Hz 
を
紹
介
す
る
と
「
う
ち
の

子
ど
も
が
働
く
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
に
尋
ね

る
方
が
暮
ら
す
ま
ち
に
４
４
０
Hz 
の
よ
う
な
場
を
作
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
雫
穿
大
学
の
よ
う
な
場

を
作
れ
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
不
登
校
・
ひ
き
こ

も
り
を
経
て
４
４
０
Hz 
を
立
ち
上
げ
た
私
た
ち
の
経
験

は
、
ひ
き
こ
も
る
人
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
安
易
な
就
労

支
援
で
は
な
く
、
自
分
自
身
を
取
り
戻
せ
る
、
自
分
に
あ

っ
た
生
き
方
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
な
場
だ
と
証
明
し

て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。

﹁
働
く
﹂
と
﹁
学
ぶ
﹂
を
結
ぶ
場

中
米
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
カ
グ
ア
ス
市
は
、

＂
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
テ
ィ
＂
と
い
う
発

想
で
ま
ち
を
作
っ
て
い
ま
す
。
学
び
は
学
校
の

中
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
ー
キ
作
り

を
学
び
た
か
っ
た
ら
、
製
菓
学
校
に
通
う
の
で

は
な
く
、
街
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
行
け
ば
経
験

豊
富
な
ケ
ー
キ
作
り
の
先
生
が
い
ま
す
。
工
場

に
行
け
ば
溶
接
の
達
人
が
、
映
像
の
現
場
に
行

け
ば
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
い
ま
す
。
ど
う

し
て
学
び
が
学
校
の
中
だ
け
に
あ
る
と
考
え
る

の
で
し
ょ
う
か
、
と
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ

テ
ィ
の
提
唱
者
は
考
え
て
い
ま
す
。

人
が
働
く
場
は
、
同
時
に
学
び
の
場
に
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
日
本
の
ど
の
地
域

に
も
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。「
働
く
」
と
「
学
ぶ
」
を
結
び
つ
け
る

新
た
な
場
の
可
能
性
を
、
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
ま

せ
ん
か
？

◆◆◆

ワーカーズコープ連合会の古村伸宏理事長（右から二人目）と 440Hz のメンバー

440Hz のミーティング
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愛
知
県
高
齢
者
生
活
協
同
組
合

愛
知
県
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
（
以
下
、愛
知
高
齢
協
）

は
、
１
９
９
５
年
９
月
15
日
、
当
時
の
敬
老
の
日
に
設
立

さ
れ
た
。
福
祉
を
主
た
る
事
業
と
し
た
生
協
法
人
と
し
て

「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
し
な
い
。
一
人
ぼ
っ
ち
の
高

齢
者
を
な
く
そ
う
」
を
共
通
の
理
念
と
し
て
、
愛
知
県
内

に
５
つ
の
地
域
福
祉
事
業
所
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ

ア
の
活
動
に
取
り
組
み
、
約
２
５
０
０
人
の
組
合
員
が
活

動
に
参
加
し
て
い
る
。

日
本
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
が
提
唱
し
て
各
地
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
は
、
２
０
０
１
年

11
月
に
日
本
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
連
合
会
を
結
成
し

た
。
愛
知
高
齢
協
も
加
盟
し
、
日
本
労
働
者
協
同
組
合
連

合
会
が
推
進
す
る
地
域
福
祉
事
業
所
と
と
も
に
、
協
同
労

働
で
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
介
護
事
業
の
実
践
な
ど
地
域

福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◆◆◆

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
機
に
担
い
手
養
成
へ

「
景
気
に
左
右
さ
れ
る
働
き
方
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
を
つ
く
ろ
う
」。
２
０
０

８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
「
ト
ヨ
タ
」
に
と
っ
て
も

例
外
で
は
な
く
、「
ト
ヨ
タ
シ
ョ
ッ
ク
」
の
名
の
も
と
に
期

間
従
業
員
の
大
リ
ス
ト
ラ
が
行
わ
れ
、
愛
知
県
内
の
失
業

者
問
題
は
深
刻
化
。
中
で
も
外
国
人
が
40
％
近
く
を
占
め

る
豊
田
市
保
見
団
地
で
は
、「
雇
止
め
」
で
職
を
失
い
、

生
き
る
こ
と
が
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
状
態
に
陥
っ
て
い
る

人
々
が
急
増
し
、
食
料
支
援
に
多
く
の
外
国
人
が
列
を
な

し
た
。

雇
用
不
安
の
打
開
策
の
一
つ
と
し
て
「
労
働
者
協
同
組

合
」
へ
の
理
解
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
日
本
労
働
者
協

同
組
合
連
合
会
と
共
催
で
「
雇
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
２

０
０
９
年
２
月
に
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
団
地
内
の
外
国

人
支
援
団
体
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

介
護
職
の
職
業
訓
練
を
２
０
１
０
年
４
月
に
開
講
。
最
初

の
募
集
に
は
30
人
近
く
集
ま
り
、
簡
単
な
日
本
語
テ
ス
ト

◆◆◆

を
実
施
し
て
、
15
人
の
受
講
生
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
座
席

を
、
日
本
人
と
外
国
人
が
隣
り
合
わ
せ
に
し
て
教
え
合
え

る
よ
う
に
し
、
講
座
の
前
後
の
時
間
を
使
い
外
国
人
に
は

日
本
語
教
室
を
実
施
し
た
。
通
算
８
回
、
１
０
２
人
の
担

い
手
を
育
て
た
。

昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
工
場
勤
務
が
減
る
中
、

介
護
の
仕
事
を
し
た
い
、
協
同
組
合
で
介
護
の
仕
事
を
し

た
い
と
い
う
外
国
人
か
ら
の
講
座
の
希
望
が
あ
り
、
２
０

２
０
年
、
２
０
２
１
年
と
開
講
。
昨
年
受
講
者
の
う
ち
４

人
、
今
年
（
現
在
進
行
中
）
は
受
講
し
た
８
人
の
う
ち
６

人
が
外
国
人
で
、
そ
の
う
ち
２
人
が
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
み

で
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

多
文
化
共
生
を
め
ざ
す
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

介
護
講
座
の
目
的
の
第
１
は
、
地
域
福
祉
事
業
所
を
つ

く
り
、
こ
の
地
域
の
失
業
者
の
働
く
場
を
増
や
す
こ
と
。

第
２
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
の
地
域
の
、
介
護
を
は

じ
め
と
し
た
生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
。

そ
し
て
第
３
は
、
日
本
人
と
外
国
人
が
同
じ
介
護
講
座
で

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の
多
文
化
共
生
を
め
ざ
す
こ

と
で
あ
っ
た
。

２
０
１
１
年
４
月
に
、
介
護
講
座
の
修
了
生
が
中
心
に

な
っ
て
「
高
齢
者
生
協
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
み
」
を
立
ち
上

げ
た
。
開
所
式
に
は
、
地
域
の
方
々
な
ど
１
０
０
人
以
上

が
参
加
し
て
祝
い
、
ア
ン
デ
ス
音
楽
の
演
奏
と
サ
ル
サ
ダ

ン
ス
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル

ー
、
日
本
の
料
理
が
並
ん
だ
。
国
際
色
豊
か
に
彩
ら
れ
た

事
業
所
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
共
生
の
第
１
歩
と
な
っ

た
。 ◆◆◆

愛
知
県
豊
田
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
み
」
の
実
践
―

藤
井
　
克
子

愛
知
県
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
専
務
理
事

外
国
人
と
共
に
生
き
る
地
域
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初
め
て
の
利
用
者
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
も

事
業
所
開
設
当
初
か
ら
、
保
見
地
域
の
外
国
人
の
介
護

支
援
の
相
談
・
依
頼
が
絶
え
間
な
く
入
っ
て
き
た
。
初
め

て
の
利
用
者
は
、
肺
気
腫
を
患
い
、
在
宅
酸
素
療
法
を
利

用
し
て
い
る
日
系
ペ
ル
ー
人
の
Ａ
さ
ん
（
₇₈
歳
・
女
性
）

だ
っ
た
。
生
活
に
も
困
窮
し
て
い
た
た
め
、
愛
知
高
齢
協

が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
引
き
受
け
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
み

の
日
系
ペ
ル
ー
人
ヘ
ル
パ
ー
と
共
に
、
Ａ
さ
ん
の
生
活
保

護
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
を
行
う
。
Ａ
さ
ん
の
病
状

は
そ
の
後
悪
化
。
病
院
か
ら
「
余
命
２
カ
月
」
と
宣
告
さ

◆◆◆

れ
る
も
、
本
人
と
家
族
は
「
入
院
し
た
く
な
い
。
何
と
か

自
宅
で
生
活
し
て
い
き
た
い
」。
地
域
で
在
宅
医
療
に
取

り
組
む
内
科
医
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
協
力
を
依

頼
し
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
み
と
し
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
本
人
・
家
族
が
正
確
な
病
状
を

理
解
す
る
た
め
に
、
医
療
と
連
携
し
、
ま
た
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
ほ
み
の
通
訳
が
い
た
か
ら
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
愛
知
高
齢
協
の
高
齢
者
向
け
住
宅
「
あ
ま
こ
だ　

え
の
き
の
家
」
で
の
事
例
で
あ
る
が
、
施
設
で
生
き
る
希

望
を
失
っ
て
い
た
要
介
護
５
の
日
本
人
の
方
を
在
宅
で
支

え
る
際
は
、
本
人
に
寄
り
添
い
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
大

事
に
し
な
が
ら
ケ
ア
を
重
ね
る
中
で
、
徐
々
に
元
気
に
な

り
、
最
終
的
に
は
要
介

護
認
定
を
外
れ
自
立
認

定
さ
れ
る
ま
で
回
復
。

絵
が
得
意
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
愛
知
高
齢
協

の
い
き
が
い
講
座
事
業

で
絵
画
の
講
師
を
担
う

ま
で
に
な
っ
た
。
利
用

者
も
組
合
員
と
な
り
主

体
者
と
な
れ
る
高
齢
協

だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ

と
と
自
負
し
て
い
る
。

日
本
人
と

外
国
人
が

連
携
し
ケ
ア

事
例
で
も
触
れ
た
よ

う
に
、
利
用
者
を
支
援

す
る
こ
と
は
一
つ
の
事

業
所
だ
け
で
は
な
く
、

◆◆◆

地
域
医
療
、
他
の
介
護
事
業
所
、
行
政
の
各
担
当
課
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
警
察
な
ど
の
地
域
機
関
（
社
会
資
源
）

と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
外
国
人
ヘ
ル
パ
ー
だ
か
ら
こ

そ
同
胞
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
、
日
本

人
ヘ
ル
パ
ー
と
連
携
し
て
ケ
ア
に
取
り
組
む
。
ま
た
外
国

人
と
日
本
人
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
っ
た
お
祭
り
を
毎
年
開

催
（
昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
中
止
）
す
る
な
ど
、
地
域
で
の
信

頼
を
重
ね
て
き
た
。
外
国
人
の
障
が
い
児
支
援
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
立
ち
上
げ
た
。

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
1₉
人
の
う
ち
、
1₂
人
が
外
国
人
（
ブ

ラ
ジ
ル
５
人
、
ペ
ル
ー
６
人
、
ボ
リ
ビ
ア
１
人
）。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
事
業
所
と

し
て
発
展
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

「
日
本
で
、
自
分
が
働
け
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
が
、
愛
知
高
齢
協
と
出
会
い
、
介
護
講
座
で
資
格
を
得

て
、
今
は
地
域
の
困
っ
た
人
の
ケ
ア
を
し
て
い
る
。
仕
事

が
出
来
、
や
り
が
い
、
生
き
が
い
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
仕
事
は
と
て
も
や
り
が

い
が
あ
っ
て
楽
し
い
」
こ
れ
は
、
介
護
講
座
で
仲
間
と
学

び
、
そ
し
て
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
み
で
初
め
て
ヘ
ル
パ
ー
の

仕
事
に
取
り
組
ん
で
き
た
外
国
人
ヘ
ル
パ
ー
の
声
だ
。
介

護
講
座
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
み
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

私
た
ち
は
性
別
、
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
、
助
け
合
い
、「
協
同
」
す
る
こ
と
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に
い
か
に
大
切

で
あ
る
か
実
感
で
き
た
。
私
た
ち
の
「
協
同
」
の
力
は
、

ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
に
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
る
。

◆◆◆

保見料理教室にて。上手に出来ました

ほほえみ祭り。みんなで一緒に、子どもの歌「鬼のパンツ」を踊る
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就
労
支
援
か
ら
の
出
発

兵
庫
県
の
日
本
海
側
、
豊
岡
市
に
あ
る
但
馬
地
域
福
祉

事
業
所
は
２
０
０
９
年
に
「
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
豊
岡
（
以
下
、
サ
ポ
ス
テ
豊
岡
）」
を
受
託
し
、
こ
れ

以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
若
者
た
ち
の

悩
み
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
サ
ポ
ス
テ
豊
岡
で
は
相

談
や
職
場
体
験
等
を
通
し
て
伴
走
型
の
就
労
支
援
や
職
場

へ
の
定
着
支
援
を
行
い
ま
す
。
開
所
当
時
か
ら
大
事
に
し

て
き
た
こ
と
は
、
相
談
者
一
人
ひ
と
り
の
ス
キ
ル
を
高
め

て
い
く
た
め
の
場
と
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
し
い
仕

事
を
つ
く
る
と
い
う
視
点
で
す
。

２
０
１
３
年
に
は
、
就
労
だ
け
で
は
な
い
地
域
の
若
者

た
ち
の
複
合
的
な
困
難
に
細
や
か
に
対
応
し
、
寄
り
添
う

支
援
を
目
指
し
て
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

森
の
学

校
だ
ん
だ
ん
」
を
開
所
。
２
０
１
５
年
に
は
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
、
２
０
１
８
年
に
は
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓

口
と
事
業
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

困
難
を
抱
え
た
相
談
者
を
支
援
す
る
中
で
、
地
域
の
課

◆◆◆

題
を
発
見
し
、
自
治
体
へ
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
や
課
題
の
共

有
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

は
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
た
ち
が
支
援
を
受
け
る
側

で
は
な
く
、
地
域
を
支
え
る
一
員
と
な
れ
る
活
動
と
場
を

当
事
者
と
と
も
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

環
境
保
全
型
の
小
規
模
林
業
を
立
ち
上
げ

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
し
い
仕
事
づ
く
り
と
し
て
環

境
保
全
型
の
小
規
模
な
林
業「N

extGreen

但
馬（
以
下
、

Ｎ
Ｇ
Ｔ
）」
を
始
め
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
あ
り
方
を
捉
え
な
お

す
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
に
加
え
、
地
域
で
失
業
し
て
い

た
人
に
向
け
た
職
業
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
人
た
ち
の
想
い

を
受
け
た
か
ら
で
す
。

当
時
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
し
た
働
く
場

の
創
出
を
目
指
し
て
、
兵
庫
県
に
提
案
し
公
共
職
業
訓
練

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
コ
ー
ス
」を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

循
環
型
の
小
規
模
林
業
と
小
水
力
発
電
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
訓
練
生
か
ら
、『
地
域

◆◆◆

の
た
め
に
、
未
来
に
残
す
山
の
手
入
れ
を
す
る
仕
事
を
立

ち
上
げ
た
い
』
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
声
を
受
け
て
、
地
域
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と

こ
ろ
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
山
の
荒
廃
を
憂
い
な
が
ら

も
担
い
手
不
足
を
理
由
に
あ
き
ら
め
て
い
る
と
い
う
回
答

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
訓
練
生
の
『
次
世
代
に
残
す

山
づ
く
り
が
し
た
い
』
と
い
う
想
い
と
、
地
域
の
『
受
け

継
い
だ
山
を
大
事
に
し
た
い
が
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
難

し
い
』
と
い
う
想
い
が
重
な
り
、
２
０
１
３
年
に
Ｎ
Ｇ
Ｔ

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

事
業
内
容
は
、
山
に
作
業
道
を
敷
設
し
、
森
林
や
竹
林

を
整
備
す
る
他
、
地
域
か
ら
依
頼
を
受
け
て
危
険
木
の
伐

採
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
間
伐
材
を
加
工
し
た
木
工
品
の

製
作
・
販
売
や
、
山
や
林
業
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
も

あ
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
収
益
性
を
高
め
る
と
と
も

に
森
林
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
自
然
の
価
値
を
伝
え
る

も
の
に
も
な
り
ま
し
た
。

多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
や
り
た
い
仕
事
を

事
業
開
始
時
点
で
５
人
だ
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｔ
は
、
現
在
７
人

に
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
サ
ポ
ス
テ
豊
岡
の
相
談
を
通
じ

て
職
業
訓
練
に
参
加
し
た
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か

に
、
自
然
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
、
森

の
よ
う
ち
え
ん
を
作
り
た
い
と
情
熱
を
燃
や
す
保
育
士
、

山
仕
事
と
子
育
て
に
励
む
元
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
の
メ
ン
バ
ー
が
集
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
の
う
ち
は
職
業
訓
練
で
学
ん
だ
森
林
整
備
に
活

動
の
重
点
を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
働
く
仲
間
が
増
え
る

に
つ
れ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
や
り
た
い
こ
と
が
次
々
と
生

ま
れ
、
事
業
の
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

兵
庫
県
豊
岡
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

上
村
　
俊
雄

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団 

但
馬
地
域
福
祉
事
業
所
所
長

―
森
林
資
源
活
用
し
多
様
な
仕
事
を
創
出
―

若
者
主
体
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
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現
在
実
現
に
向
け
て
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み

は
、
地
域
の
豊
か
な
森
林
や
河
川
等
を
活
か
し
た
自
然
保

育
や
環
境
教
育
活
動
を
恒
常
的
に
実
施
し
て
い
く
「
森
の

よ
う
ち
え
ん
」
を
開
設
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
働
く
４
児
の
母
で
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
、
森

林
整
備
や
子
ど
も
向
け
の
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運

営
す
る
中
で
、『
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
活
か
し

て
子
育
て
が
で
き
た
ら
い
い
の
に
』
と
感
じ
、
地
域
の
方

や
自
治
体
に
そ
の
想
い
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
彼
女
の
構
想
に
惹
か
れ
て
、
豊
岡
市
の
職
員
や
大
手

企
業
を
退
職
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
市
内
で
働
く

保
育
士
（
現
在
は
共
に
働
く
仲
間
に
な
っ
て
い
ま
す
）
な

ど
が
続
々
と
賛
同
。
現
在
は
、
２
０
２
２
年
度
の
本
格
稼

働
に
向
け
て
、
週
１
回
程
度
の
親
子
で
楽
し
む
野
外
保
育

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
自
然
保
育
や
、

木
育
の
た
め
の
木
工
品
等
を
製
造
す
る
拠
点
を
構
え
て
、

子
ど
も
や
若
者
が
自
然
に
触
れ
な
が
ら
体
験
的
な
学
び
で

育
つ
こ
と
の
で
き
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
事
業
所
で
取
り
組
む
内
容
に
つ
い
て
も
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
意
見
を
出
し
合
い
、
そ
の
想
い
を

反
映
し
て
運
営
し
ま
す
。
こ
の
運
営
方
法
は
働
く
人
た
ち

の
も
つ
力
が
活
か
さ
れ
る
働
き
方
だ
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
実
現
に
は
た
く
さ
ん
の
困
難
が
あ
り
ま
す
。
意

見
が
折
り
合
わ
な
い
時
期
が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
み
ん
な
で
し
っ
か
り
と
話
し
合
っ
た
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
特
性
を
つ
か
ん
だ
多
様
な
活
動
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
就
労
す
る
前
は
５
年
ほ
ど
ひ
き
こ
も
っ
て
い

ま
し
た
が
、
サ
ポ
ス
テ
豊
岡
で
支
援
を
受
け
た
後
、
働
く

仲
間
と
し
て
迎
え
入
れ
て
も
ら
い
、
現
在
は
所
長
と
い
う

立
場
に
な
り
ま
し
た
。は
じ
め
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
事
業
所
を
「
み
ん
な
で
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る

職
場
」
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
み
ん
な
」
の
中

に
は
事
業
を
通
し
て
関
わ
る
人
も
地
域
で
暮
ら
す
人
も
含

み
ま
す
。

仕
事
を
地
域
で
生
み
出
し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
な

が
ら
多
様
な
方
が
参
加
し
て
よ
り
よ
い
地
域
を
つ
く
っ
て

い
く
。
そ
ん
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
地
域
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
に
「
み
ん
な
」
で
協
力
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
新

し
い
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹の滑り台で遊ぶ子どもたち

木工製品の数々

森林で伐採体験をする子どもたち
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空
き
店
舗
を
活
用
し
事
業
開
始

２
０
１
４
年
４
月
、
は
ん
し
ん
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の

立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
７
人
は
、
そ
れ
ま
で
働
い
て
い
た

職
場
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
や
り
方
に
違
和
感
を
覚
え
、

と
も
に
働
く
仲
間
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
こ
と
、
そ
し
て

「
働
く
こ
と
」
を
通
じ
て
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
日
本
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
の
力
も
借
り
な
が

ら
、
自
分
た
ち
で
事
業
所
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
兵
庫
県

尼
崎
市
の
最
南
端
、
阪
神
工
業
地
帯
の
少
し
北
に
あ
る
阪

神
電
車
尼
崎
駅
近
く
の
市
場
の
空
き
店
舗
を
事
務
所
と

し
、
造
園
・
緑
化
と
ケ
ア
事
業
を
柱
に
「〈
オ
モ
ロ
イ
〉

こ
と
で
地
域
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
多
様
な
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
複
数
の
商
店
街
が
隣
接
し
昔
は
近
隣
の
生

活
の
場
と
し
て
非
常
に
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は

大
型
ス
ー
パ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
登
場
に
よ

り
空
き
店
舗
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
こ
の
地

域
で
育
ち
現
在
も
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
家
賃
が
安
い
と
い

◆◆◆

う
理
由
で
事
務
所
と
し
て
借
り
た
の
で
す
が
、
実
際
に
商

店
街
で
活
動
し
て
い
く
中
で
も
う
一
度
昔
の
よ
う
な
賑
わ

い
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
い
商
店
街
で
多
様
な
事
業
や
連

帯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
４
月
に
は
、
空
き
店
舗
だ
っ
た
店
を
改
装

し
「
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
こ
ど
もkakeru

」
を
新
た
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。「
体
験
・
交
流
・
創
作
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
障
害
の
あ
る
未
就
学
児
の
児
童
発
達
支
援

と
就
学
児
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
２
つ
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
社
会
で
自
立
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
障
害
の
あ
る

子
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
も
生
活
で
き
る
よ
う
社
会
の

側
も
理
解
し
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
商
店
街

の
中
で
子
ど
も
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の

は
、
商
店
街
と
い
う
空
間
で
多
く
の
人
に
触
れ
合
い
支
え

ら
れ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
た
か
ら
で
す
。

こ
ど
もkakeru

で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
商
店
街
の
お

店
と
協
力
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
お
店
で
何
を
売
っ
て
い
る
の
か
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
回
り
、
そ
れ
を
マ
ッ
プ
に
し
て
商
店
街

の
お
店
紹
介
と
し
て
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
店
街

の
つ
り
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
や
美
術
館
な
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
に
、
子
ど
も
た
ち
が
創
作
し
た
も
の
を
掲
示
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
た
め
に
ご
家
族
や
友
達
が

商
店
街
を
訪
れ
、
買
い
物
し
て
も
ら
う
と
い
う
循
環
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
お
店
の
人
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
が
い

つ
も
い
る
お
か
げ
で
活
気
が
出
て
商
店
街
が
明
る
く
な
っ

た
！
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

商
店
街
が
安
心
で
き
る
場
と
し
て
、
家
と
学
校
以
外
の
サ

ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

共
創
Ｌ
Ａ
Ｂ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

２
０
１
６
年
７
月
に
は
借
り
て
い
た
事
務
所
の
１
階
を

◆◆◆

兵
庫
県
尼
崎
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

馬
場
　
義
竜

企
業
組
合
は
ん
し
ん 

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
代
表
理
事

―
多
様
な
主
体
と
創
る
地
域
共
創
の
取
り
組
み
―

仕
事
と
遊
び
で
商
店
街
に
賑
わ
い
を

kakeru と商店街の合同企画による展示
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改
装
し
、
商
店
街
の
人
た
ち
、
学
生
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

集
い
、
地
域
活
性
化
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

語
り
合
う
場
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
地
域
共

創
Ｌ
Ａ
Ｂ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ー
ス
、
講
座
運
営
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
地
域
の
方
が

や
り
た
い
こ
と
を
で
き
る
場
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
共
創
活

動
の
一
つ
に
「
刀
と
ん
ぐ
清
掃
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
尼
崎
城
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

何
か
記
念
す
る
活
動
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
私
た
ち
の

メ
ン
バ
ー
で
も
と
も
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
た

方
が
「︵
も
の
を
挟
む
︶
ト
ン
グ
を
刀
に
見
立
て
て
お
城

の
周
り
を
掃
除
す
る
﹃
護ご

美み

奉ぶ

行ぎ
ょ
う﹄
の
活
動
っ
て
面
白
く

な
い
？
」
と
言
っ
て
、「
刀
と
ん
ぐ
」
な
る
も
の
を
創
り

ま
し
た
。
厚
紙
に
印
刷
し
た
刀
の
鞘さ

や

を
切
り
抜
い
て
組
み

立
て
創
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
。
学
校
や
行
政
、
地
域

の
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開

し
、
９
０
０
人
も
の
護
美
奉
行
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
刀
と
ん
ぐ
を
作
り
清
掃
活
動
を
し
た
後

に
、
そ
の
地
域
の
歴
史
講
座
を
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
い

ま
す
。多

様
な
人
と
創
る
商
店
街
の
活
性
化

商
店
街
を
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
の
は
店
の
人

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
月
に
１
回
商
店
街
活
性
化
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
商
店
街

の
方
だ
け
で
な
く
近
隣
地
域
の
方
や
事
業
者
、
幼
稚
園
や

小
学
校
の
先
生
、
市
役
所
の
職
員
、
地
元
の
大
学
生
な
ど

「
商
店
街
を
使
っ
て
何
か
面
白
い
こ
と
を
し
よ
う
！
」
と

多
様
な
方
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

︵
９
０
０
人
参
加
︶、
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ル
シ
ェ
、
阿
波
お
ど

り
、
ア
ー
ト
展
な
ど
に
取
り
組
み
、
商
店
街
が
「
モ
ノ
を

買
う
場
」
だ
け
で
な
く
「
コ
ト
を
す
る
場
」
に
も
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
人
通
り
が
減
っ
た
こ
と
で
商
店
街
の
中
を
自

転
車
で
通
る
方
が

多
く
な
り
買
い
物

客
に
と
っ
て
危
険

な
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
自
転
車

を
押
し
て
も
ら
う

た
め
の
い
ろ
い
ろ

な
啓
発
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
効
果
が

な
か
っ
た
と
こ
ろ

を
、
市
役
所
の
あ

る
職
員
が
「
自
転

◆◆◆

車
を
押
し
て
も
ら
い
た
い
わ
け
だ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
華
麗

に
ゆ
っ
く
り
押
せ
る
か
を
競
っ
て
み
て
は
？
」
と
い
う
ア

イ
デ
ア
を
だ
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
約
₆₀
㍍
の
距

離
を
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
上
に
付
け
た
皿
に
ピ
ン
ポ
ン
球
を
乗

せ
そ
れ
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
自
転
車
を
押
し
て
、
₆₀
秒

に
ど
れ
だ
け
近
づ
け
る
か
を
競
い
合
う
「
押
し
チ
ャ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
と
い
う
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
毎
年
多
く
の
競
技
者
が
参
加
し
て
人
気
の
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
視
覚
に
訴

え
か
け
る
ナ
ッ
ジ
︵
行
動
変
容
︶
の
た
め
の
路
面
シ
ー
ル

に
も
発
展
し
、
自
転
車
を
押
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
商
店
街
を
面
白
が
る
こ
と
を
多
様

な
人
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
創
り
出
し
、
来
客
者
を

増
加
さ
せ
、
こ
の
商
店
街
で
出
店
し
た
い
と
考
え
る
方
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
が
楽
し
ん
で
関
わ
れ
る
地
域
づ
く
り

法
人
を
設
立
し
て
７
年
が
経
過
し
て
事
業
や
連
帯
活
動

が
広
が
り
、
少
し
ず
つ
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が
浸
透
し
て

き
ま
し
た
。
尼
崎
市
よ
り
委
託
を
受
け
て
い
る
生
活
困
窮

者
へ
の
就
労
準
備
支
援
事
業
や
中
間
的
就
労
の
利
用
者

が
、
商
店
街
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
が
増
え
て
お
り
、
空
き
店
舗
で
も
う
１
カ
所
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
計
画
で
す
。
さ
ら
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
自

ら
地
域
の
困
り
ご
と
解
決
の
仕
事
を
創
り
出
す
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
を
尼
崎
市
に
提
案
し
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
の
必
要
性
に
応
じ
た
事
業
や
商
店
、
自
ら
が
楽
し
ん

で
主
体
的
に
関
わ
る
地
域
や
商
店
街
を
こ
れ
か
ら
も
仕
事

と
遊
び
で
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

刀とんぐの制作過程

刀とんぐ
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市
の
支
援
事
業
受
託
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
ん
い
ん
み
ら
い
事
業
所
は
、
鳥
取
事
業
所
と
し
て
２

０
１
３
年
に
鳥
取
市
か
ら
「
鳥
取
市
社
会
的
な
居
場
所
づ

く
り
支
援
事
業
」
を
受
託
し
、
主
に
生
活
保
護
受
給
者
や

そ
の
世
帯
へ
の「
就
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
」と「
学

習
支
援
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
、
鳥

取
事
業
所
か
ら
さ
ん
い
ん
み
ら
い
事
業
所
と
し
て
分
離
独

立
。
生
活
困
窮
者
や
生
活
保
護
受
給
者
、
若
者
へ
の
就
労

支
援
、
障
が
い
児
へ
の
支
援
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
や
こ
ど
も
食
堂
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
な

ど
、
対
人
援
助
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
い
、
事
業
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
組
合
員
が
思
い
を

一
つ
に
し
て
、
地
域
の
困
り
ご
と
や
課
題
解
決
の
た
め
の

活
動
を
利
用
者
や
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

特
に
対
人
援
助
の
中
で
も
、
就
労
支
援
は
現
在
も
事
業

所
の
基
本
と
な
る
活
動
の
一
つ
で
す
。

◆◆◆

相
談
、
体
力
づ
く
り
か
ら
一
貫
し
て
支
援

現
在
、
鳥
取
市
と
八
頭
町
、
若
桜
町
か
ら
生
活
困
窮
者

や
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
就
労
支
援
事
業
を
受
託
し
て
い

ま
す
。
な
か
な
か
就
労
に
向
か
う
こ
と
が
難
し
い
人
が
多

い
中
で
、
そ
の
人
た
ち
が
ど
う
し
た
ら
社
会
の
一
員
と
し

て
自
立
に
向
か
え
る
か
、
い
か
に
自
信
を
持
ち
生
活
し
て

い
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
日
々
思
い
悩
み
な
が
ら
支
援

を
し
て
き
ま
し
た
。

支
援
対
象
者
と
日
々
関
わ
り
合
う
中
、
生
活
に
関
す
る

困
り
ご
と
や
就
労
に
関
す
る
悩
み
ご
と
を
相
談
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
支
援
し

て
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
は
一
般
就
労
に
向
か
え
な
い
人
で

も
、
何
か
し
ら
の
援
助
や
配
慮
が
あ
れ
ば
十
分
に
働
く
こ

と
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
就
労
す
る
こ
と
で
自
己

有
用
感
を
持
ち
、
経
済
的
に
も
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
、
相
談
、
体
力
づ
く
り
、
職
業
訓
練

な
ど
か
ら
就
労
ま
で
の
支
援
を
、
同
じ
支
援
員
が
関
わ
り

一
貫
し
て
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

意
欲
喚
起
や
体
力
づ
く
り
、
就
労
体
験
や
職
業
訓
練
を

自
前
で
行
い
一
般
就
労
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
支
援
対
象
者
の
た
め
に
就
労
の
場
を
作
り
出
す
こ

と
も
私
た
ち
の
大
切
な
使
命
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

支
援
員
の
発
案
で
清
掃
事
業
部
立
ち
上
げ

２
０
１
５
年
、
就
労
支
援
事
業
の
支
援
対
象
者
で
あ
る

生
活
保
護
受
給
者
と
共
に
、
職
業
訓
練
と
就
労
の
場
と
し

て
、
清
掃
事
業
部
（
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
）
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
就
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
員
が
、
活
動
を

通
じ
て
「
就
労
体
験
」
や
「
職
業
訓
練
」
の
場
を
確
保
す

る
必
要
性
を
感
じ
、
病
院
清
掃
の
経
験
を
活
か
し
て
発
案

し
た
も
の
で
す
。

共
に
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
仲

間
意
識
も
芽
生
え
、
清
掃
の
ス
キ
ル
も
上
が
り
ま
し
た
。

本
格
的
に
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
今
で
は
取
引
先
も
増

え
、
地
域
の
中
で
も
広
く
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
成
長
し
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
売
り
上
げ
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
一
時
は
年
間
売
り
上
げ
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
、

事
業
所
内
で
も
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
立
ち
上
げ

当
初
は
、全
員
で
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、

必
死
で
仕
事
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

支
援
対
象
者
か
ら
組
合
員
に
な
っ
た
仲
間
の
中
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
経
歴
の
人
も
い
て
、
口
げ
ん
か
が
絶
え
な
か
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
働
く
仲
間
と
し
て
認
め
合
う
難

し
さ
に
悩
み
ま
し
た
が
、
冷
静
に
話
し
合
う
よ
う
に
促
す

だ
け
で
は
な
く
、
飲
み
会
を
設
定
し
た
り
、
芋
掘
り
な
ど

の
畑
仕
事
に
汗
を
流
し
た
り
、
こ
ど
も
食
堂
で
の
調
理
ボ

◆◆◆

鳥
取
県
鳥
取
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

株
本
　
俊
夫

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団 

さ
ん
い
ん
み
ら
い
事
業
所 

所
長

―
就
労
支
援
や
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
多
様
な
事
業
展
開
―

仕
事
お
こ
し
と
居
場
所
づ
く
り

23 2021・9月号 地域づくり 特集編 2021・9月号地域づくり 特集編 22

9



特 集

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
担
っ
た
り
と
、
自
然
と
協
力
し
合
え
る
場

面
も
つ
く
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

今
で
も
組
合
員
同
士
、
仕
事
の
進
め
方
や
役
割
の
分
担

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
衝
突
が
あ
り
ま
す
が
、
話
し

合
う
こ
と
と
理
解
で
き
る
場
面
づ
く
り
を
重
視
し
前
に
進

ん
で
い
ま
す
。
組
合
員
と
し
て
働
い
て
い
る
元
支
援
対
象

者
の
中
に
は
、
生
活
保
護
の
受
給
が
不
要
に
な
っ
た
人
も

い
ま
す
。

組
合
員
の
﹁
困
り
ご
と
﹂
か
ら
事
業
拡
大

組
合
員
の
中
に
は
、
障
が
い
児
の
保
護
者
も
お
り
、
放

課
後
に
子
ど
も
を
預
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
困
っ
て
い
た

◆◆◆

た
め
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、そ
の
場
所
を
活
用
し
こ
ど
も
食
堂
を
始
め
る
な
ど
、

地
域
や
組
合
員
の
困
り
ご
と
を
き
っ
か
け
に
徐
々
に
取
り

組
み
が
拡
大
し
、
私
た
ち
の
活
動
も
認
知
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
鳥
取
県
内
の
こ
ど
も
食
堂
を
維
持
継
続
さ
せ
て
い
く

た
め
の
支
援
団
体
「
と
っ
と
り
子
ど
も
の
居
場
所
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
＂
え
ん
た
く
＂」
の
事
務
局
も
当
事
業
所
が
担
い
、

私
が
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

鳥
取
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
中
に
は
、
保
護
者
会

で
の
運
営
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
の
団
体
に
運
営
を
任
せ
た
い
と
い
っ

た
声
に
対
応
し
、
現
在
で
は
当
事
業
所
が
７
館
の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

農
福
連
携
、
子
育
て
支
援
で
の
活
用
も

今
後
の
私
た
ち
の
大
き
な
活
動
の
一
つ
に
「
農
福
連
携

事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
農
業
の
担
い
手
不
足
、
休
耕
地
の

有
効
活
用
と
い
っ
た
地
域
の
課
題
と
、
生
活
困
窮
者
や
生

活
保
護
受
給
者
の
た
め
の
就
労
体
験
や
職
業
訓
練
の
場
づ

く
り
、こ
の
二
つ
を
連
携
さ
せ
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
八
頭
町
大
江
地
区
で
、
高
級
食
材
で
あ
る
淡
水

魚
ホ
ン
モ
ロ
コ
を
休
耕
田
を
利
用
し
て
養
殖
し
た
り
、
し

い
た
け
の
栽
培
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
職
場
体
験

や
就
労
訓
練
な
ど
で
活
用
し
、
就
労
に
つ
な
が
る
場
へ
と

発
展
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
現
場
の
児
童
や
先
生
、
保
護
者
も

か
か
わ
り
な
が
ら
、
自
然
に
触
れ
あ
い
、
生
き
物
に
触
れ
、

作
業
体
験
も
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
福
連
携
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
組
合
員
や
子

ど
も
た
ち
、
保
護
者
も
か
か
わ
り
を
持
ち
、
誰
も
が
集
え

る
場
所
と
な
る
こ
と
が
、
地
域
づ
く
り
の
次
の
一
歩
に
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

盛況のこども食堂

ハウスクリーニング作業の様子

養殖の高級食材ホンモロコ
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モ
デ
ル
事
業
で
伴
走
型
支
援

広
島
市
で
は
、
働
く
一
人
一
人
が
出
資
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
対
等
に
運
営
に
反
映
さ
せ
、
人
と
地
域
に
役

立
つ
仕
事
に
取
り
組
む
働
き
方
で
あ
る
「
協
同
労
働
」
の

仕
組
み
を
活
用
し
て
、
元
気
で
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
よ

る
起
業
を
促
し
、
高
齢
者
の
働
く
場
の
創
出
や
地
域
課
題

の
解
決
、
ひ
い
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
図
る

た
め
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
「
協
同
労
働
」
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
協

同
労
働
の
勉
強
会
や
既
存
の
協
同
労
働
団
体
の
取
り
組
み

事
例
発
表
会
を
通
じ
て
中
核
人
材
の
発
掘
、
育
成
を
行
っ

た
り
、「
協
同
労
働
」
の
仕
組
み
を
使
っ
て
起
業
し
よ
う
と

す
る
団
体
の
事
業
計
画
づ
く
り
等
の
支
援
を
行
っ
た
り
す

る
と
と
も
に
、
起
業
後
も
活
動
状
況
や
課
題
を
検
証
す
る

な
ど
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
起
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
の

伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
同
労
働
団
体

の
立
ち
上
げ
に
当
た
り
、
外
部
の
有
識
者
に
よ
り
事
業
を

◆◆◆

継
続
し
て
実
施
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
っ
た
上

で
、
起
業
に
要
す
る
経
費
を
対
象
と
し
て
、
補
助
率
２
分

の
１
で
上
限
１
０
０
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
開
始
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
７
年
間
で
、
25
の

協
同
労
働
団
体
が
立
ち
上
が
り
、
合
わ
せ
て
約
３
０
０
人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
た
め
の
カ
フ
ェ
や
サ
ロ
ン
の
運
営
、
家
事

や
買
い
物
代
行
、
除
草
な
ど
の
困
り
ご
と
支
援
、
耕
作
放

棄
地
を
活
用
し
た
農
作
物
の
生
産
・
販
売
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
課
題
に
対
応
し
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

次
項
で
は
代
表
的
な
団
体
の
活
動
事
例
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

農
業
関
連
の
お
困
り
ご
と
は
わ
し
ら
に
！

【
ア
グ
リ　

ア
シ
ス
ト
と
も
】「
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
寄

り
添
う
こ
と
で
、『
や
っ
ぱ
り「
ア
グ
リ　

ア
シ
ス
ト
と
も
」

じ
ゃ
あ
の
う
！
』
と
言
わ
れ
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化

に
も
寄
与
す
る
「
地
域
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
の
活
動
を
目

指
し
ま
す
」
―
―
広
島
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
安
佐
南

◆◆◆

区
伴
・
大
塚
エ
リ
ア
は
住
宅
団
地
が
大
き
く
広
が
る
と
と

も
に
、
昔
な
が
ら
の
農
耕
地
も
多
い
所
で
す
。
田
ん
ぼ
や

畑
、
山
林
等
で
広
島
市
近
郊
と
し
て
は
貴
重
な
田
園
風
景

を
残
し
て
い
ま
す
が
、農
業
従
事
者
の
多
く
は
高
齢
化
し
、

後
継
者
不
足
の
問
題
も
あ
っ
て
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
今
後
、
休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地
が
多
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
田
畑
が
広
が
る
風
景
を
残
し
た
い
、
農
の
文
化

を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
農

作
業
経
験
の
あ
る
地
元
住
民
が
中
心
と
な
り「
協
同
労
働
」

の
仕
組
み
を
使
っ
て
、
田
畑
の
草
刈
り
や
植
え
付
け
、
農

機
具
の
点
検
な
ど
農
作
業
の
代
行
を
行
う
と
と
も
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
側
面
か
ら
地
域
に
貢
献
し
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

た
地
域
の
人
々
の
困
り
ご
と
支
援
も
手
掛
け
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
団
地
に

【
び
し
ゃ
も
ん
台
絆
く
ら
ぶ
】「
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
困

り
ご
と
解
決
を
中
心
に
、
毘
沙
門
台
学
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
町
内
会
と
と
も
に
高
品
質
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

目
指
し
て
活
動
中
で
す
」

前
述
の
「
ア
グ
リ　

ア
シ
ス
ト
と
も
」
は
、
安
佐
南
区

で
も
田
園
風
景
の
残
る
エ
リ
ア
で
し
た
が
、「
び
し
ゃ
も

ん
台
絆
く
ら
ぶ
」
の
活
動
場
所
は
住
宅
団
地
で
す
。
毘
沙

門
台
団
地
は
65
歳
以
上
が
34
％
を
占
め
、
社
協
・
町
内
会

で
は
幅
広
く
生
活
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、地
域
団
体
役
員
の
み
の
対
応
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
学
区
住

民
全
体
で
担
え
る
よ
う
、
有
償
に
よ
る
生
活
支
援
事
業
な

ど
に
取
り
組
み
、
高
品
質
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

◆◆◆

広
島
県
広
島
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
働
き
方
―

末
松
　
宏
一
郎

広
島
市
経
済
観
光
局
雇
用
推
進
課 

主
査

「
協
同
労
働
」
っ
て
な
に
？

25 2021・9月号 地域づくり 特集編 2021・9月号地域づくり 特集編 24

10



特 集

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
協
同
労
働
」
の
仕
組
み
を
使
っ
て

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
は
、
買
い
物
や
掃
除
な
ど

を
行
う
高
齢
者
向
け
生
活
支
援
、
免
許
証
返
納
等
に
よ
る

移
動
困
難
者
の
移
送
支
援
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
収

穫
物
の
販
売
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
電
気
・
水
道
工
事
を
行
う

こ
と
で
の
住
民
の
就
労
の
場
の
提
供
、
町
内
会
催
事
の
設

営
作
業
や
企
画
の
受
託
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
実
態
を

見
て
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
住
民
に
寄
り
添
う
サ
ー

ビ
ス
を
常
に
考
え
て
お
り
、
最
近
で
は
、
高
齢
者
へ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
こ
と
を

受
け
、
予
約
代
行
や
接
種
会
場
へ
の
付
添
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
自
主
的
に
始
め
て
い
ま
す
。

年
齢
条
件
の
あ
り
方
な
ど
検
討

こ
の
よ
う
に
「
協
同
労
働
」
に
よ
り
地
域
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
団
体
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
事
業
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
モ
デ
ル
事

業
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
協
同
労
働
」
の
働
き
方
が
広
ま
る
に

つ
れ
、立
ち
上
げ
に
つ
い
て
の
相
談
も
増
え
て
き
た
中
で
、

い
か
に
し
て
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
支
援
を
行
う
か
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
行
政
に
よ
る

伴
走
型
支
援
だ
け
で
な
く
、
市
内
各
所
で
既
に
活
動
し
て

い
る
協
同
労
働
団
体
を
良
い
見
本
と
し
て
、
よ
り
自
主
的

に
新
た
な
団
体
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
支
援
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の

働
く
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
お
り
、

こ
の
事
業
で
支
援
対
象
と
す
る
団
体
は
構
成
員
の
半
数
以

◆◆◆

上
が
6₀
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
が
、

多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
様
々
な
層
に
活
動
が
広
が
る
中

で
、
こ
の
年
齢
制
限
を
無
く
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
援
対
象
団
体
の
年
齢
条
件
と
あ
わ

せ
、
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
支
援
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
ツ
ー
ル
に

「
協
同
労
働
」
は
、
労
使
の
雇
用
関
係
に
基
づ
く
一
般

的
な
働
き
方
と
は
異
な
り
、働
く
一
人
一
人
が
出
資
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
対
等
に
運
営
に
反
映
さ
せ
、
人
と
地

域
に
役
立
つ
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
働
き
方
で
す
。
こ

◆◆◆

の
「
協
同
労
働
」
は
、
意
欲
に
あ
ふ
れ
、
豊
か
な
知
識
を

持
っ
た
人
な
ど
が
、
他
人
に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
ら

発
意
し
て
働
く
こ
と
で
、
納
得
度
の
高
い
働
き
方
、
生
き

方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、「
郷
土

愛
」
を
育
む
新
し
い
働
き
方
と
し
て
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
の
ツ
ー
ル
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
活
力
を
生
み

出
す
雇
用
の
促
進
を
図
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

や
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
上
で
、
有
効
な
手
段
で
あ
る

こ
と
を
市
民
に
広
く
浸
透
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
協

同
労
働
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

新たな活動立ち上げの相談会

びしゃもん台絆くらぶの活動
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都
会
育
ち
の
若
者
た
ち
が
移
住

目
の
前
が
宇
和
海
で
、
す
ぐ
後
ろ
に
石
垣
で
築
か
れ
た

み
か
ん
山
、
わ
ず
か
な
平
地
に
集
落
が
あ
る
西
予
市
明
浜

町
狩
浜
地
区
―
―
そ
ん
な
田
舎
を
起
点
と
し
て
愛
媛
県
内

各
地
で
農
業
を
し
て
い
る
の
が
、
私
た
ち
地
域
協
同
組
合

無
茶
々
園
グ
ル
ー
プ
の
（
有
）
て
ん
ぽ
印じ

る
し。
明
浜
町
狩
浜

地
区
は
、
人
口
７
５
０
人
（
２
５
０
世
帯
）
ほ
ど
で
信
号

も
な
い
し
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
、
そ
ん
な
本
当
に
過
疎
の
限

界
集
落
で
す
。
て
ん
ぽ
印
は
、
私
も
含
め
て
ス
タ
ッ
フ
の

ほ
と
ん
ど
が
首
都
圏
や
関
西
圏
か
ら
移
住
し
て
き
た
県
外

出
身
の
若
者
た
ち
を
中
心
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
組
織

で
す
。

地
域
協
同
組
合
無
茶
々
園
は
、
誰
も
が
健
康
で
長
生
き

で
き
る
里
、
そ
ん
な
理
想
の
実
現
の
た
め
、
40
年
に
わ
た

り
、
環
境
破
壊
を
伴
わ
ず
、
健
康
で
安
全
な
食
べ
物
生
産

を
通
じ
て
、
真
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ラ
イ
フ
を
求
め
、
ま
ち

づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た
運
動
体
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
や
個
人
と
連
帯
し
、
仕
事
お
こ
し
を
実
践

◆◆◆

し
て
き
ま
し
た
。
柑
橘
だ
け
で
は
な
く
、
ち
り
め
ん
や
真

珠
生
産
者
も
無
茶
々
園
組
合
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業

規
模
は
、
グ
ル
ー
プ
合
算
で
約
10
億
円
。
生
産
者
の
委
託

販
売
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
関
係
で
利
益
は
少
な
い
が
、

赤
字
も
出
に
く
い
経
営
が
特
徴
で
す
。

〝
よ
い
仕
事
〟
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
都
会
育
ち
の
若
者
が
、
コ
ン
ビ
ニ

も
信
号
機
も
何
も
な
い
、
田
舎
に
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、〝
よ
い
暮
ら
し
〟
と
〝
よ
い
仕

事
〟
す
な
わ
ち
、〝
よ
い
生
き
方
〟
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

〝
よ
い
仕
事
〟
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？　

こ
れ
は
私
が
勝

手
に
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、〝
よ
い
仕
事
〟
と
は
、

そ
の
仕
事
を
通
し
て
自
分
自
身
が
成
長
し
て
い
る
と
い
う

実
感
（
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
実
感
）
と
、
そ
れ
が
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い

う
実
感
（
誰
か
に
喜
ば
れ
て
感
謝
さ
れ
る
実
感
）、
こ
の

二
つ
の
実
感
が
あ
る
仕
事
と
い
う
の
が
〝
よ
い
仕
事
〟
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

て
ん
ぽ
印
の
仕
事
で
は
、
具
体
的
な
柱
が
主
に
三
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
有
機
農
業
生
産
、
二
つ
は
有
機
農
産
加

工
品
の
製
造
、
三
つ
目
が
農
家
さ
ん
の
お
手
伝
い
に
行
く

こ
と
で
す
。

ま
ず
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
有
機
農
業
生
産
。

愛
媛
県
と
い
え
ば
や
は
り
柑
橘
栽
培
が
中
心
で
す
が
、
そ

こ
は
自
分
た
ち
Ｉ
タ
ー
ン
農
業
者
、
県
外
か
ら
農
業
を
や

り
に
来
て
い
る
わ
け
な
の
で
、
良
く
も
悪
く
も
柑
橘
栽
培

に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
よ
く
て
、み
か
ん
だ
け
で
は
な
く
、

野
菜
や
柑
橘
以
外
の
果
樹
な
ど
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
生
産
物
を
有
機
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
に
、「
有
機
野
菜
を
常
備
菜
に
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
、
乾
燥
野
菜
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
製
造
を
始

め
ま
し
た
。農
業
生
産
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
農
繁
期
・

農
閑
期
が
あ
る
の
で
、
年
間
を
通
し
て
事
業
を
続
け
て
い

く
た
め
の
も
の
で
す
。

三
つ
目
に
、
特
に
大
事
に
し
て
い
き
た
い
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
で
す
。
こ
ん
な
過
疎
の
田
舎
な
の
で
、
自
分

た
ち
の
存
在
意
義
と
し
て
、
高
齢
や
後
継
者
不
在
の
農
家

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
は
労
働
力
を

提
供
し
て
、
向
こ
う
か
ら
は
技
術
や
知
識
を
教
え
て
も
ら

い
、
日
当
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
た
だ
の
利
害
関
係
で

は
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
性
、

そ
う
い
っ
た
交
流
が
〝
よ
い
仕
事
〟
に
つ
な
が
っ
て
い
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

農
業
は
継
承
産
業

て
ん
ぽ
印
は
新
規
就
農
者
（
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
）
の
集

ま
り
で
す
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
て
気
が
付
い
た
の
は
、
農

業
は
継
承
さ
れ
て
い
く
産
業
な
の
だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆◆◆

愛
媛
県
西
予
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―〝
よ
い
生
き
方
〟
を
実
現
す
る
〝
よ
い
仕
事
〟―村

上
　
尚
樹

地
域
協
同
組
合
無
茶
々
園 

有
限
会
社
て
ん
ぽ
印 

代
表
取
締
役
社
長

移
住
し
た
若
者
た
ち
に
よ
る
共
同
農
業
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農
業
は
、
経
済
的
・
産
業
的
に
は
本
当
に
効
率
が
悪
い

も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
柑
橘
類
で
い
え
ば
、
年
に
１
度

の
収
穫
の
た
め
に
年
間
を
通
し
て
植
物
生
理
に
合
わ
せ
た

時
期
毎
の
作
業
を
し
て
い
き
ま
す
。
一
つ
の
工
程
で
、
も

し
致
命
的
な
失
敗
を
し
た
ら
、
そ
の
１
年
が
台
無
し
に
な

り
、
１
年
後
ま
で
取
り
戻
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
も
、
自
分
た
ち
に
は
₃0
回
、
多
く
て
も
40
回
く
ら
い
し

か
各
時
期
の
作
業
を
経
験
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

と
同
時
に
、
農
業
と
い
う
の
は
や
は
り
土
地
の
条
件
、

気
候
の
特
性
な
ど
を
代
々
受
け
継
ぎ
な
が
ら
形
作
ら
れ
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
親
や
祖
父
の
代
、
そ
の
ま
た
先
祖
の

失
敗
や
成
功
の
経
験
を
受
け
継
い
で
き
た
結
果
、
今
の
技

術
、
体
系
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
知

識
の
集
合
と
畑
や
倉
庫
、
機
械
器
具
、
人
と
の
つ
な
が
り
、

そ
う
い
う
も
の
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
い
く
、
そ
ん
な
仕

事
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

群
像
劇
の
よ
う
に
仕
事
を
す
る

そ
う
だ
と
す
る
と
、
農
業
と
い
う
の
は
農
家
だ
け
の
も

の
な
の
か
？　

と
問
い
な
が
ら
、
な
い
な
い
づ
く
し
の
新

規
就
農
者
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
知
識
も

技
術
も
経
験
も
、
家
も
軽
ト
ラ
も
な
ん
に
も
な
い
⋮
⋮
た

だ
、
固
定
観
念
も
な
い
。

ど
う
せ
何
も
な
い
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
な
ら
農
家
と
違
う

新
し
い
形
で
農
業
を
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
生
産
性
が

低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
有
機
農
業
を
あ
る
程
度
大
規
模
に

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？　

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
人
た

ち
が
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
働
い
た
ら
？

一
人
ひ
と
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
作
物
や
農
場

な
ど
を
担
当
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
繫
忙
期
に
は
み
ん
な
が

◆◆◆

集
ま
っ
て
収
穫
作
業
を
し
た
り
、
作
物
が
草
に
埋
も
れ
て

し
ま
っ
た
ら
み
ん
な
で
そ
の
作
物
を
助
け
る
た
め
に
集
ま

っ
た
り
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な
り
、
と
き
に

は
わ
き
役
に
代
わ
る
、
そ
ん
な
群
像
劇
の
よ
う
な
働
き
方

を
し
て
い
き
た
い
、
そ
れ
が
ぼ
く
ら
の
協
同
労
働
で
す
。

利
害
を
超
え
た
関
係
性
の
安
心
感

無
茶
々
園
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
や
漁
業
に
取
り

組
む
地
域
団
体
で
、
地
域
づ
く
り
を
中
心
と
し
て
、
気
持

ち
よ
く
暮
ら
せ
る
田
舎
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
想
い
を
も

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
が
移
住
し
て
き
て
か
ら
1₅
年
く
ら
い
に
な
り
ま
す

が
、
最
初
は
田
舎
の
伝
統
や
風
習
な
ど
が
本
当
に
め
ん
ど

う
く
さ
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
行
事
な
ど
に

何
で
参
加
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
、
そ
れ
に
何

の
意
味
が
あ
る
の
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た

と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
に
な
っ
て

感
じ
て
き
た
の
は
、

そ
う
い
っ
た
伝
統
や

文
化
、
風
習
と
い
う

も
の
が
、
利
害
関
係

を
超
え
た
関
係
性
で

実
は
安
心
感
を
も
た

ら
す
も
の
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
こ
の

安
心
を
も
た
ら
す
人

と
人
と
の
つ
な
が

り
、
そ
れ
が
私
た
ち

◆◆◆

の
考
え
る
〝
よ
い
暮
ら
し
〟
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る

こ
の
ご
ろ
で
す
、
錯
覚
か
も
し
れ
ま
せ
け
ど
ね
（
笑
）。

〝
よ
い
生
き
方
〟
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に

「﹃
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
魅
力
あ
る
人
々
が
い
る
場

所
﹄
そ
れ
が
こ
こ
だ
っ
た
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
ス
タ

ッ
フ
が
い
ま
し
た
。
て
ん
ぽ
印
の
基
本
は
話
し
合
い
に
よ

る
仲
間
づ
く
り
。〝
よ
い
仕
事
〟
と
〝
よ
い
暮
ら
し
〟
を
、

実
践
を
通
し
て
日
々
仲
間
と
話
し
合
い
、〝
よ
い
生
き
方
〟

を
め
ざ
し
、
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
提
案
し
て
い
き
た

い
。
こ
ん
な
田
舎
で
も
、
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
も

っ
と
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
大
き
な
う
ね
り
に
な

っ
て
、
生
き
方
と
し
て
新
し
い
一
つ
の
社
会
的
価
値
観
な

ん
か
に
な
っ
た
ら
そ
れ
は
と
て
も
素
敵
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

木に登って収穫作業

有機農産物とスタッフ
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霧
島
市
を
拠
点
に
す
る
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
国
分
地
域

福
祉
事
業
所
ほ
の
ぼ
の
は
、
鹿
児
島
県
本
土
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
北
部
に
は
霧
島
連
山
、
南
部
に
は
桜
島
と
雄
大

な
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

ほ
の
ぼ
の
は
訪
問
介
護
を
皮
切
り
に
、
地
域
の
困
り
ご

と
を
仕
事
に
し
て
い
く
う
ち
に
、
学
童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と
事
業
が
広
が

り
、
現
在
は
10
現
場
を
44
人
の
就
労
者
（
組
合
員
33
人
、

非
組
合
員
５
人
、
就
Ｂ
の
利
用
者
６
人
）
が
地
域
の
方
、

保
護
者
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
運
営
の
中
心
に
据
え
て
、
学
童
保
育
の

子
ど
も
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
障
害
の
あ
る
子
ど

も
、
保
護
者
た
ち
と
一
緒
に
、
自
然
栽
培
に
よ
る
田
ん
ぼ

づ
く
り
を
し
た
り
、
野
菜
を
育
て
た
り
、
地
域
の
方
の
協

力
を
得
て
鶏
や
魚
の
さ
ば
き
方
を
教
わ
っ
た
り
し
、「
仕

事
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
」
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
に
必
要
な
子
ど
も
食
堂

霧
島
市
に
は
ソ
ニ
ー
、
京
セ
ラ
と
い
っ
た
大
企
業
や
陸

◆◆◆

上
自
衛
隊
が
あ
り
、
若
い
子
育
て
世
帯
も
多
く
、
貧
困
、

困
窮
が
見
え
に
く
い
状
況
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

「
必
要
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
と
に
か
く
み
ん
な

で
楽
し
く
あ
っ
た
か
い
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
！
」
と
い
う

思
い
で
月
に
１
回
、
地
域
の
方
、
学
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
を
呼
ん
で
子

ど
も
食
堂
を
開
催
し
ま
し
た
。
ど
の
位
の
人
が
来
て
く
れ

る
の
か
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
な
が
ら
第
１
回
目
の
食
堂

を
準
備
し
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
に
た
く
さ
ん
の
方
が
来

て
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

保
護
者
同
士
で
子
育
て
の
不
安
や
困
り
ご
と
を
話
し
た

り
、
い
つ
も
仕
事
と
家
事
の
両
立
で
忙
し
い
お
母
さ
ん
が

家
族
で
ゆ
っ
く
り
ご
は
ん
を
食
べ
た
り
…
…
。
不
登
校
の

若
者
が
お
手
伝
い
を
率
先
し
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
相
手

に
楽
し
く
遊
ん
で
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
月
１
回

の
食
堂
で
は
あ
り
ま
す
が
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
「
居
場
所
」
が
出
来
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
い
っ
た
ん
開
催
を
休
止
す
る
こ
と
に
。「
こ
れ
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
…
…
」
と
日
々
思
い
な
が
ら
数
カ
月
が
た

ち
、「
き
っ
と
困
っ
て
い
る
家
庭
も
あ
る
は
ず
」
と
い
う

思
い
か
ら
生
活
保
護
家
庭
を
中
心
に
お
弁
当
を
届
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
霧
島
市
の
飲
食
店
16
店
舗
が
営
業
の
時
短
要
請

を
受
け
る
中
、「
み
ん
な
で
苦
境
を
乗
り
越
え
よ
う
」
と

い
う
思
い
か
ら
始
め
た
「
霧
島
エ
ー
ル
弁
当
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
飲
食
店
主
が
自
分
た
ち
に
何

か
出
来
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
福
祉
機
関
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
パ
ー
ト
仕
事
が
削
ら
れ
、
収
入
減
に
陥
っ
た

ひ
と
り
親
家
庭
の
話
を
聞
き
、
力
の
つ
く
お
弁
当
を
食
べ

て
ほ
し
い
と
企
画
し
た
そ
う
で
す
。
元
気
に
明
る
く
、
お

弁
当
を
作
り
配
る
様
子
を
見
て
、
私
た
ち
も
地
域
の
方
が

孤
立
感
を
深
め
な
い
よ
う
に
配
達
に
参
加
し
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。
エ
ー
ル
弁
当
を
通
じ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
私
た
ち
は
地
域
の
飲
食
店
の
方
た
ち
と
つ
な
が
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
必
要
性

子
ど
も
食
堂
の
開
催
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
い

な
か
っ
た
地
域
の
貧
困
、
困
窮
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
満
足
に
食
事
も
摂
れ
な
い
家
庭
、
い
つ
も
お
腹
を
す

か
せ
て
い
て
就
職
活
動
も
ま
と
も
に
で
き
な
い
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
出
会
っ
た
若
者
。
困
難
な
状
況
に

陥
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
こ
ん
な
に
身
近
な
と
こ
ろ
に
い

る
な
ん
て
…
…
。

そ
こ
で
自
分
た
ち
で
食
料
品
、
生
活
用
品
を
準
備
し
、

小
さ
な
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。
チ
ラ
シ

配
布
や
地
域
の
方
に
呼
び
か
け
る
と
、
押
し
入
れ
に
眠
っ

て
い
た
洋
服
や
引
出
物
、
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
供
服
が

◆◆◆

鹿
児
島
県
霧
島
市

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

瀬
戸
口
　
麻
弥

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団

国
分
地
域
福
祉
事
業
所
ほ
の
ぼ
の 

主
任

―
子
ど
も
中
心
に
据
え
、
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
を
―

地
域
の
困
り
ご
と
を
地
域
の
人
た
ち
と
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次
々
と
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

形
式
で
子
ど
も
食
堂
の
片
隅
で
販
売
し
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
売
上
金
は
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
へ
の
フ
ー
ド

バ
ン
ク
の
資
金
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
市
役
所
と
も
連
携
し
、
生
活
保
護
、
年
金
の
支

給
日
ま
で
の
つ
な
ぎ
の
食
料
が
な
い
と
か
、
ひ
と
り
親
家

庭
で
食
べ
る
も
の
に
困
っ
て
い
る
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
仕

事
を
失
い
所
持
金
が
少
な
く
食
べ
る
も
の
が
な
い
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を

利
用
し
て
い
る
方
と
話
を
す
る
と
「
こ
の
食
べ
物
が
な
か

っ
た
ら
死
ん
で
い
る
」と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
ほ
の
ぼ
の
で
は
、
地
域
の
方
の
資
金
や
募
金
を

利
用
し
て
カ
ッ
プ
麺
な
ど
を
購
入
し
た
り
地
域
の
農
家
さ

ん
、
鹿
児
島
県
の
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
提
供

し
て
頂
い
た
お
米
、
野
菜
を
配
布
し
た
り
す
る
な
ど
地
域

の
困
り
ご
と
を
地
域
み
ん
な
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
で
助
け
合
い
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
話
し
合
う
懇
談
会

「
子
ど
も
食
堂
」「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
を
通
し
て
私
た
ち

が
感
じ
た
地
域
の
困
り
ご
と
を
、
地
域

の
方
に
伝
え
て
み
よ
う
と
思
い
、
霧
島

市
役
所
、
霧
島
市
ケ
ア
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
ワ
ー
カ
ー
連
絡
協
議
会
、
障
害
児
発

達
支
援
の
保
育
士
、
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
々
に
声
を
か
け
、
地

域
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。
第
１
回
の

懇
談
会
で
は
私
た
ち
の
思
い
を
十
分
に

は
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
身
寄
り
の

な
い
方
を
支
援
し
た
り
、
シ
ェ
ル
タ
ー

を
作
っ
た
り
、
市
の
担
当
部
局
へ
話
を

つ
な
げ
た
り
と
、
皆
同
じ
思
い
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ほ
の
ぼ
の
は
今
後
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の

た
め
の
募
金
箱
の
設
置
、
現
在
行
っ
て

い
る
制
服
バ
ン
ク
の
周
知
・
拡
大
、
自

立
援
助
ホ
ー
ム
を
作
る
こ
と
を
大
き
な

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
困
り
ご
と
を
地
域
の

人
た
ち
と
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
解
決

し
て
い
け
る
こ
と
を
目
指
し
、「
み
ん

な
で
協
力
し
て
命
を
守
り
あ
う
た
め
の

活
動
」を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

エール弁当の準備をするスタッフエール弁当

子ども食堂の準備をするスタッフ
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ー
マ
に
事
業
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
「
公
益
性
」
が
高
く
、

「
よ
い
仕
事
」の
追
求
は
全
て
の
事
業
に
お
け
る「
公
共
性
」

を
探
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
を
ワ
ー
カ
ー

ズ
法
で
は
、「
非
営
利
組
織
」
と
し
て
理
念
的
に
も
仕
組

み
と
し
て
も
定
め
て
い
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
到
達
点

２
０
２
０
年
度
末
現
在
、
日
本
労
働
者
協
同
組
合
（
ワ

ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
連
合
会
（
以
下
労
協
連
合
会
）
に
加

盟
す
る
31
会
員
全
体
の
到
達
点
は
、
年
間
事
業
高
約
３
５

０
億
円
、
就
労
者
数
１
万
５
０
０
０
人
強
で
あ
る
。
ま
た

労
協
連
合
会
以
外
に
も
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
法
が
定
め
る
基
本

原
理
に
近
い
組
織
が
い
く
つ
か
あ
り
、
生
協
運
動
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
や
、
農
村
の
女

性
た
ち
の
起
業
、
障
が
い
者
就
労
の
団
体
な
ど
、「
協
同

労
働
」
と
呼
び
う
る
組
織
は
、
年
間
事
業
規
模
約
１
０
０

０
億
円
、
就
労
者
数
約
10
万
人
と
推
計
さ
れ
る
。

労
協
連
合
会
会
員
の
事
業
は
、
主
に
対
人
社
会
サ
ー
ビ

ス
が
中
心
で
あ
る
。
高
齢
者
介
護
や
福
祉
、
学
童
保
育
・

児
童
館
・
保
育
園
な
ど
の
子
育
て
関
連
、
若
者
や
生
活
困

窮
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
自
立
就
労
支
援
な
ど
で
あ
り
、

総
じ
て
ケ
ア
の
領
域
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、

一
方
向
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
で
は
な
く
、
利
用
者
・
地

域
と
の
協
同
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
、「
よ
い
仕
事
」
が

実
践
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
働
く
者
の
協
同
に
留
ま

ら
ず
、
利
用
者
・
地
域
と
と
も
に
協
力
し
合
っ
て
「
よ
い

仕
事
」
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
建
物
管

理
や
物
流
な
ど
、
他
の
協
同
組
合
を
中
心
と
し
た
民
間
の

委
託
事
業
も
一
定
の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
ま

た
、さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
に
価
値
を
置
く
「
よ
い
仕
事
」

は
じ
め
に

昨
年
12
月
に
成
立
し
た
「
労
働
者
協
同
組
合
法
」（
以

下
ワ
ー
カ
ー
ズ
法
）
は
、
42
年
ぶ
り
と
な
る
協
同
組
合
の

新
法
で
あ
る
。
協
同
組
合
と
い
う
仕
組
み
を
労
働
と
い
う

テ
ー
マ
に
活
か
す
労
働
者
協
同
組
合
（
以
下
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
）
の
実
践
は
、
日
本
に
お
い
て
は
１
９
７
０
年
代

に
失
業
問
題
の
解
決
を
目
的
に
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
今
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
失
業
・
廃
業
や
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
に
よ
る
地
域
の
疲
弊
が
深
刻
化
す
る
中
で
、「
労

働
者
協
同
組
合
法
」
は
時
代
的
・
社
会
的
な
必
要
に
応
え
、

未
来
と
希
望
を
探
求
す
べ
く
登
場
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
、
単
な
る
雇
用
の
受
け
皿
に
と
ど

ま
ら
ず
、
労
働
の
意
味
や
価
値
を
問
い
直
し
、
新
た
な
地

域
づ
く
り
と
新
し
い
労
働
の
あ
り
方
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
新
し
い
働
き
方
は
「
協
同
労
働
」
と
呼
ば

れ
る
。
そ
の
中
身
を
端
的
に
示
す
の
が
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
法

第
１
条
に
掲
げ
ら
れ
た
目
的
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
組
合

員
の
「
出
資
・
意
見
反
映
・
従
事
」
を
基
本
原
理
と
し
、「
多

様
な
就
労
機
会
の
創
出
」「
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要

に
応
じ
た
事
業
」「
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
」
と
い
う
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
原
点

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
、
１
９
７
０
年
代
に
戦
後
の
失

業
対
策
事
業
（
以
下
失
対
事
業
）
を
廃
止
す
る
方
向
が
強

ま
る
中
、
こ
の
事
業
に
従
事
す
る
人
た
ち
の
労
働
組
合
に

よ
る
、
制
度
存
続
を
求
め
る
運
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
失
対
事
業
を
地
域
住
民
に
喜
ば
れ
愛
さ
れ
る

「
よ
い
仕
事
」
に
し
よ
う
と
い
う
、
労
働
組
合
と
し
て
は

異
例
と
い
え
る
考
え
方
が
あ
り
、
働
く
誇
り
や
尊
厳
と
仕

事
の
社
会
性
の
追
求
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
た
。
こ

の
運
動
は
、
事
業
の
縮
小
過
程
に
お
い
て
、
労
働
組
合
が

事
業
体
を
組
織
し
、
地
域
の
失
業
者
の
働
く
場
を
創
造
す

る
「
事
業
団
」
づ
く
り
を
は
じ
め
た
。
今
日
の
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
の
前
身
は
こ
の
「
事
業
団
」
で
あ
り
、「
よ
い

仕
事
」
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
「
協
同
組
合
」
と
い
う
仕

組
み
を
得
て
発
展
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
失
業
問
題
を
テ

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
活
性
化
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
へ

特 集
副基調論文

―
地
域
の
た
め
・
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
―

古
村
　
伸
宏

日
本
労
働
者
協
同
組
合（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
） 

連
合
会 

理
事
長
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を
追
求
し
て
き
た
。
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
以
降
、
急
速

に
食
や
農
林
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
意

識
的
な
事
業
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
生
活
の

基
礎
を
、
地
域
資
源
の
活
用
と
そ
の
循
環
に
よ
っ
て
成
り

立
た
せ
よ
う
と
す
る
志
向
で
あ
り
、
個
別
の
事
業
領
域
と

い
う
感
覚
か
ら
、
地
域
づ
く
り
の
事
業
と
い
う
発
想
へ
と

発
展
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
。
昨
今
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
気
候
危
機
と
い
っ
た
テ
ー
マ
と
も
重
な
り
、
第
１
次
産

業
の
重
視
と
と
も
に
、
こ
れ
を
福
祉
や
教
育
、
防
災
や
健

康
な
ど
多
様
な
テ
ー
マ
と
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
多
面

的
な
地
域
づ
く
り
事
業
の
価
値
創
造
と
、
多
様
な
人
々
の

地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
す
契
機
と
な
り
、
こ
れ
に
伴

い
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
事
業
は
都
市
か
ら
地
方
へ
と
裾

野
を
広
げ
て
い
る
。

ま
た
事
業
外
の
自
主
的
な
活
動
と
し
て
、
組
合
員
が
毎

月
少
額
の
会
費
を
出
し
合
い
、
社
会
連
帯
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
こ
こ
に
は
地
域
住
民
や
企
業
関
係
者
な
ど
、
多

様
な
団
体
・
個
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
集
い
、
地

域
課
題
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い

る
。
最
近
で
は
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
事
業
と
連
動
し
て

「
子
ど
も
食
堂
」「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」「
小
農
」「
コ
ン
ポ
ス

ト
・
堆
肥
づ
く
り
」「
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
ク（
２

本
の
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
）」「
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
」「
芸
術
・
文
化
」

な
ど
、
参
加
者
の
創
意
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
広
が
り
、
こ
の
中
か
ら
新
た

な
事
業
化
の
可
能
性
も
広
が
ろ
う
と
し
て

い
る
。
例
え
ば
、「
小
規
模
循
環
型
林
業
」

の
メ
ン
バ
ー
が
取
り
組
ん
で
き
た
子
ど
も

た
ち
の
「
森
林
自
然
体
験
」
活
動
が
本
格

的
な
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
づ
く
り
へ
と

発
展
し
た
り
、「
学
童
保
育
」
の
中
で
取

り
組
ん
で
き
た
「
小
農
」
活
動
が
、「
子

ど
も
食
堂
」「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
を
生
み

出
し
、
さ
ら
に
常
設
の
マ
ル
シ
ェ
事
業
の

オ
ー
プ
ン
や
森
林
組
合
と
連
携
し
た
「
苗

木
育
苗
」
事
業
へ
と
発
展
す
る
事
例
も
生

ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
と
地
域
活

動
の
連
続
的
で
相
乗
的
な
発
展
は
、
労
働

者
協
同
組
合
の
事
業
と
地
域
の
活
動
の
連

携
の
親
和
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

法
制
化
に
よ
る

位
置
付
け
の
意
義

労
協
連
合
会
は
、
約
20
年
に
わ
た
っ
て

「労働者協同組合法について」（厚生労働省ホームページより）

そ
の
他

一
次
産
業
・
循
環
関
連

講
座
関
連

廃
棄
物
処
理

食
・
農
関
連

建
築
・
土
木

運
輸
・
交
通

配
食
サ
ー
ビ
ス

環
境
緑
化
関
連

販
売
・
売
店

協
同
組
合
間
提
携

若
者
・
困
窮
者
支
援

公
共
施
設
運
営

総
合
建
物
管
理

子
育
て
関
連

介
護
・
福
祉
関
連
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ワ
ー
カ
ー
ズ
法
の
制
定
を
求
め
運
動
を
続
け
て
き
た
。
そ

の
最
大
の
目
的
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
仕
組
み
を
法

人
と
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
社
会
的
な
立
ち
位
置
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
こ
の
働
き
方

＝
協
同
労
働
を
私
た
ち
の
独
占
物
か
ら
社
会
に
開
き
、
多

く
の
人
た
ち
の
選
択
肢
と
し
て
広
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
や
む
を
得
ず
企
業
組
合
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
株
式
会
社
や
一
般
社
団
な
ど
の
法
人
格
を
活
用

し
て
き
た
。
し
か
し
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
「
協
同
組

合
性
」（
メ
ン
バ
ー
の
主
権
）
と
「
非
営
利
性
」（
事
業
活

動
の
公
益
性
）
を
同
時
に
担
保
す
る
法
律
は
存
在
し
な
か

っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
仕
組
み
に
は
出
資
が
な
く
、
メ
ン
バ
ー

の
主
権
と
協
同
は
担
保
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
活
動
領
域

は
20
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
企
業
組
合
は
出
資
の
仕

組
み
は
あ
る
も
の
の
、
出
資
の
み
の
組
合
員
・
非
組
合
員

の
就
労
を
大
き
く
許
容
し
て
お
り
、
営
利
法
人
と
分
類
さ

れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ワ
ー
カ
ー
ズ

法
で
は
、
組
合
員
が
一
人
一
票
の
平
等
な

権
利
を
持
っ
て
参
画
す
る
主
権
性
を
担
保

し
、
さ
ら
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

特
段
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
非
営
利
性
を

担
保
す
る
出
資
配
当
の
禁
止
、
剰
余
金
か

ら
の
「
就
労
創
出
等
積
立
金
」
を
法
定
化

し
て
い
る
。
さ
ら
に
３
人
以
上
か
ら
設
立

で
き
、
届
け
出
に
よ
っ
て
簡
便
に
設
立
で

き
る
。
そ
し
て
法
の
目
的
に
適
う
事
業
は

労
働
者
派
遣
事
業
以
外
禁
止
あ
る
い
は
限

定
さ
れ
て
い
な
い
。
経
験
的
に
言
え
る
こ

と
は
、
参
加
す
る
一
人
ひ
と
り
の
主
権
を

尊
重
す
る
中
で
、
自
治
や
民
主
主
義
、
協

同
の
文
化
は
深
ま
る
。
そ
し
て
利
他
的
な

精
神
が
事
業
に
も
発
揮
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
「
協
同
性
」「
公
益
性
」
を
組
織
基
盤

と
し
て
位
置
づ
け
、
法
的
な
仕
組
み
と
し

て
編
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
法
制

度
が
な
い
中
で
実
践
と
理
念
・
原
則
を
練

り
上
げ
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ

の
法
が
全
党
・
全
会
派
の
積
極
的
な
参
加

と
賛
同
に
よ
る
「
議
員
立
法
」
と
し
て
成

立
し
た
こ
と
は
、
地
域
に
お
け
る
幅
広
い
公
共
的
な
政
策

展
開
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
法
活
用
と 

政
策
展
開
の
可
能
性

ま
ず
第
１
に
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
職
場
と
事
業
を

通
じ
て
、
地
域
の
中
に
「
つ
な
が
り
」
を
取
り
戻
す
こ
と

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
が

途
切
れ
、「
生
き
づ
ら
さ
」
や
「
あ
き
ら
め
」
が
広
が
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
加
速
し
た
。こ
う
し
た
社
会
の
中
で
、

ま
ず
「
つ
な
が
る
」
こ
と
は
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
り
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
積
極
的
に
つ
な
が
る
・
つ
な
げ
る

存
在
に
な
る
。
協
同
労
働
が
持
つ
価
値
は
、
つ
な
が
り
の

中
で
自
分
を
見
出
し
、
自
分
を
活
か
す
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
中
で
自
己
有
用
感
や
肯
定
感
が
育
ち
、
利
他
的
な
営
み

が
始
ま
る
。
そ
し
て
労
働
が
持
つ
人
間
的
な
営
み
と
し
て

の
根
源
的
価
値
や
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
社
会
と
つ
な
が

り
社
会
を
構
成
す
る
主
体
者
と
し
て
の
意
識
が
醸
成
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ

る
人
間
ら
し
い
仕
事
）
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

非
正
規
労
働
な
ど
に
よ
る
労
働
の
空
洞
化
や
商
品
化
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

第
２
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
っ
た
多
様
な
仕
事
を

地
域
住
民
と
と
も
に
開
発
し
、「
地
域
で
働
く
」
場
と
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
広
島
市
に
お
い
て
は
７
年
前
か
ら

「
協
同
労
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
事
業
が
展
開
さ
れ
、

20
を
超
え
る
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
協
同
労
働
の
チ
ー
ム

が
立
ち
上
が
り
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
ニ
ー
ズ
の
事

業
化
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。ま
た
東
京
都
に
お
い
て
は
、

今
年
度
２
カ
所
で
協
同
労
働
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
た
。
こ
う
し
た
事

厚生労働省ホームページより
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ワーカーズコープで活性化する地域コミュニティ

宮城県登米市（p８-９）
田んぼの楽校プレーパーク
2 北海道札幌市（p６-７）

「和氣藍々」の外観
1

東京都新宿区（p14-15）
TDU・雫穿大学の美術講座の様子
5愛知県豊田市（p16-17）

ケアセンターほみの初任者研修修了式
6

1

2

3

4

5

埼玉県ふじみ野市（p10-11）
機能訓練の一環で干し柿作り
3

千葉県船橋市（p12-13）
子ども食堂の様子
4

て
い
き
、
そ
の
中
で
１
次
産
業
を
生
活
（
生
命
）
産
業
の

中
核
と
し
て
位
置
づ
け
直
す
。
そ
の
取
り
組
み
は
「
農
福

連
携
」
や
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
な
ど
、
１
次
産
業
と
福

祉
、
教
育
、
健
康
、
観
光
、
芸
術
な
ど
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
実
践
は
、
伝
統
的
な
技
術

や
文
化
の
継
承
・
継
業
も
促
す
こ
と
に
な
る
。「
協
同
労
働
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
労
働
」
と
「
生
活
」
を
協
同

の
関
係
に
結
び
直
す
、
生
活
（
生
命
）
産
業
づ
く
り
に
最

も
か
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
産
業
開
発
も
ま

た
、
地
域
自
治
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
結
び
、
職
業

訓
練
や
ま
ち
づ
く
り
講
座
な
ど
の
学
び
と
も
連
動
さ
せ
る

こ
と
で
、地
域
文
化
の
形
成
と
な
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、

待
っ
た
な
し
の
環
境
や
気
候
問
題
へ
の
配
慮
で
あ
り
、
そ

の
点
で
「
自
然
」
の
中
で
の
共
生
へ
の
回
帰
は
、
都
市
か

ら
地
方
へ
の
価
値
回
帰
も
促
す
こ
と
に
な
る
。
特
に
子
ど

も
や
子
育
て
世
代
で
、
こ
う
し
た
方
向
性
を
明
確
に
し
て

い
く
価
値
は
大
き
い
と
い
え
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
活
用
の
課
題

マ
ス
コ
ミ
報
道
や
周
知
活
動
を
通
じ
て
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

法
へ
の
関
心
や
期
待
、
活
用
の
具
体
的
な
相
談
が
広
が
る

中
で
、法
活
用
に
当
た
っ
て
の
課
題
も
見
え
始
め
て
い
る
。

第
１
に
、
具
体
的
な
運
営
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
理
念

や
仕
組
み
の
理
解
と
具
体
的
な
協
同
労
働
の
実
践
に
は
段

差
が
あ
る
。「
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
」「
や
り
方
が
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
資
料
提
供
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
、
実
際
の
現
場
視
察
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
力
を
発
揮
す
る
の
は
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
「
連

合
会
」
で
あ
る
。
こ
の
「
連
合
会
」
が
、
実
践
の
交
流
や

例
は
、
地
域
の
持
続
可
能
性
と
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
応

じ
て
働
く
と
い
う
、
新
た
な
労
働
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
協
同
し
て
働
く
た
め
の
「
出
会
い
・

学
び
・
育
ち
」
の
場
づ
く
り
が
大
切
に
な
る
。
例
え
ば
、

技
術
習
得
を
目
指
す
一
般
的
な
職
業
訓
練
の
プ
ロ
フ
ラ
ム

に
、「
協
同
労
働
の
チ
ー
ム
を
つ
く
る
」
と
い
う
機
能
を

付
与
す
る
こ
と
で
、
職
業
訓
練
が
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
立
ち
上
げ
・
育
成
）
機
能
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
喫
緊
の
失
業
・

廃
業
対
策
と
し
て
、
時
限
的
に
一
定
の
生
活
給
付
を
組
み

込
ん
だ
学
び
と
働
く
場
づ
く
り
も
重
要
に
な
る
。
あ
る
い

は
チ
ー
ム
と
仕
事
の
開
発
の
中
で
、
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー

ド
バ
ン
ク
、
小
農
や
居
場
所
づ
く
り
と
い
っ
た
生
活
の
支

え
合
い
活
動
を
経
験
し
、
小
さ
な
生
活
保
障
と
確
か
な
つ

な
が
り
を
育
て
な
が
ら
、
働
く
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に
位
置

づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
学
び
の
場
＝
職
業
訓
練
等

は
、
地
域
づ
く
り
の
仕
事
・
産
業
を
再
構
築
し
て
い
く
契

機
と
な
り
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
地
域
の
自
治
力

を
醸
成
し
、
公
共
と
民
主
主
義
を
育
て
、「
地
域
力
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

第
３
に
、
協
同
の
文
化
を
耕
し
、
持
続
可
能
性
と
共
生

に
価
値
を
置
く
新
た
な
生
活
（
生
命
）
産
業
を
興
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。「
経
済
の
成
長
か
ら
循
環
へ
」
の
転
換

は
時
代
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
り
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
価
値
の
転

換
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
々
の
幸
福
感
と
地
域
の
文
化
的
価

値
観
の
転
換
と
も
い
え
る
。
乖
離
し
た
「
働
く
」
こ
と
と

「
暮
ら
す
」
こ
と
を
再
統
合
し
、
お
金
を
頼
り
に
「
買
う
」

生
活
か
ら
、
自
分
と
地
域
を
頼
り
に
自
分
た
ち
で
生
活
を

賄
い
つ
く
る
営
み
の
再
生
で
あ
る
。
特
に
食
べ
物
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
助
け
合
い
に
お
け
る
関
係
（
ケ
ア
）
を
、
地
域

に
必
須
の
生
活
（
生
命
）
産
業
と
し
て
包
括
的
に
お
こ
し

学
習
、
相
互
監
査
や
評
価
の
機
能
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、

こ
の
充
実
が
重
要
に
な
る
。

第
２
に
、
事
業
立
ち
上
げ
や
持
続
的
な
経
営
に
つ
い
て

の
財
政
的
な
サ
ポ
ー
ト
機
能
で
あ
る
。
連
合
会
は
こ
の
点

で
も
重
要
で
あ
る
が
、
広
島
市
で
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

や
東
京
都
で
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
機
能
が
、
き
め
細
か
く
全
国
各
地
に
整
備
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
併
せ
て
、
経
営
に
対
す
る
組
合
員
の
主
体
性
を

追
求
し
な
が
ら
も
、
非
営
利
・
協
同
の
事
業
を
促
進
す
る

公
的
な
支
援
（
補
助
や
委
託
、優
先
発
注
な
ど
）
の
他
に
、

こ
う
し
た
事
業
を
支
え
る
地
域
金
融
シ
ス
テ
ム
の
形
成
も

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
非
営
利
・
協
同
の
金
融

機
関
と
い
わ
れ
る
信
用
金
庫
や
労
働
金
庫
な
ど
と
連
携

し
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
育
成
・
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
バ
ン
ク
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ふ
る

さ
と
納
税
、
財
団
法
人
な
ど
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
を
応

援
し
た
い
と
思
う
人
々
の
資
金
や
財
産
の
窓
口
や
活
用
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
顔
の
見
え
る
地
域
金
融
を
確
立
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
機
能
や
シ
ス
テ
ム

は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
公
益
性
を
高
め
て
い
く
重
要

な
自
治
的
探
求
と
い
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
協
同
労
働
と
そ
の
事
業
組
織
を
地

域
に
定
着
さ
せ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
働
く
組
合
員
は

も
と
よ
り
、
こ
の
事
業
を
利
用
す
る
地
域
全
体
の
当
事
者

意
識
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
法
が
契
機
と
な
っ
て
、
本
物
の
公
共
を
育
む
地
域
文
化

を
高
め
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

縦
割
り
の
公
共
政
策
を
さ
ま
ざ
ま
に
融
合
さ
せ
て
い
く
自

治
体
の
役
割
は
大
き
い
。
ワ
ー
カ
ー
ズ
法
の
成
立
過
程
に

学
び
、
政
策
づ
く
り
に
地
域
の
当
事
者
参
加
を
位
置
づ
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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基調論文／広井良典
ワーカーズコープと地域づくり

北海道札幌市／石本依子
みんなの「やってみたい」がかなう場所

宮城県登米市／竹森幸太
多様な人たちの働く場をつくる

埼玉県ふじみ野市／牧野　玲
人、しごと、支え合いでつながる地域

千葉県船橋市／菊地　謙
働く場創出から困窮者支援まで

東京都新宿区／長井　岳
まち全体を学びの場へ

愛知県豊田市／藤井克子
外国人と共に生きる地域

兵庫県豊岡市／上村俊雄
若者主体の持続可能な地域づくり

兵庫県尼崎市／馬場義竜
仕事と遊びで商店街に賑わいを

鳥取県鳥取市／株本俊夫
仕事おこしと居場所づくり

広島県広島市／末松宏一郎
「協同労働」ってなに？

愛媛県西予市／村上尚樹
移住した若者たちによる共同農業

鹿児島県霧島市／瀬戸口麻弥
地域の困りごとを地域の人たちと

副基調論文／古村伸宏
持続可能で活力ある地域社会の実現へ
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